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本 書 は 「 ソ ー サ リア ン 」 の 世界 に 入る だ め 秘 要 な 基礎 知識 、 操作 万 法 な ど を ま と 
め だ も の で す 。 

は や る 気持 ち を 押さ えつ つ 、 深 呼吸 を ひと つ 。 

まず は 、 こ の 書 を お 読み じ な つて こく だ さい 。 


だ だ し 、 と に も か ぐに も 早 ぐ 冒 険 を 始め て み だ い 。 マニ ユア ル な ん て 和 政 要 に な つ 
だ 時 だ け に 読め ば いい や 、 と いう せつ か ちな 亡 。 あ な だ は 「 4 . と に ガ ぐ 早 ぐ 始 
め だ い 人 の だ め の イ ンス タン トバ パー ティ ー」 か ら 、 お 読み に な つて も か まい ませ ん 。 
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1 . ソー サリ アン の 世界 
… 冒 険 者 の 集う 魔法 の 町 、 ベ ンタ ワ ァ … 


旅 も 終わ り に 近づい た 。 腰 まで 届く あま 色 の 髪 を 持つ エル フ 、 ア イリ ー ナ 。 油 
断 な く て あ だ り を 見 回 し て いた 無口 な ドワーフ 、 ゴ ルカ ス 。 そし て 知 的 な 額 に うっ 
すら と 汗 し た 若き ウィ ザー ド 、 ザ ハラ ン き えも が 感嘆 の 色 を それ ぞ れ の 日 に 浮か 
べ て いた 。 砂 漠 の 遠く に 鼓 む 町 。 冒険 を 夢見 る 者 すべ て が 胸 と きめ か せる 町 。 誰 も 
が 言葉 な く 、 た だ た だ 見 つめ て いた だ 。 砂 鹿 混 じ り の 風 に 髪 を と か れ な が ら 、 デ ュ 
エル は 母 の こと を 思い だ し て い だ 。 


「 デ ュ エ ル 、 お まえ は すぐ に 危な いこ と ば か り し だ が る 。 か あさ ん は 心配 で 心配 
で だ ま ら な いわ 」 

リス の 上 巣 を 見 よう と し て 木 か ら 6 落ち た 時 、 滝 の 中 に ある 洞窟 に 行こ うと 邊 を 疹 
ら せ 川 で 湧 れ か けた だ 時 、 い じ め っ この 友達 が けし か け だ 大 き な 犬 と 取っ 組み 合い 
の けん か を し 耳 を 噛み きら れ そ うに な っ た 時 …、 か ば そい 手 で デュ エル を 抱き 締 
め て くれ た 母 も 今 は いな い 。 

村 を 艦 っ た の は 「 疫 病 」 ほ と いう 名 の モン スタ ー だ っ た 。 悪夢 の よう な 日 々 が 過 
ぎ 去 り 奇 跡 的 に 残っ た 人 々 の 虚ろ な 日 か ら 6 避け る か の よう に 、15 才 の デュ エル は 
旅立つ こと に し た の が だ 。 

まだ 子供 ほ 上 いっ て も いい 年 の 、 頼 る 人 も 金 も 6 な い 旅 。 決 し て 楽 な 旅 で は な か っ 
た ろう 。 し か し 、 悲 し み に ( れ る 涙 が 、 や が て し だ た たり 沙 ち る 汁 に 変わ り 、 い つ し 
か た くま し い 青 年 へ と 成長 を 遂げ て いた だ た 。 ひ と り 寒 きる に 震え な が ら 野 和 宿す る 彼 の 
心 に と も っ た 希望 と は 「 冒 険 」 と いう 果て し な い 夢 だ っ だ の だ 。 


小さ きい 頃 か ら 接 物語 に 閉 い て きた ソー サリ アン の 町 、 ペ ンタ ウ ァ 。 そ こ に は 今 だ 
魔法 が 存在 する と いう 。 火 是 、 水 星 、 木 是 、 月 、 太 陽 、 金 星 、 土 星 。 7 つの 是 の 力 が 混 じ 
り 合 う 時 、 満 天 に ちり ば め ら れ た 星 の 数 ほど 限り な い 不 思 議 な 力 が 生ま れ 、 冒 険 者 
の 望み を 叶え て くれ る と いう 。 

旅 の 途中 で 知り合っ た 3 人 の 若き 冒険 者 達 ち 、 そ れ ぞ れ の 夢 を その 「 町 」 に か け 
て いた だ 。 美しい 容姿 か ら は 想像 も 6 でき な い は ほど 勝気 な エル フ の 娘 、 ア イリ ー ナ は 
岬 険 で 得 た 報奨 金 で 友達 し 村 を 再建 する つも り だ 。 ゴ ルカ ス は 妹 の 病 を 直す 楽 を 
見 つけ に 行く 途中 、 ど ん な 病 を も 治す 薬 を 調合 する 魔法 使い が ペン タウ ァ に いる 
と 聞 いた 。 ウィザー ド と し て は 、 ま だ まだ 一 人 前 で は な い ザ ハラ ン は 究極 の 魔法 
を 捜し 、 自 分 の も の に し よう と いう 野心 を 持っ て いた 。 


つい に た だ どり 着い た の だ 。 や は り 魔 法 の 町 は 存在 し た の だ 。 青き 野心 を 抱い た 
四 人 は 無言 の まま 、 ま た 歩き 出し た 。 





ディ スク を 入れ コン ピュ ー タ と いう 箱 に 命 を と も す 時 「 ソ ー サ リア ン の 世界 」 が 
あな た の 前 に 現れ ます 。 あ な た の 分 身 を 作り パー ティ を 組み 、 数 々 の 冒険 を 経験 
する うち 、 ペ ンタ ウ ァ に 存在 する と いう 魔法 の 謎 を 解き 明か すこ と が で きる で し 
ょ う 。 た ぶん 、 全 て の 冒険 を 終了 する に は 何 世 代 も に 渡る 膨大 な 時 が 必要 に な っ 
て きま す 。 も ちろ ん 、 ソ ー サ リア ン の 世界 で の 時 間 に 換 算 し て 、 と いう お 話 で す 
が …・。 


2 . 基礎 知識 と 操作 方 法 
(1) ゲー ム の スタ ー ト 
ディ スク は 5 枚 
「 ソー サリ アン 」 で は 、 次 の 5 枚 の ディ スク を 使用 し ます 。 


グロ ツラ ム プ アイ スプ フ hw ゲー ム の スタ ー ト 時 、 城 、 町 で 必要 。 





I 一 IIO 合 寻 3 枚 。 さまざま な 冒険 (レベ ル 
1 ンー レ ベル 5 ) が 詰まっ つて いる 。 


冒険 の 内 容 を 保存 (GAVE) し て お ぐ 。 





スタ ー ト 方 法 


[ 1 」 プロ グラ ム デ ィ ス を 
ドラ イブ 1 に セツ トレ ます 。 





プロ グラ ム デ ィ ス フク 


[ 2 ] 電源 ON ! ドラ イブ が 作動 し 、 し ば らく する と タイ トル 画面 が 表れ ます 。 


※ ダ イト ルル 画面 を スキ ッ プ し だい 場 


いい ek EN 合 は スペ ー ス キー を 押し な が ら 、 
yk 電源 を 入れ て こ だ さ い 。 





[3] な に ガ 好 き な キ ー を 押し 、 し ぱら こす る と メニ コー 画面 に 変わ り ま す 。 
さあ 、 連 険 の 始ま り で す 。 


(2 ) 城 (メニ ュー 画面 ) 


取 初 に 表れ る 画面 は 城 の 中 (メニ ユー 画面 )。 ここ で 、 キ ヤラ フタ ー を 作 つ だ り の パ 
ー テ ィ ー を 編制 し た り 、 ゲ ー ム の SAVE や LO 〇 AD を し た り の … と 、 基 本 的 な 作業 
を 行い ます 。 


水 ユー ティ リティ ー」 こ と いう メニ ユー が ガ が あり ます が 、 こ れ は 、 今 後 の ソ ー サ リア ン の だ め 
に 用 意 し だ も の で す 。 現 在 は 、 使 わな いで くだ さい 。 


ばつ けん に し ゅ つば つ す る 。 じ ガ ん を すす め る 。 


パー ティ ー を みる 。 キヤ ラク ダー を みる 。 
バ パーティー を へ ん せい する 。 キヤ フ ラグ ダー を つく る 。 
バ パーティー を か ガ が いさ ん する 。 キヤ ラノ ダー を け す 。 
未 右 八 各 人。 し ょ くぎ よう を が か える 。 


きょう は も つう やめる (セー ブ ) つづ き を する (ロー ド 】 
ユー ティ リティー 





(3 ) 基本 操作 ( 城 と 町 ) 


ここ で は 、 城 (始め の メニ ユー 画面 ) と 町 で の 基本 操作 を 説明 し ます 。 

「 ソ ー サ リア ン 」 は ジョ ヨイ ステ ィ ッ ツク に 対応 し て いま す 。 も ちろ ん キー ボー ド で 
も 操作 で きま す が ガ 、 ゲ ー ム を より スム ハー ズ に 楽し むだ め に も ジョ ヨイ スズ ティ イツ を 
使用 され る よう お 勧め し ます 。 


キヤ ン セ ル 
「 や つば ぱり 止め よう 、 前 の 画面 に も どり たい 
「NO ! と 宮 え だ い 」 







決定 
「 そ うし だ たい 、 決 定 し て も いい 」 
「YES ! と 答え だ い 」 


※ キ ヤラ フタ ダー を 作る 部 分 で 、 少 し 変則 的 な 使い 方 を し ます 。 
こわ し ぐ は (5 ) キヤ ラフ ター メ イ キン グ を お 読み 下さ い 。 


一 時 停止 デキ ー ボ ー ド の ヒ E ご キー 


(キー ボー ド で の 操作 ) 


ジョ イス ティ ッ ク の 洗 機 能 は 次 の と お り キ ー ボ ー ド に 対応 し て いま す 。 







に (Y/N) 
Y 图 | :国文 oo 未 电 c rCY/N)」 が つい て い 
FY [4] 国 | | | る も の に は キー ボー ド で は Y が IN で 
Fe 
ー ExEx 





ステ ィ ッ クー テン キー 
の ② ポ ボタ ンー フ キー、 ま だ は リマ ー ン キー 
ポタ ンーX キ ー、 ま だ は スペ ベー スキ ー 


(4 ) 中 断 と 再開 (GAVE と LOAD) 
SAVE と LOAD は 、 冒 険 中 に は で きま せん 。 城 の 中 で 行 つ て くだ さい 。 
中 断 (S AVE) の 方 法 


「 飼 日 は も う 止 め よ う 」 「 冒険 に 出 み ける 前 に 、 い つ だ ん GAVE し て お こう 」 
こい う 場 全 。 


[ 1 ]「 き よう は も う や め る [セー プ ]」 と いう 項目 を 選ん で 、⑳ ポ ボタ ン を 押し て 
ぐだ さい 。 


L 2 ] 面 画 の 指示 に 従っ つて ユー ザー ディ スク を ドラ イブ 2 に 入れ ます 。 


[3 」 この ゲー ム で は 0 か ら 9 まで の 10 ケ 所 で AVE で きま す 。 
好き な 番号 を キー ボー に ド の テン キー で 入力 し ます 。 


注 : 0 に は イン スタ ント パー ティ ー が 入 つ てい ます 。 詳し く は 「4. こり あえ ず 
ゲー ム を 始め だ い 人 の だ め の イ ンス ダン トバ パ バー ティ ー。 を ご らん 下さ い 


ご の 時 、 ジ ヨイ ステ ィ ツ ググ の ステ ィ ッ は 使用 し な いで こく だ さい 。 


の 


※ ら AVE を し な い 場 合 は 、 テ ン キ ー で SAVE 番 号 を 入力 する 前 に ⑧ ボ ダン を 
押し て くだ さい 。 


再開 (LOAD) の 方 法 


「 こ の 前 の 続き ひら ゲー ム を 始め よう 」 と いう 時 、 冒 険 ひ ら 城 に 戻 つ て き て 「 あ 
つ 、 や つば ぱり さつき の 続き を レ し よう 」 と いう 場合 。 


[ 1 ]「 つ づき を する [ロー ド 」」 と いう 項目 を 選ん で ⑳ ボ タン を 押し て ぐだ さい 。 


[ 2 ] 画面 の 指示 に 従っ つて ユー ザー ディ スク を ドラ イブ 2 に 入れ ます 。 


[3] LOAD し たい 番号 を キー ボー に の テン キー で 入力 し ます 。 
ご の 時 、 ジ ヨイ ステ ィ ツ の ステ ィ ッ は 使用 し な いで ぐだ さい 。 
※L 〇 AD し な い 場 合 は 、 テ ン キ ー で 番号 を 入力 する 前 に ⑧ ボ タン を 押し て ぐだ 
さい 。 


注意 





AN の メッ セー ジ 
は 、 “ \o 


8 フロ グ アム テイ スク や トー ザー ア 


1 } 


(5 ) キャ ラク ター メイ キン グ 


キャ ヤラ クダ ター は 最高 10 人 まで 作る こと が で きま す 。 

どん な キヤ ラフ ダー を 作る か 、 装 備 は どう する が ガ 、 パ バ パーティ ー の 編制 は …。 
頭 を 悩ま せる 部 分 で も あり 、 だ か ひか ら こそ 、 だ ま ら な ぐ 楽 し い の ザ キャ ラフ ダー メ 
イキ ング な の で す 。 


キャ ラク ター を 作る (種族 ・ 性 別 ・ 能 力 値 ・ 年 齢 の 設定 ) 
[ 1 ] 「 キ ヤラ フク ター を つこ る 。」 を 選ん で こく だ さい 。 


[ 2 ] キヤ ャ ラク ター の 前 ( 英 数 大 文字 だ け ・11 文 字 ま で ) を 入力 し 、 そ れ で 良けれ 
ば リタ ー ン キー を 押し て ぐだ さい 。 
※ ご こ で は 、 キ ー ボ ー ド だ け を 使っ つて くだ さい 。 
※ ま ち が つ だ 時 は 、! リ リツ ター ン キ ー を 押す 前 に パッ クス ベー スキ ー が ガ デ リー ト 
キー で 消し 、 書 き 直 し て ぐだ さい 。 


[ 3 ] まず 、 種 族 、 そ し て 性 別 を 選択 し ます 。 種 族 と 性 別 が 決ま っ だ ら A ボ ダン 
を 押し て ぐだ さい 。 ポ ボー ナス 値 が 表示 され ます 。 
NAME SORCERIAN 


ボー ナス 値 


名 前 


KRM 2 | AG 
メニ ュー に も と る 。 





種族 、 性 別 の 切り 替え 。 






A 

FIGHTER a DWARF 了 ELF 8 
性 別 = 回 > 

= V 


下 に 表示 され て いる 能力 値 を 見 な が ら 、 ス ティ ッ ワ クワ で いろ いろ と 切り 替え 
て いつ て みて こく だ さい 。 種族 に こよ つて も 、 同 じ 種族 で も 柏 別 に よ つ て 能力 
値 ガ 違う の が ガザ わ か り の ます 。 





[性 別 ] 





FIGHTER (ファ イタ ー) 
戦士 。 攻 撃 、 防 件 と も に すぐ れ 、 体 力も ある 。 
その が わり こい つて は な ん だ が 、 頭 の ほう は 「 平凡 で ある 。 


WIZARD (ウィ ザー ド ) 
魔法 使い 。 知 能 が 高 ぐ 当然 の こと な が ら 、 魔 法 の 覚え も よい 。 
攻撃 ・ 防 御 は 極端 に 低 こ 力 ま ひけ せ に 戦う な ど 下 品 で ある と いわ 
ん ば か が り の だ 。 [ 


。 DWARF (ドワーフ ) 


ひげ づら の 小 人 。 そ の 醒 い 容姿 の せい か 少々 陰気 で ガン コ 。 攻 
撃 ・ 防 御 と も 驚く ほど 良く ごく 。、 そ の 上 意外 と 器用 で ある 。 だ だ し 、 
彼ら に 知性 を 要求 する の は 酷 と いう も の だ が 。 


ELF (エル フ ) 

ドワーフ と は 対照 的 な 非常 に 美しい 種族 。 だ お や か な 姿 か ら 想 
依 さ れる と お り 知 竹 的 で 敏 兵 。 体 力 や 攻撃 力 は 低い が 、 美 し さ 
ゆえ 、 人 々 な ガ なら は さも あら ん と 納得 され る 得 な 種族 。 


MALE ( 男 ) 

FEMALE ( 女 ) 
一 般 的 に 、 男 は 女 よ り 強 ぐ 攻 撃 的 で あり 、 そ の ぷん 愚 
が で ある 。 


1 3 
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[ 4 ] 次 は 能力 値 の 調整 を し ます 。 項目 の 移動 は ステ ィ イッツ で 行い ます 。 
能力 値 は @ ぐ ボタ ン で 上 げ 、 ⑧ ポ タン で 下げ ます 。 
AGE (年 租 ) は 、 そ の 反対 で す 。 気 に 入 つ だ 数 値 に な つ だ ら ' メニ ユー に 


も どる 。」 を 選ん で ぐだ さい 。 


[能力 値 」 


ら 「R… 


INT… 


PRT・ 


MGR… 


D ヒ EX… 


KRM… 


・ ス トレ ング ス 


強 さ ・ 攻 撃 力 


イン テリ ジェ ンス 
知力 ・ 魔 法 の 攻撃 力 


・ プ ロ テ フ ショ ン 


防御 力 


・ マ ジッ クレ ジス タダ ンス 


魔法 に 対す る 抵抗 力 


… バ イマ リティ 


活力 … 体力 


・ デ キス ティ イリ テイ 


器用 さ 


カル マ 
善 悉 OO 目 安 


STR が 0 以下 で ある と 武器 を 使い 攻撃 する 
こと が で き な い 。 


INT が 0 以下 で ある と 魔法 を 使う こと が で 
き な い >。 


PRT が 低けれ ば 低い だ け 普 通 の 攻撃 に 対す 
る ダメ ー ジ が 大 きい 。 


MGR が 低けれ ば 低い だ け 魔 法 の 攻撃 に 対す 
る ダメ ー ジ が 大 き し \o 


V | TT が 高い ほど 重い 扉 を 開け る こと が で き 
る よう に な る 。 


DE メ が 高い と 扉 や アイ テム に か が ガ つ だ ワナ 
を は ず す こと が で きる 。 


KRM が プラ ス だ と 良い 人 間 で あり カリ スマ 
性 (魅力 ) も ある と いう こと に な る 。 カル マ 
が 高い と 安く 買物 が ザ で きる 。 


[BONUS 値 と 能力 値 の 関係 ] 

種族 や 性 別に よ つ て 、 基 本 に な る 能力 値 が 決ま つて きま す 。 こ の 基本 能力 
値 を 1 上 げ る と BONU ら S 値 は 1 減る こと に な り ま す 。 

反対 に 、 能 力 値 を 下げ る こと に より BONUS 値 を 上 上 げ る こと も で きま 
す 。 だ だ し 、 最 初 に 定め られ だ 基本 能力 値 以下 に する 場合 は 、BONU 
S 値 1 ポイ ント の 上 上昇 に 対し 、 能 力 値 2 ポイ ント が ガ 邊 要 に な つて きま す 。 
まだ 、 ご の 時 、 能 力 値 を ツマ イナ ス に する こと は で きま せ ん 。 


[BONUS 値 と 年 齢 の 関係 」 

年 齢 を 上 げ る こと に よっ て BONUS 値 を 上 げ る こと が で きま す 。 

だ だ し 、 年 齢 の 増減 は 種族 に じ よ つて 異な り ま す 。 人 間 (フラ イタ ー と ウ 
イザ ー ド ) は 2 歳 上 げ る ご と に BONU ら S 値 ガ 1 ボイン ト 上 が り ま す が 、 
エル フ は 9 歳 ず つ ド ワー フ は 4 歳 ず つ に な り ま す 。 

な お 年 齢 は 16 歳 より 下 に は で きま せん 。 


[AGE エイ ジ …… 年 齢 」 

・ 年 を と る と 能力 値 も 変わ る 。 

ひと つの 冒険 が 終わ り 帰 つて みる と 、1 年 の 月 日 が だ が つて いま す 。 まだ 、 
冒険 に 行か が ず 、 時 間 を 進め る こと に よ つ て も 1 年 ずつ 過ぎ て いき ます 。 
当然 、 キ ャ ラク タダ ター も 1 つ 年 を こつ て いき ます が 、 ご この 時 、 そ れ ぞ れ の 
能力 値 が 変化 し て いま す 。 


・ 年 の と り 方 と 世代 交代 。 

種族 に よ つ て 、 寿 命 が 違い ます 。 年 を と る に つれ 、 若 者 、 中 年 、 老 人 と 
キヤ ラダー も モ 変 化し て いき ます 。 あ まり 年 を 取り 過ぎ る と 老衰 の だ め 
死ん で し まう 人 確率 が 高く な つて し まい ます 。 だ だ し 、 死 ん で し まつ だ と 
し レ し て も 、 そ の キャ ヤラ ツタ ダー の 能力 や 職業 を 引き 継い で ゆ ぐ こと が で きま 
すず 。 老衰 で 死ん だ 場合 「* * は や すら が ガ な ね むり に つい だ 。 キ ャ ラク ツタ 
ー を つぐ りな お し ます か が"」 と 表示 され ます か ら 、 世 代 交 代 さ せ だ い 場 
合 は キー ボー ド IYJ を 押し 、 新 し い キ ヤラ ダー を 作 つ て ぐだ さい 。 


職業 の 変更 


[就職 する に も 条件 が ある ]」 

キャ ラク ター は 、60 種 類 の 職業 の 中 か ガ ら 好き な 仕事 を 選び 、 ト ラバ ー ユ する ご と 
が で きま す 。 だ だ し 、 誰 で も が 何 に で も と いつ わけ で は あり ませ ん 。 

「 あ ん だ 男 だ ろ 、 男 は 看護 婦 に や な れ な いわ な J 

「 き こり つて の は 力 仕事 だ 。 じ いさ ん 、 そ の O ひ 怒 な 体 じ ゃ 続 ひ ん よ 」 

「 悪 い 届 を も つ だ 人 間 に 宣教 師 な ど 勤 まる は ず が な か ろう つ 。 

な ど な ど 、 種 族 、 性 別 、 年 齢 、 そ の 他 の 能力 値 に よ つ て 制約 が ある の で す 。 

な れる 職業 は 黄色 の 字 で 、 不 可能 な も の は 紫 の 字 で 区 別 さ れ ま す 。 


[職業 に よ つ て 年 収 や 能力 値 の 変化 が 違っ つて ぐる 〕 

ー 年 が 過ぎ る と 年 収 が も ら え ます 。 ま た だ 、 将 能力 値 が 変化 し ます 。 ご この 年 収 や 能 
力 値 の 変化 に 、 職 業 が 関係 し て ぐる の で す 。 い ぐら 年 収 が よい ガ ら と いつ て 「 泥 
棒 」 な ご を 何 年 も や つて いる と カル マ が 下 が ザ つ て し まい ます よ 、。 


[ 1 ]「 し よく ぎ よ う を か ガ え る 。」 を 選ぶ と 、 現 在 存在 する キヤ フフ ター の 一 覧 が 
表示 され ます 。 変更 し た を い キヤ ラノ ダー を 選ん で ぐだ さい 。 


肛 夫 = 道化師 源 師 件 者 糸 つ お ぎ を を 食 
錬金術 鍛冶屋 大 工 墓守 歌う だ い 調教 師 
福 兵 ” きこ り 膨 応 家 写本 紙 す き 宝石 細工 師 


船 軸 看護 婦 内 短 有 委 千 (\ 葬儀 屋 "ブー ズ 作 2 


か) 






いと つむ ぎ 
つう だ うだ い 


ほ ね さい くし 
わ だ し も り 


で し 71 2p】 に 、 ほう せき さい ぐし 
20 GP で す 。 か ご つく り の 


ガ が ぎ や 
まさ に すっ 1 上 0 5 くつ や 
せん きよ ょ よう し は ぐせ いづ くぐり 
いし ゃ ゆめ ゆみ し 
ガ が ん ご チー ズ スズ づくり の 
ば ぱん や さん ば 





[ 2 ] 農業 を 選ぶ と 、 再 び キ ヤラ フタ ー の 一 覧 が 表示 され ます 。 他 に 変え だ い キ 
ヤ フ ン ター が ある 場合 は 、 そ の 人 を 選び ます 。 な い 場 合 は 、 ⑧ ボ タン を 押 
し て ぐだ さい 。 
※ 有 職業 に つい て いる キャ ラフ ター は 、 1 年 だ た つと ある 程度 の 経験 値 を も ら え ます 。 
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キャ ラク ター を 見 る 


各 能 力 値 や 持ち 物 な ど 、 キ ヤラ ダー の 状態 を 見 だ い 場 合 


[ 1 ] 「 キ ヤラ フク ター を みる 。」 を 選ん で ぐだ さい 。 


[ 2 ] キヤ ャ ラク ター の 一 覧 が 表示 され ます の で 、 目 的 の キヤ ラダー を 選び ます 。 





性 別 名 前 种 族 年 前 レベ ル 
、 | _GOLD 
HP ヽ 、SORCERIAN AGE 16 。 シ ゴー ルド 
cy 小 木耳 omrs 9 所 持 金 
Se 体力 HP 100 100 GOLD 4 一 
ノレ Po 上限 此 MI 10 に ET 0 ー ャ モミ ィ ミューー ー ビ ヒメ XP 
STR ) Ni 0 0: エク スベ リエ ンス 
MP 。 ( DE X 4 4 Se 経 駿 値 
KK ) | MAX 10 
マジ ッ フ ボイン ト 、 ち し き は あり ませ ん - 一 - - - ー Yi 
a 魔法 の 力 「 こ が だ の けん 。 だ わ の よろ いい | 3 MA 
i こ が だ の だ て 。 PFEAL 加 マッ プス 
能 力 信 | 图 本 全 生生 … MP、 お よび 
(カツ コ 内 は 防具 を ヒ ソ ッ プ 0 bro- 0 4 へ 能力 値 の 上 限 
装備 し だ 時 の 能力 値 ) 


し よ ぐ くき ょ よう は の つ ふ を し て いま す 。 


情報 … 現 在 の 職業 は 何 か 、 修 行 中 ひご うつ か が 、 ま た だ 、 
その キャ ラフ ダー が 死ん で いる 場合 は 死後 
何 年 経過 し て いる の か 、 な ど ご 、 キ ヤラ フタ ダー 
の 状態 に 関す る 情報 が 表示 され ます 。 


持つ っ て いる ハー プ … 薬 草 の 種 類 と 数 











し 等 っ て いる 知識 … 道 場 で 身 に つけ だ 能力 (て ウイ テム ・ ワ ナ ・ モ ンス ター・ 藻 の 調合 、 そ 
れ ぞ れ に 関す る 知識 ) の うち 、 何 を も つて いる ガ 。 
ーー 持ち物 … キ ヤラ フタ ー は それ ぞ れ 、 装備 する も の (武器 か ロッ ド 、 鎧 ガロ ー ブ 、 唐 か リ 
ング ) 3 つ 、 薬 、 そ れ 以 外 の 予備 に 持て る も の 2 つの 合計 6 アイ テム 持つ こと 
が で きま す 。 キ ャ ヤラ フタ ー 同 士 で 持ち 物 の 交換 を する こと は で きま せん 。 


キャ ラク ター を 消す 


キヤ フン ダー 作り に 失敗 し て し まつ だ 場合 や 、 新 し い キ ヤラ フタ ー を 作り だ い が 
定員 オー バー の だ め 、 誰 か を 削除 し て し まい だ い 場 合 。 


[ 1 ]「 キ ヤラ フタ ー を けず す 。」 を 選ん で こく だ さい 。 


[ 2 ] キヤ ラク ター の 一 覧 が 表示 され ます か ら 、 消 し だ い キ ヤラ クタ ー を 選ぶ と 
「**※ を けし て も よろ し いで すか の 」 と 確認 を 求め て きま す 。 良 けれ ば の ⑳ 
ボタ ン を 押し て ぐだ さい 。 こ れ で 、 そ の キャ ラフ ター は 消え ます 。 
や は り 、 よ そう と いう 場合 は ⑤ ボ タン を 押し て ぐだ さい 。 


[3 ] 再び キヤ ラク マダー 一 覧 が 表示 され ます 。 他 に 消し だ い キ ヤラ クタ ー が ある 
台 は 、 そ の 人 を 選び ます 。 な い 場 合 は 、⑤ ボ タン を 押し て こく ださい 。 


装備 


旨 険 に 行く ぐに は 装備 が 秘 要 」] 
時 険 に 出 け ける に は 、 ま ず バ パー ティ ー を 組ま な けれ ば な り ま せん (だ つ だ ひと り で 
出かけ る 楊 合 も 「 ひ と り の パー ティ ー を 組む 」 わ け で す )。 だ だ し 、 ま ず は 装備 を 整 
えな けれ ば パー ティ ー に 加わ る こと は で きま せん 。 


[種族 に よ つ て 装備 が 違う ] 
ファ イタ ダ ター と ドワーフ は 武器 、 ア ー マ ー、 シ ー ル ド を 。 
エル フ と ウィ ザー ドド は ロ ツ ド 、 ロ ー プ 、 リ ング が 必要 で す 。 


これ ら は 、 困 に 出 て 「 武器 と 防具 の 店 」 で 買い 求め ます 。 
くわ し く は 、 (6) 町 BOB _ GUILD…… 武 器 と 防具 の 店 を お 読み くだ さ 
い 。 
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(5) 町 


胃 険 に 邊 要 な も の を 買う 、 魔 法 を か け て も ら う 、 修 業 を する …。 ソ ー サ リア ン の 
町 、 ベ ンタ ウ ァ で は 非常 に 重要 な 作業 を 行い ます 。 
※ バ ー テ ィ ー を 組ん で いる と 町 へ は 行け ませ ん 。 い つ だ ん 、 バ ー テ ィ ー を 解散 し て くだ さい 。 


[ 1 ] 「 ま ち へ ゆ ぐ 。」 を 選び 、 座 が 行く か を 決め ます 。 


[2] 画 


面 左下 に 、 そ の キヤ ラフ ター の 所 持 金 が 表示 され て いま す 。 ど ご こ へ 行く 


の か を 選ん で ぐだ さい >。 


用 上 


nt 


并 
让 


どこ へ いき ます が 


が いき と ぼう ぐ の みせ 
まほ うつ が か が い の い え 
くす りや 

じい ん 

ちょ うろ つう の いえ 
し ろ の えっ けん し つ 


h 


トー ニー ニーーーーー ニ ーー ニニ ーー ニー ニー ご 


上 | et ni どう じょう 





や っ つっ ぱり や め ま す 。 


50 GOLD 


a 工本 加 ニニ 
二 证: = っ キー ーー 


※ 画 面 は 開発 中 の も の で す 。 


BOB 


ボ プ の 店 で は 、 武 器 や 防具 を 売 つ て いま す 。 
また だ 、 冒 険 中 に まま に いれ だ アイ テム な ご ど を 
売る こと も で きま す 。 す べ て の 武器 と 防具 
は 魔法 使い の 家 で 魔法 を が ける こと に よっ つ 
て さま ざま な 魔法 を 使う こと が で きる よう 
に な り ま す 。 


GUILD…… 武器 と 防具 の 店 





[売っ て いる も の ] 


武器 


アー マー 


小型 の 剣 。 小ぶり な が ら 切 れ 味 は 抜群 。 フ シイ ヤー が 持つ こと の で き 
る 武器 で ある 。 軽く 機 倫 に 扱え る こと が ガザ セ ー ル スポ ボイン ト 。 


お の 
太 。 片 対 の 導 で 、 破壊 力も 大 きい が 、 ひな り 重 い の が 難点 。 力 の ある ド 
ソー ノ に し か 使い に な すこ と は で き な い 。 


杖 。 エ ルフ や ウィ ザー ド の 精神 エネ ルギー が 、 こ の 杖 を つう じ て ほ と ば 
レ る 。 魔法 を 使う ろ 時 だ け で は な ぐ 、 普 通 の 攻撃 の 場合 も 有効 。 


鐘 。 精巧 な 細工 の チエ イン メイ ル な の て で 市 の よう に 見 える が 防 御 率 は 
な り 高い 。 フ ァ イ タ マー と ドワーフ が ガ 身 に つけ る こと が で きる 。 


衣 。 軽 ぐし な や が ガ に フィ ツン ト する ロー ブ プ は 、 エ ルフ や ウィ ザー ド に 人 気 
が ある 。 デ ザイ ン も 豊富 。 着 る 人 に 公 わ せ て 選ん で ぐれ る 。 


眉 。 フ ァ タイ ター と ドワーフ ガ が 持つ 。 反 吉 り で 、 鉄 の 綴 節 り が つい て い 
る 。 昔 の 勇者 だ を ち も 、 や は り 同 じ 慎 を 持つ て 冒険 に 出かけ だ と 言う 。 


指 輸 。 防御 力 を 秘め て いる 。 エル フ と ウィ ザー ド は 、 盾 を 持て な いか わ 
り に 、 ご この 指 輸 を つけ 、 身 を 守る の だ 。 


この 店 で 売 つ て いな い 武 器 や 装備 を 冒険 中 に 発見 で きる ひも し れ な い 、 と いう こ 
と を 付け 加え て お きま し よう 。 
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Ji 


IN 


ESTHERS CABIN…… 魔法 使い の 家 


4 


ご こ は 、 何 に も まし て 重要 な 「 魔 法 」 を けけ て ぐ 
れる 、 エ スタ ヤー と いう 魔法 使い の 家 で す 。 


スス トペ パイ フー メ マス スペ 1 


§, s 
に 
9 
@ 
ドイ イト バス 】 
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[ 7 つの 星 の 魔法 」 

魔法 を ひけ て も ら え る の は 、 武 器 こと 防具 。 次 の / つの 量 の 魔法 の 組合 せ に よ つ て 、 
さま ざま な 魔法 が 使え る よう に な り ま す 。 ど うい う 順 番 で 、 何 の 魔法 を な が なけ て い 
ぐ の ガ が 重要 に な つて きま す 。 

な お 、 魔 力 が 宿る に は 、 そ れ 相 当 の 年 月 が 邊 要 に な つて きま す 。 そ の 間 は 、 彼 女 
に 預け て お ぐ こ ご と に な り ま す が 、 ひ と り が 預け る こと の で きる の は 1 つ だ け で す 。 
ぐ わ し ぐ は 魔 法 の 書 を お 読み ぐだ さい 。 


火星 の 魔法 (STR) 攻撃 力 

水星 の 魔法 (INT) 知力 、 魔 法 の 攻撃 
木星 の 魔法 (PRM) 防 特力 

月 の 魔法 (MGR〉 魔法 に 対す る 抵抗 力 
太陽 の 魔法 (VIT) 活力 ・ 体 力 
往 星 の 魔法 (DEX) 器用 さ 
土星 の 魔法 (KRM) 善悪 の 目安 


[呪い を 解く ] 
置 険 中 に 呪い を ガ け られ て し まい 、 魔 法 を つけ えな ぐ な つ だ の する こと が あり の ま 
す 。 そ の よ つ うな 時 に は 、 ご ここ で 呪い を 解い て も ら う と よい で し よう 。 





[死者 を よみ が えら せる 」】 


・ 死 者 の 復活 は 、 こ ご ここ 以外 で も で きる 。 
うれ し いこ と に 、 不 幸 に も 冒険 の 途中 あえ な い 最 後 を と げ だ 者 を よみ が え 
ら せ て くれ ます 。 も ちろ ん 有料 で は あり ます が (お 金 に 不 自由 な 場合 は 、 
寺院 へ 行き まし よう 。 神 の 国 に 召さ れ だ キヤ フン ヤー な ら 無 料 で よみ が え 
ら せ て ぐれ ね ます )。 


・ 復活 の 成功 率 は 死後 の 経過 時 間 に 比 例 し て 低下 する 。 
だ だ し 、 死後 ずい ぶん 経過 し て し まつ て いる 死者 を 生き 返ら せる と いう の 
は 、 容 易 で は あり ませ ん 。 彼女 が 復活 の 成功 率 を 数 えて ぐれ ます から 、 よ 
ぐ 考 えて みて ぐだ さい 、。 失敗 し て し まう と 、 そ の キャ ラク ダー は 雄 と な り 
蹴 形 な ぐ く 消 え 失 せ て し まい ます 。 成功 率 は 死後 の 経過 時 間 に 比 倒し て 低く 
な つて いき ます 。 


・ 復活 の 時 、 副 作用 の 生じ る こと が ある 。 
死者 を 復活 させ る と いう の は 、 こ の 世 な ら め ぬ 荒 技 で す 。 そ の だ め 、 さ ま ざ 
まな 玉 作用 が 生じ る 恐れ も あり ます 。 


[預け だ も の を 返し て も ら う ] 

魔法 を ひけ け て も ら う つう だめ 預け て お い だ が 武器 ま だ は 防 異 を 返し て も らい ます 。 
魔法 が げ グ か る に 期間 が 充分 で な い 場 合 に も 返し て くね ます が 、 そ の 武器 まだ は 防 
具 で 魔法 を 使う こと ザ で き な い の は も ちろ ん の こと 、 ず お 釜 も 返し て ぐれ ませ ん 。 
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CHEMISTS SHOP…… 楽屋 


ここ で は 、 薬 を 売 つ て いま す 。 ま だ 、 冒険 
中 に まま に 入 れ だ 数 々 の ハー ブ を 調合 し 、 い 
ろ い ろ な 薬 を 作 つ て も ぐれ ます 。 
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[売っ て いる 薬 ] 

HE AL (キス 薬 ) UN 一 CURSE (呪い を 解く ) 

CURE (解毒 剤 ) STONE FLESH( 石 化し た 者 を 元 に 戻す ) 
RESURRECT (死者 の 復活 ) NEGATE (時 間 停 止 ) 

MELT (解凍 ) SEN | し | TY( モ ンス ダー を 老化 させ る ) 


[調合 し て も ら う 方 法 」 
今 、2 種類 の ハー ブ を 持つ て い だ と し ます 。 ご この 2 つ は 、 そ れ ぞ ね れ 別々 に 調合 レ 


て も ら つ て も が まい ませ ん し 、 2 つ を 混ぜ 合わ せ 、 ま だ 違う 薬 を 作 つ て も ら つ て 
も よい の で す 。 


[ 1 ] 「 ハ ー プ を ちょ よう ごう し て ほし い 」 を 選ぶ と 、 今 持つ て いる ハー ブ の 一 覧 が 
表示 され ます ガ ら 、 ど れ を 調合 し て も ら う の か を 決め て ぐだ さい 。 


[ 2 ] どれ か を 選ぶ と 、 そ の ハー ブ プ が ザビ ピン の ワ グ で か こま れ ま す 。 ご この ハー プ 
だ け て で 薬 を 作 つ て も ら う 場合 は 、 こ の まま お ね が いし ます 。」 を 選ん で ぐ 
だ さい 。 複数 の ハー ブ プ を 混ぜ 合わ せ だ い 場 合 は 、 他 の ハー ブ を 選ん で いき 


ます 。 


[ 3 ] あな だ が 選ん だ 1 つ 、 な いし 複数 の ハー プ で 何 が 作れ る の か を 教え て ぐれ 
ます 。 後 は 、 画 面 の 指示 に 従 つ て 操作 し て いつ て ぐだ さい 。 


[調合 し て 、 で きる 薬 」 


HEAL キス 薬 
生命 力 を 増強 する ハー プ … セ ー ジ を 調合 し て 作る 。 パ バー ティ ー 全員 の ヒ 
ッ ト ポ イン ト を MAX の 70% ま で 回 復 す る こと が で きる 。 調 人 台 済 み の 薬 
は 、 こ こ で 売っ て いる >。 


CURE 解毒 剂 
内 臓 の 不調 を 正 し 解 熟 効果 も ある ハー プ … ベ ル メ ヌー ル を 調合 し て 作る 。 
モン スター か ら 受 け だ 毒 や 冒険 中 に 覗 つ て 飲め ゃ で し まつ だ 毒 を 消す 。 書 
を 受け だ 状態 で は H ピ の 回 復 ガ ザ できない (魔法 で も 薬 で も ) の で 、 非 常 
に 重要 な 薬 と いえ る だ ろう 。 調合 済み の 薬 は 、 ご ここ で 売 つ て いる 。 


SHIELD 眉 を つぐ る 


セー ジ と ベル ヌー ル を 混ぜ 合わ せ 、 作 つ だ 防御 の だ め の ボ ーション 。 パ 
ー テ ィ の 前 後に 壁 を 作り 、 地 の モン スタ ー か ら の 攻撃 を 防ぐ べ こ と が で き 
る 。 


まだ まだ 不思議 な 力 を 秘め だ 薬 が 作れ ます 。 ぐ わし ぐ は 「 有 魔法 の 書 」 を お 読み ぐだ さい 。 


ク ュ 


ORDERS TEMPLE…… 寺院 


ベン ダウ アァ ア に ある 寺院 。 熱 凪 な 信者 が ざ 
ん げ や 祈り を ささ げに や つて きま す 。 神 
は あな だ の 届 が ザ け を 見 て いま す 。 違 い 改 
め ざ ん げ を する 時 、 祈 り を ささ げ る 時 、 


きつ と よい こと が ある で し よう 。 


まだ 、 ご ここ で は 「 神 の 国 」 に され だ も 


の の み 、 魅 ら せ る こと が で きま す 。 


そつ そつ うつ 、 寄 付 金 も 受け 付け て お り ま す 。 


ベン タウ ァ で も 一 番 の 物知り で あ 
る 長老 が 、 キ ヤラ クダ ヤー の 持ち 物 
に つい て いろ いろ な 情報 を 提供 し し て 
ぐれ ます 。 どん な 魔法 が か が かけ られ て い 
る の が か 、 使 うこ と の で きる 魔法 と は 何 
ガ 、 その 魔法 と は 、 どん な カカ が ある の 
か …。 だ だ し 、 彼 も 生活 が ひけ ひつ て い 
ます か ら 、 情報 を 聞き 出す に は 、 それ 
な り の お 金 が 秘 要 で し よう 。 
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AUDIENCE ROOM…… 城 の 調 見 室 


ベン タウ ァ の 王 に 調 見 する こと が 
で きま す 。 彼 が ガ が キャ ラクター の 経験 値 
を 見 て 次 の レベ ル に 上 が る だ め に は 、 
後 い くつ 経験 値 が 必要 な の が ガ を 教え 
て ぐれ ます 。 も し 、 充分 に 経験 値 が あ 
れ ば レベ ル ア ッ プ し て これ 、 その レベ 
ル で の ヒッツ ト ボ ポイ ント の MAX を 教 
えて くれ ます 。 

レベ ル ア ッ プ す る と 、 経験 値 は 、 まだ 
0 に 戻り ます 。 





TRIAL FIELD…… 道場 


キャ ラク ター の 能力 を 上 げ る に は 、 こ こ で 
だ っ ぷり 修業 する と よい で し よ ょ う 。 
修業 メニ ュー は 、 次 の 1 項目 で す 。 





[能力 値 を 上 げ る 修業 ] 
ー 回 の 修業 に よ つ て 5 ポイ ント 上 が り 、 能 力 値 の MAX ま で 上 げ ら れ ま す 。 


武器 を つか な いこ な す (STR) 腕力 を つけ る (VIT) 
魔法 を つか いこ な す CINT) ワナ を 上 手 に は ず す (DE 上 XX) 
敵 の 攻撃 を ひ わ す (PRT) 人 と 上 手 に 話す (KRM) 
魔法 を か が わす (MGR) 

[その 他 の 能力 を も つ 修業 ] 


冒険 中 、 邊 要 に な つて ぐる 能力 を 身 に つけ る こと が で きま す 。 ご この 修業 は 1 度 で 
充分 で し よう 。 


アイ テム を 知る 冒険 を 終え て アイ テム の 分 配 す る 時 、 ア イ テ ム の 鑑定 
が で きる 。 

ワナ を 知る どか ん な 種類 の ワナ で ある の が ガ を 知る こと が で きる 。 

モン スタ ダー を 知る 冒険 中 、 そ の 場所 に 出 て くる モン スタ ヤー の 特徴 を 知る 
こと が で きる 。 

ハー ブ プ を 調合 する 置 険 中 、 ハ ー プ を 持つ て いれ ば 調合 し て 薬 を 作る こと 
が で きる 。 だ だ し 、 そ の プレ イヤ ゼー が 持つ て いる 薬 レ 
ガ 作 れ な い 。 
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( 7 ) 冒険 へ の 出発 
バ パーティー の 編制 と 解散 


キャ ヤラ ダー を 作り 装備 も ば ん だ ん 整 つ を ら 、 い よい よ パ バー ティ ー の 編制 で す 。 冒 
険 へ は 、 パ バー ティ ー を 組ん で か ら で な いと 行け な いか ひら で す 。 だ と え 、 ひ と り の で 出 
が ける 場合 も 「 ひ と り の パー ティ ー」 を 編制 する こと に な り ま す 。 


[バー ティ ー の 編制 ] 
[ 1 ]「 パ ー テ ィ ー を へ ん せい する 。」 を 選ん で こく だ さい 。 


[ 2 ] を に 、 ま だ パー ティ ー に 加わ つて いな い キ ャ ラク ダー の 一 覧 が 、 右 に 現在 パ 
ー テ ィ ー に 加 む つて いる キャ ヤラ クタ ダー の 一 覧 が 表示 され ます 。 パ バー ティ ー 
に 組み 入れ だ い キ ヤ フ ブ ダー を 選ん で ぐだ さい 。 


・ パ ー テ ィ ー に は 優先 順位 ガザ ある 。 
ご ご こ ご で 注意 し だ たい の は 、 何 の 考え も な し に キャ ヤラ クダ ター を 選ん で いつ て は 
いけ な い 、 と いう こと 。 冒険 中 に まま に いれ だ アイ テム へ など は 冒険 が 終了 レ 
だ 時 点 で 、 全 員 に 分 配 す る こと が で きま す が 、 パ ー テ ィ ー に 加え て いつ だ 順 
番 で 分 配 こ され る か ら で す 。 要 する に 、 最 初 に 選ん だ 人 が ー 番 優先 順位 も 高 
ぐ 、 順 に 下 が び ザ つ て いく 、 と いう わけ で す 。 


[パー ティ ー を 見 る 」 
パー ティー を 見 だ い 場 合 は 、「 パ バー ティ ー を みる 。」 を 選び ます 。 


[バー ティ ー の 解散 ] 
町 へ 行く だ め 、 パ バー ティ ー を いつ だ ん 解 毅 させ だ い 。 ま だ 、 違 うう メン 
バー で 組み だ い 場 合 。 
「 パ バ パーティー を が いさ ん する 。」 を 選ぶ と 「 パ バー ティー を 解 毅 し て も 
よい で すか や 」 と 確認 を 求め て きま すか ら 、 良 けれ ば ⑳ ポ タン を 押 
し て ぐだ さい 。 や は り 、 や め る 場合 は ポタ ン を 押し ます 。 


シナ リオ を 選ぶ 


さあ 、 お 待 だ な せ し ま し だ 。 い よい よ 冒 険 へ の 出発 で す 。 
冒険 は 全部 で 15 種 類 。 レ ベル が ガ 高 こなれ ば な る ほど 冒険 も 困難 に な つて き 
ます 。 ご これ か ガ ら 挑戦 し だ い 冒 険 を 選ん で ぐだ さい 。 


i レベ ル 1 
レベ ル 2 
レベ ル 3 
レベ ル 4 
レベ ル 5 


シナ リオ IL … レ ベル 1 
レベ ル 2 
レベ ル 3 
レベ ル 4 
レベ ル 5 


シナ リオ 中 … レ ベル 1 
レベ ル 2 
レベ ル 3 
レベ ル 4 
レベ ル 5 


シナ リオ 1 


: 消え だ 王様 の 杖 

・ 失わ われ だ タリ スマ ン 
・ ル シフ エル の 水門 
・ 呪 われ だ オア シス 
・ 盗賊 だ ちの 塔 


・ 障 き 沼 の 魔法 使い 

・ ロ マン シア 

・ 紅 玉 の 謎 

: 暗黒 の 魔道 士 

・ 呪 わ れ だ クイーン マリ ー 号 


・ 天 の 神 々 だ ち 

・ 氷 の 洞窟 

: メデ ユー サ の 首 
・ 囚われ だ 魔法 使い 
: 不老 長寿 の 水 


[ 1 ] 「 ぼ うけ ん に し ゅ つば つ す る 。」 を 選ん で ボタ ン を 押し て ぐだ さい 。 


[ 2 ] 画面 の 指示 に 従っ て これ か ら 挑 戦 し だ い 冒 険 が び 入 つた シナ リオ デイ ズン を 


ドラ イブ 2 に セツ ッ ト し て こぐ だ さい 。 


[3」 5 つの 冒険 の 題名 と レベ ル 1 
の 説明 が 表示 され ます 。 ジ ヨ 
イス ティ ッ を だ て に 動か レ 
て 目的 の 冒険 を 選ん で ぐだ さ 
い 。 





ぼう けん に し ゅ つば ぱつ する 。 


きえ だ お うさ ま の つえ 


まち の へ し つう を つが か が さ ど る 
お うさ ま の つえ が オー ク に よっ て 


ぬ す まれ て し まっ だ ! 


みだれ だ まち を も と に も どす だ め 


いつ こく も は や くつ え を と の ガ え さ 
な ぐ く て は な ら な い 。 


[ 4 ] 自分 の 挑戦 し を い シ ナリ オ を 最後 まで 読み 終 つ を ら 、⑳@ ボ タン を 押し て ぐ 


だ さい 。 ご これ で 完了 で す ! 
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(8 ) 基本 操作 (冒険 の 時 ) 


胃 険 中 の 操作 は 、 城 や 町 に いる 時 と は 違 つ て きま す 。 


[動作 ] 
・ 移 動 ニ ステ ィ ッ ワク ワク 、 ま だ は テン キー 
・ ジ ャ ンプ 、 ド ア を 開け る 、 物 を 取る 、 置 く ニ = ステ ィ ッ フク を 上 に する 。 
※ な な め 秘 動 = ス ティ ッ ツク を な な め に 倒す 。 








人 
・ 普通 の 攻撃 を する ・ 魔法 や 薬 を 使う 
ー @ ボ タン X キ ー = @ ボ タン 〆 キ ー 





[情報 の 表示 」 
・ 冒険 中 、 に 入れ だ 持ち 物 、 
GOLD、 経 験 値 を 表示 = [ I ] キー を 押す 。 
他 の キー を 押す と 表示 は 消え る 。 


INVENTORY ※ ご ここ で 表示 され る 持ち も の は 今や つて いる 置 
険 中 に 手 に 入れ た も の で 装備 は で きま せん 。 





・ ヒッ ト ポ ボイン ト と 
マジ ッ ク ポ イン ト を 表示 =CAPS を ロッ ク し な だ 状態 。 
CAPS を 解除 する と 表示 は 消え 
HIT.P _ MAG.P る 。 


FALCOM 
100 

SORCERIAN 
100 





・ 全員 の 能力 値 を 表示 LS」 キー を 押す 。 
他 の キー を 押す と 表示 は 消え る 。 


F ALCOM SORCERIAN 
R Q STR 


| > 
WRRAOOOMNO 


一 | 
一 00 上 OO 上 口上 


8 
2 
9 
5 
0 
@ 
2 
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ミス 


・「 モ ンス ダー を 知る 」 知識 を も つ だ キヤ ラクダ ター が 先頭 に いる 時 、 
モン スタ ダー 名 や その 他 の 情報 を 表示 一 [LM] キー を 押す 。 
他 の キー を 押す と 表示 は 消え る 。 


オー クツ 
だ に ん げん 。 い わ を お と し て 


くる の で ちゅ うい 。 





[装備 」 
・ 装备 = [LE」 キー を 押す 。 
何 の 魔法 を 使う ひ 、 ま だ 薬 を 使う の か を 選び 、⑳ ポ マン 
で 決定 。 


F ALCOM SORCERIAN 
まほ う は つが か わな い まほ う は つか わな い 
こ が だ の けん ゅ き の つ え 
が わ の よろ い も めん の ロー プ 
こ が だ の だ て すい し ょ う の ゆ びわ 


CRYSTY XANADU 
に コ に 5】 に Ppa 9 に 3 に も 5】 に Pps と 978 
こ ご が だ の お の きき の つ え 
ガ か が か わ の よろ い も めん の ロー プ 
こ が だ の だ て すい し ょ う の ゆ びわ 





再度 、⑧ ボ タダ タン を 押す と 、 元 の 画面 に 戻る 。 
※ ご の 武器 や 装備 を 選ぶ が か 、 に よ つ て 使え る 魔法 も 違 つ て きま す 。 


[隊列 の 変更 ] 
・ キ ヤラ ツタ ヤー の 隊列 を 変更 = [C」 キー を 押す と 先頭 が 後ろ に 回 る 。 
※ ア イ テ ナム を 取 つ だ り ド ア と 開け だ りす る の は 1 番 前 に な つて い 
る キャ フラ ダー で すず す 。 
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(9) 冒険 の 終了 (分 配 ) 


ご と 冒険 の 目的 を 達成 し 意気 も 揚々 城 へ 帰 つ だ パー ティ ー は 、 お 互い の 健闘 を 
讃え 台 い つつ 、 冒 険 で 得 だ 数 々 の アイ テム や ず お 倫 を 分 配 し ます 。 


[ 1 ] 冒険 の 旅 か ら 城 に 帰る と 次 の 画面 び 表 示さ れ ま す 。 


TRAVELERS NN 
0 GOLD 
3035 EXP 閥 っ しゃ よこ く あ つか ら の ほう び の GOLD を 
うば と どじ なさ ・ 


HEAL 
RESURRECT 
こげ が だ の だ て 
SORCERIAN 1 GOLD 
3 の ウル H 


EAL 
も めん の る ろ る 一 心 RESURRECT 
すい し ょ う の な びわ HEAL 


HIT ANY KEY 





[ 2 ] 置 険 中 に 獲得 し だ た EXP が GOLD に 換金 され ます 。 
換金 率 は 10E ヒ XP ピ =1GOLD 


[ 3 ] 次 に 冒険 で 得 た アイテム を 「 ア イ テ ム を 知る 知識 を 持つ た を キヤ フン ツー」 
に 鑑定 させ 、 そ の アイ テム を 持つ て お い だ ほ うつ が よい か どう か ガ を 調べ ま 
す 。 


[アイ テム を 鑑定 する 。] 
鑑定 し だ い ア イ テ ム を 選び 、A ボ タン で 決定 。 
「 ガ ん て いす る 。」 を 選び 、 誰 が 鑑定 する の ガ を 決め ます 。 町 の 道場 で " ア 
イ テ ム を 知る 修業 」 を 積ん も で いる キャ ラク ター で あれ ば 、 そ の アイ テム が 
役に立つ ひみ どう か 、 そ れ は 武器 な の ガ 防 具 な の か 、 ど ん な 魔法 が ひか が つて 
いて 、 使 える 魔法 と は どん な も の か 、 な どの 情報 を 得る こと が で きま す 。 


[ 4 ] 不 秘 要 な アイ テム は 売 つ て し まう こと が で きま す 。 


[アイ テム を 売る 」 
売 つ て し まい だ い ア イ テ ム を 選び 、⑳ ポ タン て 決定 。 
「 ア イ テ ハ を うる 」 を 選ぶ と 、 い こく こら に な る ガ を 教え て くれ ます ガ が ら 、 そ 
れ で よけれ ぱ ば ②⑳ ポ タン を 、 や め る 場合 は @ ボ タン を 押し ます 。 


※ 以 前 か ら 持 つて いた アイ テム も 売る こと が で きま す 。 ス ティ ッ フ で カー 
ソル を 右 に 移動 させ て くだ さい 。 
※ ア イ テ ム は 町 の 「 武 器 と 防具 の 店 」 で も 売る こと が で きま す 。 


[ 5 ] 冒険 で 獲得 し だ アイ テム ゐ を 分 配 し ます 。 


[冒険 で 得 だ アイ テム を 分 配 す る ] 
分 配 し た を た い ア イ テ ム を 選び 、⑳⑯ ボ タン で 決定 。 
「 ぷ ん ば いす る 。」 を 選ぶ と 、 そ の アイ テム を 持て る キャ ヤラ フツ ダー に 分 配 さ 
れ ま す 。 全員 が 持て る 場合 は 、 表 示さ れ て いる キャ ヤラ フツ タ ヤー の 順番 に 分 配 
さざれ て ゆき ます 。 


※ ひ こり の キヤ ラフ ダー は 武器 (まだ は ロッツ ド )、 慎 (まだ は リン グ )、 和 
(まだ は ロー プ )、 そ し て 薬 以 外 は 2 個 ま で し が 予備 の アイ テム を 持つ こ 
こと は で きま せん 。 こ の 予備 アイ テム は 、 武 器 、 防 具 、 薬 … 何 で も ひ K で す 。 
で すか ら 、 す で に 武器 を 持つ て いる キャ ヤラ フタ ダー に 、 新 し く 手 に いれ だ 
武器 を 持 だ せ だ い 場 合 は 、 現 在 持つ て いる 武器 を 売 つ て し まう が ガ 防具 や 
薬 以 外 の アイ テム を 売 つ て か ら 分 配 し て くだ さい 。 


L 6 ]」「 お わり の 」 を 選ぶ と 、 ア イ テ ム が 残 つ て いて も 、 強 制 的 に メニ ュ ユー に 帰る こ 
と が で きま す 。 か 
この と き 残 つて い だ 
アイ テム は 搭 て られ 
ます 。 


vv 


2 
の 


区 
0 到 





(10) 時間 を 進め る 


「 ソ ー サ リア ン 」 で の 時 間 は 1 年 ご と に 過ぎ 去 つ て いき ます 

武器 や 魔法 を けけ て も ら う の に 、 何 年 ガ 進 め て し まい だ い 。 修行 の ため 、 何 年 か 
進め た い 。 な ご ど ご な ご ど ご 、 時 間 を 進め た い 時 が 出 て ぐる と 思い ます 。 そ ん な お 時 に は 、 
城 に 戻り メニ ユー 画面 の 中 ガサ ら 「 じ か カ ん を すす め る 。」 を 選ん で ぐだ さい 。 す べ て 
の キャ ラダ ヤー ガ 1 歳 ず つ 年 を 取り ます 。 
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J. 冒険 へ の 助言 
高い 場所 へ も 2 段 ジャ ンプ で 。 


冒険 者 の 行く 手 に 待ち か まえ だ ダン ジョ ン 
や 森 、 湿 地 … な ど な ど 。 普通 に 跳ん だ の で は 、 
と て も と て も 行け な いよ うな 場合 びあ り ま す 。 
そん な 時 に は 、 2 段 ジ ヤン プ で クリ ア し て い 
きま し よう 。 方 法 は 簡単 。 ト ン ツ トー ン と い 
うつ か ん じ で ステ ィ ツ ググ を 上 に 2 回 。 ここ で す 
か さ ず 行き だ い 方 向 へ ステ ィ ッ ツク を 図 す 。 こ ご 
れ で 、 さ ら に 高い 場所 へ 移動 する こと が で き 
ます 。 慣れ な いう ち は タ イミ ング が 取り づら 
いか も し れ ま せん 。 敵 の いな い 場 所 、 あ る い 
は 弱い 敵 し ガ 来 な い 場所 で コツ を つか ん で こぐ 
だ さい 。 








「 開 け ! ゴマ 」 と いう か わり に 。 


さま ざま お 場所 に ある ドア 。 そ れ ぞ れ 、 ど れ ぐ らい の バイ ダリ ティ が あれ ば 開 
ぐ ガ 違 つ て いま す 。 要 する に 重い ドア 、 軽 い ド ア … と ある わけ で すね 。 で すか がら 
バイ タリ ティ の 高い キヤ ラフ ター を 先頭 に し 、 ド ア を 開け る よう に し まし よう 。 

し か し 、 バ イタ リティ が ある が から と いつ て 、 すべ て の ドア を 開け られ る わけ で 
は あり ませ ん 。 大 切な 事柄 に 通じ る ドア に は 、 そ れ 相 当 の ' フ ナザレ か けら れ て い 
だ り の 秘密 が 隠さ これ て い だ り する の で す 。 ワ ナ を よ け る に は 、 ま 先 の 器用 な キヤ ラフ 
ダー を 先頭 に し まし よう 。 秘密 を 見 破る の は 、 あ な だ の 頭脳 し だ いで す 。 不 思 
議 な 石 を ドア の 横 に ある 小さ な 穴 に 入れ 
_ て みる と が か ガ 、 石 を 元 あ つ だ 場所 こ 置 いて 
みる と が ガ 考 えら れる 万 法 を いろ いろ と 

試し て みて くだ さい 。 





必要 な 経験 値 だ け 上 げ る よう に し よう 。 


キャ ラク ター の レベ ル ア ッ プ を する に は 、 ン 
レベ ル に 店 じ だ 経験 値 が 必要 に な っ つて きま すず 。 人 
し が し 、 履 要 以 上 の 経験 値 を 積ん で いて も し 東光) ・ 
ベル アッ プ の さい 「 0 」 に 戻さ れ て し まい ま 7 絞 
すか ら 、 履 要 な 分 だ け 貯 め だ 後 、 無 用 な 戦い 2 


网 人 
は 避け る よう に し だ ほう が いい で し よう 。 队 /后 
レベ ル ア ッ プ に 選 要 な 経験 値 が 後 どれ くら デー で SN、 
いな の か が は 「 城 の 誤 見 室 」 で 王様 聞こ こと NS 
SS 
の の 












が で きま す 。 メ モ を と つて お ぐ と いい と 選 い 


HP と MP の 回 復 方 法 


MP (マジ ッ ク ボ イン ト ) は 、 自 然 に 少し ずつ 回 復 し て いき ます 。 

HP (ビッ ツ ト ボ イン ト ) は 、 何 も せ ず に じ つ と 止ま つて いれ ば 、 し ば ぱら こす る 
と こと ゆ つぐ り に で は あり ます が 回 復 し て いき ます 。 で すか ガ ら 、 敵 の 来 な いよ うな 
場所 を 見 つけ て HP の 回 復 場 所 に 決め て も いい の で す が 、 そ うい う ゆ と り の な 
い 場 合 も め あり ます 。 そ ん な 時 は HE AL (キズ 薬 ) を 服用 し ます 。 ひ と り が 服 
用 する ご と で 全員 の 日 ピザ MAX( 最 大 値 ) の 70% ま で 回 復 で きま す 。 





3 て 
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4. と りあ え ず ゲー ム を 始め た い 人 の た め の イ ンス タン ト パ ー テ ィ ー。 


と に か ぐま ぼ つ とり の 早く 何で も いい か ら 冒 険 に 出かけ け て し まい だ い 人 の だ め に 、 す 
で に ある 程度 の 能力 を 持つ だ キヤ ラク ター で 編制 し た イン スタ ント バー ティ イー を 
特別 に 用 意 し まし だ 。 ご この パー ティ ー で さ つ そ ぐ ざ 冒 険 へ 旅立ち 、 ゲ ー ム の コツ を つ 
か ん で し まう つの も いい で すね 。 


[ 1 ] プロ グラ ム バム ディ スク を ドラ イプ 1 に 、 
ユー ザー ディ スク を ドラ イプ 2 に セツ 
トレ て ぐだ さい 、。 








メグ 9 


ユー ザー ディ スク プロ グラ ム デ ィ ス ク フ 
[ 2 ] 電源 を 入れ て こく だ さい 。 


[ 3 ] し ば らく する と ダイ トル 画面 が 表れ ね ます か ら 、 何 ガ 好 き な キ ー を 押し て ぐ 
だ さい 。 城 の 中 (メニ ユー 画面 ) が 表示 され ます 。 


ほう けん に し みつ ば ぱつ する 。 じ か ん を すす め る . 


バ パーティー を へ ん せい する 。 キャ ラフ ター を つく る 。 
バー ティ ー を が いさ ん する 。 キャ ラブ ダー を け す 。 
まち へ ゆく ぐ 。 し ょ こぐ ぎょ う を ガ え る 。 


食 よ う は も う や め る (セー ブ プ ) つづ き を する (ロー ト ) 
ョ コーティ リリ テマ ゴー 





ダイ トル 画面 城 の 中 (メニ ユー 画面 ) 


[4] ステ ィ ッ ク (キー ポ ボード の 場合 は テン キー) で 、「 つ づき を する [ロー ド ]」。 
を 選び 、②⑳⑥ ポ タン (キー ポー ド の 場合 は アキ ー) を 押し て ぐだ さい 。 
続い て LOAD の 番号 を 聞い て きま す の で 、0 を 入力 し て ぐだ さい 。 








[5j 次 に ドラ イブ 2 に 入 つ て い だ ユ ー ザ ー デ ィ ス 
プ を 抜き 、 ガ わり に シナ リオ ディ スク ( ど 
れ で も 好き な も の ) を セツ トレ ます 。 


四 和 も に 催 
で re 


シナ リオ デ 
ユー ザー ディ スク FNS 


[6] ] 「 ぼ うけ ん に し ゅ つば ぱつ する 。」 を 選ん で ⑳④ ポ タン を 押し て ぐだ さい 。 


[7] ドラ イブ 2 に 入れ だ シナ リオ ディ スク に 入 つ て いる 5 つの 置 険 の 題名 と 、 
今 送 ば れ て いる シナ リオ の 説明 が ガ 表 示さ れ ま すか が から 、 ス ティ ツン を だ て に 
動 ひ し て 好き な 冒険 を 選び ます 。 


[ 8 ] どれ ね ひけ の シナ リオ を 選び 出し 最後 
ま て 読み 終 つ を ら 、⑳@ ボ タン を 押 
し て くだ さい 。 こ れ で 完了 。 冒 険 
が 始ま り ま し だ 。 


ぽう けん に し ゅ つば ぱつ する 。 


まち の へ し WD を つ ガ さ ど る 
お うさ ま の つえ が オー ク に よっ て 
ぬ す まれ て し まつ だ ! 

みだれ だ まち を も と に も ご す だ め 
いつ こく も は や くつ え を と の ガ え さ 
な ぐ て は な ら な い 。 
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魔 法 索 引 有効 元素 正三 地 , F = 火 ，W= 水 ，A = 风 ，S = 和 雪 


魔力 の 名 称 種別 有効 元素 頁 
* 防 御 
STILL FIRE 魔法 ・F・・・ 100 
薬 喚 ・F・・・ 61 
STILL WATER 魔法 ・・W・・ 98 
甘 意 SW・ る 60 
SWOON 效法 EFWA・ 92 
TIMIDITY 魔法 EFWAS 102 
TURN SPELL 魔法 Yagic 93 
TURN UNDEAD 魔法 ・・・・S 101 
UN 一 CURSE 薬草 EFWAS 58 
・ 治 癒 
ADD TO LIFE 府 法 104 
CURE 魔法 105 
楽 草 63 
GIVE VIGOR 魔法 106 
HEAL 魔法 104 
半生 63 
MELT 魔法 106 
魔法 63 
REJUVENATE 訟 法 104 
RESURRECT 入 法 105 
甘 贞 64 
STONE FLESH 魔 涼 110 
楽 上 64 
・ 変 换 
CHANGE AIR 魔法 109 
柴本 64 
CHANGE IDOL 魔法 110 
EXIT 魔法 109 
FLY 薬 中 64 
RDUSE LIFE 魔法 109 
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この 書物 に 書き 記せ し こと 、 我 が ソー サリ アン の 家 に 代々 伝わり し 奥義 な れ 
ば 、 こ の 書物 手 に し た る 液 す な わ ち 、 我 が ソー サリ アン の 血 を 受け 継ぎ し 者 な 
る と 悟る べし 。 

我が家 系 代々 魔力 を 操り て 、 七 上 星 の 神々 に 仕え 天 の 宮 に 住み し が 、 あ る 時 天 
の 洞 宿 よ り 邪 悪 な る も の 逃げ 去り て 、 こ の 地上 へ 下り た り 。 我 が 祖先 神々 の 命 
を 受け 、 こ の 邪悪 な る も の 減 ぼ きん と 地上 に 降り た る が 、 地 上 すなわち 天 の 宮 
と 違い て 時 の 流れ 早 き も の な れ ば 、 命 の 火 だ ち ま ち 燃 ぇ 尽き 、 一 代 を も っ て こ 
れ を 減 ぼ せ じ と 悟り 、 我 が 祖先 地上 に 根 を 下ろ し 代々 その 意思 を 伝 う も の な り 。 

流 、 我 が ソー サリ アン の 血 を 受け 継ぎ て 、 こ の 書物 読み た る の ち は 、 す みや 
か に 祖先 の 意思 受け 継ぎ て 、 邪 中 な る も の 減 ぼ る ん と 欲す べし 。 

し か る に 邪悪 な る も の 強大 な る 魔力 使い て 、 も は や 人 間 な り た る 液 、 そ の カ 
は な は だ 及ば ざる な り 。 さ る 6 ば 我 が ソ アー サリ アン の 家 に 伝わり し 魔力 の 奥義 、 
液 に 伝え ん と 欲し 、 こ こ に 書き と ど め ん と 思い だ る な り 。 

る され どこ の 魔力 、 い か に 我 が ノ ソー サリ アン の 血 を 受け 継ぎ し 液 と いえ ども 、 
だ や すく 操 れ ん と 思う べから ず 。 こ の 魔力 すなわち 液 の 全 心 全 圭 を も ちい て か 
けた る 荒 わ ざ な れ ば 、 液 心身 、 霊 魂 、 知 性 、 技 術 の 鍛え 極み な ら ざ れ ば 、 こ の 
魔力 効果 現 き ぬ ね も の と 悟る べし 。 

る さらば 液 の ソー サリ アン た だ る カカ 鍛え を し た め に 、 こ の 書物 開き て の ち に 、 液 に 
5 つの 試練 与 を し ゃ の な り 。 液 並び に 液 と 同じ く 我 が ソー サリ アン の 血 を 引き 
て 、 こ ころ ざし 同じ くす る 仲間 集め 、 す みや か に 5 つの 試練 に 挑戦 すべ し 。 

我 が ソ ツー サリ アン の 血 を 受け 継 で 者 、 天 な る 神々 の 加護 に あず か れ ば 、 液 天 
な る 神々 の 魔力 召喚 し 、 様 々 に 組み 合わ せしめ て 、 そ の 力も ち て 5 つ な る 試練 
乗り 切る べし 。 液 、 真 の 男 者 な れ ば 、 天 な る 神々 いか な る 呈 難 も これ を 排除 し 
だ たり て 、 液 を 守り 助 く な り 。 


次 、 真 の 男 者 た り て 、 天 の 神々 の 加護 あら ん こと を ……。 


天 の 宮 に あら し め る 七 惑星 の 神々 の こと 、 以 下 に 書き 示す な り 。 


S 太陽 神 

太陽 の 神 す な わ ち あら ゆる 生命 の 源 な れ ば 、 
生命 力 、 活 力 、 創 造 性 、 再 生 の 力 司る な り 。 
その 力 あ ら ゆ る 魔法 の 基本 な る も の な れ ば 、 
初歩 的 な 魔術 よ 5 高等 魔法 まで 、 無 限 の 力 与 
え 給 うな り 。 ま だ た だ たこ の 力 、 幸 運 な る 星 の 神 々 
の 力 と あい ぃ 合わ る れ ば 、 す な わ ち 万 物 を 産み 
て 創造 せ すし むる 力 と な り 、 こ の 力 戦 い の 神 の 
力 と 合わ きれ ば 、 す な わ ち 破壊 の 力 と な れ り 。 
の また 液 太 陽 の 神 と 心 通わ すこ と に より て 、 体 

力 及び 活力 を 神 よ り 与 え 賜 れる も の な り 。 


A 代 | ォ ) 
(> 、 SS の \ 






§ 月 神 

月 の 女神 すなわち 月 、 太 陽 の 光 受 け て 輝き 、 
夜 の 開明 ら か に せる も の な れ ば 、 を その 力 、 凍 の 
中 に う ご め き た る 寺 性 な る 魔 $ も の 退治 せ し む る 
に 、 欠 くべ から 6 ざる も の な り 。 月 の 光 す な わ ち 
太陽 の 光 は ね 返し だ る も の な れ ば 、 ま だ た も の ご 
と を は ね 返す 魔力 に も その カカ 不可 欠 な り 。 ま た 
月 の 、 海 の 干満 を 操 れ り こと は 、 女 神 水 を も 司 
る 力 有 すす る な り 。 る れ ば 水 を 用 いし 魔力 す な わ 
ち そ の 力 必要 な ら 6 し め り 。 ま た 液 月 の 女神 と 心 依 
通わ し だ た れ ば 、 魔 力 に 対す る 抵抗 力 与え 賜 れ り 。 
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S 水星 神 

水星 の 神 す な わ ち あら ゆる 知識 と 学問 に た 
け 、 知 性 、 言 語 、 コ ミニ ュ ケ ーション を 語り 、 
同時 に も の ご と の 移動 に か か わり し 神 な れ ば 、 
言語 や 時 間 、 移 動 に 関す る 魔術 に は 、 こ の 神 
の カ 不 可 欠 な り 。 ま た 水星 の 神 は 風 を 操り て 、 
も の ご と を 広く 伝搬 し た る 神 な れ ば 、 風 の カカ 
6 ち う る 時 、 か な ら ず その 力 必 要 な らし め ゅ り 。 

この 神 の みわ ぎざぎざ 多 岐 に 及ぶ も の な れ ば 、 こ 
の 神 の 力 と 組み 合わ る れ し 神 々 の 力 に より て 、 
効 洒 さ きま ざま に 変わ れ り 。 液 、 水 星 の 神 と 心 
通わ し だ れ ば 、 液 の うち に 知力 及び 魔法 の 攻 
撃 力 、 与 え 賜 れ り も の な り 5。 





§ 金星 神 

金星 の 女神 すなわち 導き 、 調 和 、 均 等 、 平 
和 、 浄 化 を 司 り し 神 な れ ば 、 液 争い を 避け 、 
平和 な る 道 を 選び し と き に 、 必 要 な る 魔力 を 
与え 給 う も の な り 。 まな ただ この 女神 、 太 陽 の 神 
の 力 を 得 て 、 明 け の 明星 、 寄 の 明星 と な り て 
輝き し と き は 、 浄 化 の 魔力 現れ 、 邪 悪 こ と ご 
と (洗い 清め る な り 。 よ っ て その 力 癒し の 魔 
力 に 欠く で から ざ る も の な り 。 ま た 女神 の 調 
和 、 均 衡 た る カカ は 、 互 い に あ い 反 し た る 神々 
の 力 、 合 わせ だ る 力 現 せる な り 。 液 、 金 星 の 
女神 と 心 通 わせ だ れ ば 、 も の ご と の 巧み る 与 
え 賜 れる な り 。 
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$ 火星 神 
補い 火星 の 神 す な わ ち 戦 い を 司る 神 な れ ば 、 そ の 力 あ 
SSR AS ら ゆ る 攻撃 魔力 の 核 し な る も の な り 。 また 破壊 や 減 
び の カ 合 わせ 持ち 、 そ れ す な わ ち 火 象 に あい 通じ る 
も 5 の な り 。 ま た この 力 、 災 の 突如 発火 し た る が ご と 
《 、 他 の 神々 の カー つ に 集約 せしめ 、 一 気 に 放 出し 
た る パワ ー 持 ち た る な り 。 液 、 火 星 の 神 と 心 通わ せ 
へ た れ ば 、 攻 撃 力 与 え 賜 れる な り 。 
へ 


S 木星 神 

木星 の 神 す な わ ち 幸運 、 英 知 、 正 義 、 神 々 へ の 祈 
り を 司る 神 な れ ば 、 そ の 力 、 液 を 守り た る 魔力 及び 、 
正義 の 力 を 発する 核 し な る も 6 の な り 。 ま た だ たこ の 神 は 
太陽 神 に 次 ぐ 力 有 せ し も の な れ ば 、 魔 力 の 根源 と な 。 。 
りう る 力 持 つ も の な り 。 こ の 力 太 陽 神 の カ と 合わ き 角野 
る る と き は 、 強 大 な る 力 と な り て 、 治 癒 、 復 活 の カ 出 耻 
現 る る な り 。 液 、 木 星 の 神 と 心 通わ せ た る と き は 、 還 
六 の 霊 性 高まり て 、 防 御 力 賜 れる も の な り 。 


土星 の 神 す な わ ち 死 、 暗 黒 、 束 縛 を 司る も の な れ 
ば 、 不 吉 な る 魔力 用 うる に 、 そ の カ 不 可 欠 な り 。 攻 
撃 に は 強大 な 力 と な りう る な れ ど 、 使 い 方 誤り し と 
き 、 そ の 呪い 液 に 返り 来る と 思う べし 。 この 神 大 地 
の 象 に 似 た る と ころ あら 6 ば 、 液 この 神 と 心 通わ し た 
る と き は 、 液 の 人 間 性 及び カル マ に 変化 与 を る も の 
な り 。 
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邪悪 な る も の に つい て 以下 に 書き 記さ ん 。 


この 世界 に 存在 せる 全て の も の は 、 地 ・ 水 ・ 火 ・ 風 ・ 空 の 5 つの 元素 より 作 
6 れ し な り 。 ま た 人 間 の 、 地 は 骨 で あり 肉 で あり 皮 で あり 、 水 は 血液 で あり 体 
液 で あり 涙 で あり 、 火 は 体温 で あり 活力 で あり 、 風 は 息吹 で あり 、 空 は 霊 で あ 
り 魂 で あり 命 で ある ご と 〈 く 、 こ の 世 の 生 き と し 生け る も の は みな 、 こ の 地 ・ 水 ・ 
火 ・ 風 ・ 空 の 五大 元素 が 、 あ い 合 わき り 調 和 し た り て 存在 し えた り 。 

し か る に 邪悪 な もの の 作り 操り し 魔 $6 の 、 地 ・ 水 ・ 火 ・ 風 ・ 空 の 何れ か の 
要素 の 欠け た る に より 、 何 れ か の 要素 強まり し も の た ちな り 。 よ っ て その 邪悪 
な り し も の た ちの 、 そ の 容姿 、 習 性 を 知る こと に より て 、 い ずれ か の 象 を 持ち 
し 魔 も の か を 、 計 り 知 る こと 可能 な る な り 。 


8 地 象 に 属し た る も の 

地 を 導い て 、 地 上 に に て 生ま れ 、 死 し て 土 に 還 り し も の は 、 み な 地 象 に 属し 
だ た る も の な り 。 ゴ ブリ ン 、 オ ー ク 、 ド ワー フ 等 の 人 の 形 を し だ た る も の 、 あ る い 
は コカ トラ イス 、 ス コー ピオ ン 等 の 動物 系 の も の 、 地 象 な る も の が 多き な り 。 
人 間 も ま た 地 象 な れ ば 、 そ れ は 祖先 の 楽園 に て 犯 せ し 罪 ゆ え に な り 。 


8 火 象 に 属し た る も の 

燃え を きか る 秋 、 火 山 の 深 娠 より 生ま れ し も の ども 、 み な 火 象 に 属し た る も の 
な り 。 フ ァ イ ヤ ーー エレメント の ご と き 炎 の 次 表せ し も の と ども 、 著 心 を 持ち だ る 
イス リー ト の ご と き 、 和 炎 を 武器 と し だ る 魔 6 の 、 火 象 だ る も の 多き な り 。 こ 
れ ら の も の 、 を の 資質 に より て 水 を 恐れ 嫌う な り 。 


S 水 象 に 属し た る も の 

水 の ご と き 液 体 ま た は ゼリー 状 の 流動 体 を し だ る も の 、 水 の 中 を すみ か と な 
し だ る も の 、 み な 水 象 に 属し た る も の な り 。 ス ライ ム 、 オ ー ク ジェ リー 等 の ヌ 
ル ヌ ル 、 ヌ メ ヌ メ し た だ る 魔 $6 の 、 ク ラー ケン の ご と き 水 中 を 生活 の 場 と し た る 
も の 、 半 魚 人 の ご と き 両 生類 タイ プ の 魔 6 の こと ご と く 〈、 水 象 だ な る も の と 思う 
べし 。 こ れ 6 の も の みな 、 火 を 恐れ 、 忌 み 嫌 うな り 。 


§ 風 象 に 属し た る も の 

空 を 落 び 、 風 に 乗り た る も の 、 み な 風 象 に 属し た る も の な り 。 風 象 の ほとん 
と の 魔 $6 の 、 空 気 に あ い 混じり て 、 を その 存在 を 明か る ざる も の な れ ど 、 唯 一 よ 
こし まな 心 を いだき し ダー ク ・ シ ルフ 、 姿 表せ し 風 象 た る 魔 $6 の と 言え る な り 。 
風 象 の 魔 6 の 、 邪 悪 な る 竜巻 き 、 汚 れん た る カマ イタ チ な どの 空気 を 使い て 攻 
撃 を し か ける な り 。 これ を 倒す に は 魔力 に 頼ら ぎる ほか な し 。 


$ 空 す な わ ち 起 性 に 属す る も の 

死 せ る 霊魂 、 空 中 を 漂い し 魂 な ど 、 本 来 実 態 な きも の みな 、 霊 性 に 属し た る 
も の な り 。 ス ケル トン の ご と き 委 営 の 宿り た る が い 骨 、 ま だ た だ は マミ ー の ご とき 
ょ み の 世 界 に 住め ゆ し も の が 、 何 か の か だ し ろ に や どり だ た る も の 、 全 て 趣 性 に 属 
す も の と 思う べし 。 こ れ ら の 魔 6 の 、 こ の 世 の も の な ら ざ れ ば 、 い か な る わざ 
つか いた る か ヵ か 未知 な ろ ゆ え 、〈 く れ で ぐれ も 注意 する こと 忘 る べから ず 。 
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さ ス 


魔法 の 効力 及び 用 いか た だ に つい て 書き 記さ ん 。 


汐 を 守護 せ し む る 神々 の 力 合 わせ 用 いて 、 る きま ざま な る 魔力 現れ ん 。 そ の 魔 
力 、 後 に 記せ し 120 の カ 存 在 せ し むれ ど 、 こ の 書物 よこ し まな る 心持ち し 者 の 手 
に お ち し こと か ん が みて 、 を の 術 の 処方 使い 方 等 、 あ えて 伏せ る も の な り 。 

る さら ば 液 、 自 ら そ の 魔力 使い 試み 、 そ の 力 い か な る 魔力 な る か 悟り て 、 そ の 
処方 自ら 書き 加 う べし 。 それ すなわち 液 の 試練 の 一 部 な れ ば 、 液 真 の 勇者 な 6 
ん だ た だめ 、 こ の 魔力 の 奥義 自ら の 力も ち て 解き 明か すべ し 。 

汐 、 知 恵 あ る も の な れ ば 、 こ の 謎 すでに 解き 明か せ し も の と 思え を ども 、 液 の 
旅立ち を 祝い て 、 3 つの 鍵 あ 液 に 授け り 。 


S 第 一 の 鍵 

この 魔力 、 何 か の か だ た しろ に 宿 し て 用 うる も の な れ ば 、 液 まず 魔力 を 宿 せ し 
か だ し ろ を 手 に 入れ る で し 。 し か る の ち 、 知 恵 在 る 者 に 頼み て 、 そ の 魔力 か た 
し ろ に 封じ 込め 、 あ る い は 魔力 ある も の を 調合 し て も ら 5 う で し 。 但し この 魔力 、 
先 に 延べ だ る ご と く 〈、 液 の 全身 全 寺 を 用 いて 行う も の な れ ば 、 液 の 資質 、 知 性 、 
体力 、 人 間 性 等 に より て 、 い か よう に も 変化 する も の な り 。 す な わ ち 液 の 力 に 
より て 、 効 力 全 て 発揮 で きぬ も の も ある と 知る で し 。 


8 第 二 の 鍵 

魔力 すなわち 神々 の 力 に より て 現れ し も の な れ ば 、 神 々 の 支配 し ゃ の に より 
て その 性 格 形 な す も の な り 。 つ まり 火 の 魔 も の 攻撃 し た る に 、 火 の 性 格 の 魔力 
用 うれ ば 、 火 の 魔 も 6 の だ たち まち を その 性 格 を 増し 、 か えっ て 魔力 あど と な る な り 。 
魔 も の の 習性 悟り て 用 うさ べし 。 ま た 液 知恵 ある も る の な れ ば 、 そ の 魔力 いか な る 
効果 現す か に より て 魔力 の 性 格 を 読み 、 加 護 を 与え し 神々 の 魔力 を 悟る べし 。 


§ 第 三 の 鍵 

七 惑星 の 神々 の 加護 こと ご と 〈 宿 せ し 魔力 は 、 こ れ す な わ ち 神聖 に し て 、 最 
強 な る 魔力 と 悟る べし 。 こ の 力も っ と も 気 高 き 魔力 な ら ば 、 天 か ら 6 下り し 邪悪 
な る も の を 、 唯 一 打ち 破り し も の な れ ば な り 。 
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"4 


魔力 を 宿 せ し 薬草 に つい て 書き 記さ ん 。 


梁 高 等 な る 魔法 を 使う に 能 わ ざる うち は 、 薬 草 を 調合 せしめ て 初歩 的 な 魔力 持 
ち う べし 。 薬草 は ベル ベー ヌ 、 ラ ベン ダー、 セ ー ジ 、 ヒ ソ ツ ッ プ 、 セ ボリ ー な ど あ 
れ ど 、 そ れ を 調合 せしめ て 聖なる 薬 と な る ざれ ば 、 そ の 力 現 れる こと な きも の な 
り 。 この 調合 法 易 し か ら ぬ も の な れ ば 、 町 の 薬 商い し だ る も の に 頼み た る が 無難 
な り と いえ る べし 。 し か し これ 、 神 々 の 力持ち うる より は いと 易 し き も の な る な 
り 。 


以下 に 魔力 を 宿 せ し 薬 草 の 所 在 、 書 き 残 す な り 。 


ベル ベー ヌ 、 こ れ す な わ ち くま つづ ら の こと な り 。 こ の 薬草 古来 より ドル イド 
の 魔法 儀式 に も ちい られ し 由緒 だ た だ し き 薬 草 な り 。 を その な ご り に より て 、 聖なる 
遺跡 の 中 に お い 成 る も の な る な り 。 


ラベ ンダ ー、 す な わ ち か で わし き 香 り 漂 う 青 き 細か き 花 な り 。 こ の 楽 草 古 来 よ 
り 、 鎮痛 及び 催眠 の 薬 に も ちい られ 、 大 いな る 魔力 現 せ る も の な り 。 こ の 花 月 の 
晩 、 暗 き 森 の 開 の 中 に て ひっ そり と 交 く と 伝わる な り 。 


セー ジ 、 す な わ ち 乾き た る 土地 に 、 唯 一 縁 な す 命 の 草 な れ ば 、 こ の 薬草 、 大 い 
な る 魔力 宿す と た しんじ ら 5 れる も の な り 。 こ の 朱 草 、 命 の 火 を と も し 、 那 悪 な る 毒 
を 消し 去る も の と 伝わる 。 この 草 砂 漠 に 多く 生え し も の な り 。 


ヒ ソ ッ プ 、 す な わ ち 聖なる も の の 象徴 に て 、 邪 悪 な る 心 、 身 体 、 魂 を も 洗い 清 
むる 力 や どす な り 。 そ の こと 旧約 聖書 に も 書き 記さ る れ し も の な れ ば 、 こ の 薬草 の 
大 いな る 力 、 計 り 知 る こと で きる な り 。 高き 山 の 高峰 に 茂る も の な り 。 


セ ボ リー、 す な わ ち きだ ち は っ か の こと な れ ば 、 す が す が し き 香 りあ だ り に 漂 
わし たり て 、 強 力 な る 魔力 現す な り 。 この 有力 生命 力 に か か わり し ちの な る と 伝 う 
な り 。 沼 の 岸辺 の ひ の み ずみ ず し き 土 地 に 生え を る も の な り 。 


§ DESTROY W 8 


液 、 邪 悪 な る 水 の 魔 $6 の に 襲わ れ し と き は 、 タ ンジ ョ ン の 聖なる 儀式 を お こ 能 
な いし 場 に 植え られ し ベル ベー ヌ と 、 黒 き 森 に 隠れ 咲き た る ラベ ンダ ー と 、 泡 多 
涼 た る 砂漠 に 生え し セー ジ 、 高 き 山 の 頂き の ヒ ソ ツ ッ プ を も っ て 、 聖 な る 薬 を 作 競 
る べし 。 この 薬 す な わ ち 火 の 精 二 サ ラマ ンダ ー を 召喚 せ し わ 魔力 持ち て 、 水 の 名 
魔 6 の た ち ま ち 奈 発せ し むる な り 。 こ の 力 火 象 の も の 効能 わ ず 。 6 


S FREEZE 3 


液 、 邪 悪 な る 魔 も の を 凍え つか せ て 、 水 の 柱 へ 封じ 込め ん と 欲す れ ば 、 液 暗 双 


時 の 森 に 咲け る ラベ ンダ ー、 荒涼 た る 砂漠 に 緑 な す セ モー ジ 、 水 清き 沼 の ほほ 9 号 
の セ ボ リー と を あい 混ぜ て 、 冷 気 を 呼び 起こ せ し 楽 作る ゐ な り 。 こ の 薬 すなわち 庄 
水 の 館 に 住む 雪 の 精 呼び 覚まし 、 そ の 魔力 も ち う る も の な れ ば 、 風 の 魔 6 の 、 束 
を 

大 地 の 魔 も の 、 た ち ま ち う 凍 えつ きしも の な り 。 上 
9 

りり} 

S DESTROY S. ゆ 

の 

光 、 邪 悪 な る 営 に 通わ れ 窒 地 に 追い 込ま れ し と き は 、 聖 な る タダ ンジ ョ ン の 儀式 


の 場 に 植え られ し ベル ベー ヌ 、 黒 き 森 に 隠れ 咲き た る ラベ ンダ ー、 風 の 砂漠 の 8 
セー ジ 、 底 な し の 沼 の ほとり の セ ボ リー と を も ちい て 、 聖 な る 楽 作 る ゐる で し 。 こ 居 


の 楽 、 心 済め る 働き あむ ば 、 政 直 な る 井 こ と ご と く 減 び 去 る な り 。 こ の 廃寺 人 
体 の み に 効 果 あ り し も の な れ ば 、 他 の 魔 も の に 対し て は カカ な きも の な り 。 9 
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RN 六 庆 大 本 林芝 天 光 关 基 迷 于 炎炎 人 天 大 二 中 
{し 
6 
、 人 
8 § STONE TOUCH 6 
th 
0 の 
が は ら ば ー 8 
状 、 大 地 を 記 い し 邪悪 な る 魔 も の 、 法 力 を も ち て 石 と 変え ん と 欲す れ ば 、 聖 鐘 
3 な る ダン ジョ ン の ベル ベー ヌ 、 高 き 山 の 頂き の ヒ ソ ッ プ 、 清 き 水 た だ えた る 沼 0 
3 の セ ボ リー と を 持ち て 、 聖 な る 薬 作 る べし 。 こ の 薬 す な わ ち 火 と 水 と 風 と 聖霊 傘 
の みわ ざ 表 し 、 楽 た ち ま ち 天 に 昇り て 、 地 上 へ あま わく 飛散 せ し む な り 。 こ れ の 
の に 触れ し 大 地 の 魔 6 の 、 こ と ご と く 石 上 化す も の な り 。 の 
+ + 
KS KG の 
+ 人 
如 < 
9 S METEOR 2 
な 人 
to 1 
多 光 、 天 空 に 辺 き た る 星々 を 降ら し て 麻 6 の を 打ち の めき ん と 欲す れ ば 、 底 な 席 
8 し の 沼 の も ボリ ー と 、 天 を 突く 山 の 頂 き の ヒ ソ ッ プ 、 邪 悪 な る 森 の ラベ ンダ ー 8 
人 を 用 いて 聖なる 麻薬 を 作る べし 。 こ の 薬 METEOR の 魔力 宿る も 6 の な れ ば 、 全 
壮大 の 星 た ち ま ち 地 上 に 降り 落ち て 、 魔 6 の こと ご と (打ち の ゆる れる な り 。 こ 证 
の 魔力 形 な き 圭 体 に は 効 あ ら ざ る も の な り 。 の 
す 
(の 
1 {も 
Bg S DESTROY 下 . ¢ 
の 9 
记 の 
液 、 邪 悪 な る 水 象 の 魔 も の に 襲わ れ 、 鋼 地 に 追 込 まれ し と き は 、 液 ダン ジョ 
3 と の ベル ペー ヌ 、 暗 の 森 の ラベ ンダ ー、 高 き 山 の 頂き の ヒ ツ ッ プ 、 黒 き 水 た た 示 
KG の 人 
3 ええ し 沼 辺 の セ ボ リー と を 混ぜ て 、 聖 な る 薬 作 る べし 。 こ の 薬 DESTROY 8 
吴 F. の 魔力 宿す も の な れ ば 、 す な わ ち 水 象 の 魔 も の こと ご と く 滅 び 去る な り 。 鲁 
この 魔力 火 象 の 魔 $6 の の み に 効 果 あ る 力 な り け り 。 多 
の 
入 SS 


AR NR 
け 
人 ひ + 
な 
RF S DEG-DEAIH な 
、\ の 
そ 
0 
人 汐 、 那 天 太 厂 四 象 四 魔 # 四 全 强力 村 L 上 过 这 、 芝 流 大 二 砂 流 (唯一 标 不 考 二 抱 
人 一 ジ 、 高 き 山 の 頂き を 包み し ヒ ツ ッ プ 、 底 な し の 沼 の 岸辺 の モ ボ リー と を あい 次 
そ 
8 泌 ぜ て 、 聖 な る 楽 作 る べし 。 こ の 薬 す な わ ち 邪悪 な る も の を 死に いた らし め る 3 
力 あ る な れ ば 、 四 象 の 魔 も の こと ご と く 〈 減 ぶな り 。 邪悪 な ら ざ る も の 並び に 寺 3 
2 性 の み に て 存在 し た る も の に は 効 目 な きも の な り 。 : 
そ 
村 32 
5] 他 
の 5 
償 S DESTROY A. 和 
が の 
は < 
の 放 、 邪 十 な る 風 象 の 魔 も の と 開い て 、 府 地 に 追 込ま れ し と き は 、 波 だ だ ち に 
お ベル ベー ヌ 、 セ ー ジ 、 ヒ ソ ッ プ 、 セ ボ ポリー 等 の 薬 混 合 し 、 聖 どる 魔力 召喚 すべ 仙 
2 し 。 こ の 魔力 すなわち 風 象 な る 邪悪 の 魔 も の を 減 び 去ら し めん 魔力 な れ ば 、 火 人 
+ っ か < 
の 精 、 水 の 精 、 大 地 の 精 お よび 、 神 々 が 遣わ し た る 聖霊 の 力 に より て 、 風 象 の が 
多磨 も の こと ご と く 減 び 去 る な り 。 こ の 魔力 風 象 に の み 効 果 あ らし めん 。 
他 了 + 
7 
な 
他 9 了 
”8 DESTROY E. 3 
位 )y 
% 
9# > _ AR 1 6 1 
は 3 液 、 邪 悪 な る 地 を 店 う 魔 6 も の に 襲わ れ し と き は 、 ラ ベン ダー、 モ ボリ ー、 ヒ ッ 上 
人 ッ プ 、 セ ー ジ 等 の 聖なる 薬草 を 集め これ を 調合 すべ し 。 こ の 薬 、DESTRO 上 
能 Y E、 の 廃 力 を 宿 せ て し も の な れ ば 、 地 象 の 魔 6 の た ち ま ち の た うち 著 し みて 、 狐 
に 地 を 遺 う 魔 も の こと ご と く 打 ちの めす な り 。 こ の 薬 、 地 な る 魔 も の を 滅ぼす た 3 
め の 薬 な れ ば 、 他 の いか な る 魔 $6 の に も 効果 な きも の な り 。 人 
4 上 
OS 


S UN-CURKRSE 


汝 、 是 上 主刀 OOE 和 所 办 哎 玉 在 解 半 工 、 呪 わ れ し い まわ し き 戦 い を 止め ん と 欲 
すれ ば 、 尊 き ドル イド の 犠牲 捧げ し ダン ジョ ン の 、 を その 血 を 吸い て 茂り し ベル 
ベー ヌ と 、 表 き 樹 海 の 暗 き 時 間 の 淀 み の 中 で 、 ス ズラ ン の 花 に 結び し 朝露 の し 
ずく を 受け て 咲く ラベ ンダ ー を も ち て 、 呪 い を 解き し UN 一 CUR SE の 魔力 
の 楽 作 り も ち う べし 。 戦い 止み て 液 等 の 呪い 解け る な り 。 


S SHIELD 


魔 6 の ひと つ を も 、 液 と その 仲間 に 近づく る こと 避け た し 時 は 、 聖 な る タダ "ンジ 
ョ ン の ベル ベー ヌ と 、 風 の 砂漠 の モー ジ を 探す べし 。 こ の 薬草 手 に 入ら ば 、S 
HIELD の 魔力 、 液 に 与 ら る る も の な り 。SHIELD し と は 、 聖 な る 大 村 
な れ ば 、 次 し その 仲間 を あら ゆる 邪 吉 の 手 より 護る も の な り り 。 こ れ 大 いな る 神 
の つく り た まい し 公 な れ ば 、 ひ と つと し て 能 これ を 破壊 する 魔 $ も の な し 。 


S ICE WALL 


波 を 護る は 大 神 の 桶 の み に あ ら ず 、 ラ ベン ダー と セー ジ も ち う れ ば 、 旧 き 氷 
穴 に 時 を 越え 眠り た る 精霊 の 封印 ん かれ 、 そ の 冷気 一 千里 を 中 いて 、 液 が 身 を 
ほり 巻 か ん 。 こ れ す な わ ち 水 の 橘 と 呼び 、 氷 の 精霊 、 液 に 従う こと の し る し な 
り 。 液 、 友 と 旅 す る こと 、 友 を も 護る 大 橘 し な らん 。 但し 水 の 精 圭 は 、 水 の も 
の 、 党 の も の の 稚 属 な れ ば 、 こ れ に 属す る 魔 も の ども を 防ぐ こと 能 わ ず な り 。 


RIE SR SC SE ES 


COE CC 


S CHAIN 


液 、 大 地 の 魔 $ の の 力 を 避け た き 時 は 、CHAIN の 術 が 効 あり な ん 。 ま ず 


聖なる ダン ジョ ン の ベル ベー ヌ 、 青 き 樹 海 の ラ ベン ダー、 風 の 砂 漢 の モー ジ こ 
と ご と く 混 ぜ 、 こ の 薬 も ちち て 、「CHA IN」 の 呪文 と し な えみ る で し 。 地 より 出 
で し 魔 も 6 の ども 、 動 か ず な り ぬ 。 但 し 、 ひ と だ た び の 呪文 に より て は 、 た だ だ 一 体 の 
地 の 魔 も の より ほか に 動き を 封 ず る こと 能 わ ず な り 。 


S FIRE WALL 


汐 、 地 底 に 住む も の 、 水 に 寄り し 魔 も の 等 、 こ と ご と く こ れ を 必 く る こと 欲す 
る 時 は 、“ 炎 の 桶 " を も もち うる が よし 。 聖なる ダン ジョ ン の ベル ベー ヌ 、 山 の 高 
み の ヒ ソ ッ プ を 混 る で し 。 火 の 精 、 液 に 力 を 貸し だ も う て 渦 まく 〈 火 炎 を 壁 と な 
し 、 魔 6 の ども を 防ぐ で 。 この 火炎 の 壁 を 呼び て すなわち で 火 の 材 "と 言う も の な 
り 。 但 し 、 同 じ く 火 よ り 生 まれ し 魔 $6 の と 、 悪 辻 に は 効 な きも の と 知れ 。 


S PROTECT 


波 が を の 身 を 護る に 益 あ る も の に 、 "強固 な る 盾 ′ と いう が あり 。 これ 
を 手 に 入れ ん と 人 然 すれ ば 、 青 き 樹 海 の ラ ベン ダー、 山 の 高み の ヒ ソ ッ プ を 混ぜ 
魔力 使う な り 。 こ の 樋 、 命 も ち た る 金属 オリ ハル コン を も ち て つて られ 、 浴 岩 
王 の 熱き 息吹 と 岩石 王 の 拳 に より て 鍛え 上 げ ら れ し 、 最 強 の 橘 な り 。 悪 し き 者 
ども 、 ひ と つと し て これ を 通る こと 能 う は ず は な し 。 


に を | 





S SIILL AIR 


激 、 空 気 より 生ま れ し 邪 悪 の も の に 悩ま され し 時 は 、 風 封じ を 用 うべ し 。 ま 
ず ベ ル ベ ー ヌ 、 ラベ ンダ ー、 ヒ ソ ッ プ を 混ぜ て 薬 を 作り 、 次 に 心 で 「ST 1 
LL AI R」k 唱 える べし 。 空気 の 流 る る を 止む る ゆえ に 、 空 気 に と け て 悪 を 
な す も の ども も 動く こと 能 わ ず な る な り 。 但し 、 患 文 ひ と つ で 風 の 度 も の ひと 
つの 動き を 封 ずる の み と 知 れ 。 


S FOG BANK 


次 、 赤 い 砂 漠 の オア シス に 生え し と 伝わる セー ジ な る 草 と 、 天 の 高み を つら 6 
ぬき し 山 の 項 き に の みあ る と 伝わる ヒ ツ ッ プ な る 薬草 を 用 いて 、 聖 な る 薬 作 5 
し と き は 、 液 た ち ま ち そ の 次 、 聖 な る 霧 に つつ まれ て 、 魔 も の と あい 触れ て も 液 
汚 る る こと な きも の な り 。 た だ し この みわ ぎ ざ 、 水 と 風 と 聖 寺 の 力 賜り し も の な 
れ ば 、 水 の 象 、 風 の 象 、 及 び 霊 性 の も の に は 効果 な きも の な り 。 


S SIILL WATER 


STILL WATER の 術 、 こ れる も 魔法 の うち で 最も 易 き も の の ひと つ な 
れ ど 、 液 が 水 に 属す る 敵 に あい 対す る 時 、 そ の 効 あ り が た き 術 な り 。 ま ず ベ ル 
ベー ヌ 、 決 いで モー ジ 、 そ し て ヒッ ッ プ の 順に 薬草 を 混 る べし 。 水 に 属す る 敵 、 
火 に 遇 いた る が ざと くに 動か の ず な り ぬ 。 但し 、 下 級 の 術 に より て 、 ひ と た びに 
一 体 の 火 の 麻 6 の を の み 、 封 ずる も の な り 。 


や ETD 守ら 中條 ら 中 


S SIILL FIRE 


汐 を 通わ ん と する 火 の 悪 際 、 悪 和 昌 ど も の 力 を 封 ず る に は 、STILL FIR 
E が よき 魔法 な り 。 青 き 樹 海 の ラ ベン ダー、 風 の 砂漠 の セー ジ 、 高 き 峰 の ヒッ 
ッ プ を あい 混ぜ て 、STILL FI RE の 魔力 を 呼び 起こ すべ し 。 但 し この S 
TILL FIRE の 魔法 、 下 級 の 魔術 師 の も ち う る 易 き 術 な る が 故に 、 炎 の 
魔 $ の 一体 の 動き を 封 ず る ば か りな り 。 


S ANIL- MAGIC 


液 、 ベ ル ベ ー ヌ と セ ボ リー あい 混ぜ し 時 は 、 黄 金 の 光 液 を 囲み て 、 そ の 身 を 
護 ら ん と す 。 す な わ ち 、 地 の も の 、 火 の も の 、 水 の も の 、 風 の も の 、 霊 の も の 、 
存在 せる すべ て の 魔 も の 、 そ の カカ を 失う な り 。 た と へ 邪悪 な る も の 身 の 先 一 十 
に 迫 れ ども 、 液 が 身 に 触る る こと な し 。 液 、 こ の 術 $ も ち う る 時 、 ひ と つと し て 
恐る る も の な し 。 


S S. CHAIN 


次 、 霊 の 悪 な る も の に 幼 か れ 、 苦 し め ら れ し 時 、 そ の 霊 の 動き を 止む る 術 を 

も ちい る こと 、 可 な り 。 ま ず ベ ル ベ ー ヌ 、 ラ ベン ダー、 セ ボリ ー を あい 混ぜ て 、 
「S. CHA I N」 の 呪文 を 唱え れ ば 、 液 に つき まとい 、 呪 縛 す る 霊 、 動 か ず 
な り の め 。 但 し 数 多く の 霊 流 を と り 凍 み 朋 い 来る と き は 、 効 率 よき 術 と は 言い 難 
し 。 な ぜ な ら ば 、 こ の 呪文 、 ひ と た びに 一 体 の 動き 止む る の みな れ ば な り 。 
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S JINVINCIBLE 


次 、 セ モー ジ と セ モ ボ リー を 混ぜ 合わ せ 、 聖 な る 魔力 の 薬 作 り て 、INVINC 
I BLE の 魔力 呼び 起こ ぜ ば 、 液 の エネ ルギー、 も と の 十 倍 に ふく らむ な り 。 
INVINCIBLE と は すなわち 無敵 の こと な れ ば 、 液 の 力 に 匹敵 する 6 も の 
は な し 。 い か な る 魔 も の も 邪悪 の 力も 、 液 の 髪 一 本 を 切る こと で き は せ ぬ で あろ 
う 。 これ 力 の 源 、 神 々 の 助け を 受 く る 魔法 ゆえ な り 。 


S SENILITY 


麻 も の ども の ちか ら を 減ずる 法 に 、SENILITY と いう あり 。 こ れ す な わ 
ち 、 道 に は ずれ し 邪悪 な 魔 $6 の の 生気 を 抜き 、 老 化 る さき する に より て 、 そ の 力 を 減 


ずる 法 な り 。 ベ ル ベ ー ヌ 、 セ ー ジ 、 セ モ ボ リー の 薬草 こと ご と くく 混ぜ て 薬 と な し 、 


この 薬 の 魔力 魔物 ド も に 向け る べし 。 肉 ある 魔 6 の の 力 、 い ち じ る し く 減 すれ ど 
も 5 、 す で に 生気 な き 圭 の も の に は 効 な き が 故に 、 こ の こと 心 に 留 む る で し 。 


S NEGATE 


液 、 魔 も 6 の ぼ も の 動き を 止む る こと を 欲す れ ば 、 沈 黙 の 魔 薬 を 作る べし 。 知 恵 
の 沼 の モ ボ リー、 三 日 月 の 山 の ヒ ソ ツ ッ プ を あい 混ぜ て 作り し 薬 こ れ す な わ ち 沈 
黙 の 魔 薬 な り 。 の ち に 、 サ ラマ ンダ ー の 秋 の うろ こ を 加え れ ば 、 火 の 柱 吹き 出 
で て 魔 も の ども を 打 た ん 。 魔 も の ども 時 を 止め られ 動く こと 能 わ ず な り ぬ 。 こ の 
魔法 、 名 づけ て NEGATE の 法 と いう 。 
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92 
液 、 邪 悪 な る 魔 $6 の の 毒気 に 当たり て 、 生 命 の あや うき こと ある と き は 、 神 2 
聖なる ダン ジョ ン の 中 に 茂り し ベル ベー ヌ な る 聖なる 薬草 を も ちい て 、CUR 


E の 魔力 使う べし 。 ベ ご ベル ベー ヌ す な わ ち 政 亜 な る も の 一 切 を 排除 し 消 む る 力 和 宿 
る 草 な れ ば 、CURE の 魔力 その 力 を 喚起 せしめ て 、 液 な ら び に 液 の 治癒 施せ 党 
し 者 た ちこ と ご と く 、 解剖 し 力 外 る な り 。 
位 
位 
な 
§ MELT 
な 
りり + 


液 、 凍 えつ きた る 仲間 及び 、 凍 結 し た る 者 再び 命 戻 きん と 欲す れ ば 、 暗 き 森 8 
に 輝き 咲き だ た る ラベ ンダ ー の 花 も ち て MELT な る 魔法 呼び 起こ すべ し 。ME 
LT すなわち も 命 の 炎 燃 や し せしめ て 、 う ちな る 魂 の 温もり た る に より 、 凍 え し 臣 
自体 の 氷解 か させ し め 、 再 び 生 命 宿 ら せ し め た る 術 な れ ば 、 凍 え 死 に し 仲間 及 性 
び 、 水 に 閉 ざ き れ し も の た ち ま ち 臣 生 せ し むる も の な り 。 


§ HEAL | 


液 、 邪 悪 な る 魔 6 の と 闘い て 、 生 命 の 力 弱 まり し と き は 、 荒 涼 た る 砂漠 の 中 
に 唯一 緑 な す 生 命 の 草 モ セー ジ を も も ち て 、HEAL な る 魔力 の 薬 作 り も ち う べし 。 宏 
セー ジ す な わ ち この 大 いな る 宇宙 に あふ れ し 神 々 の 力 、 自 ら の 命 と な る 草 な れ 


位 
ば 、HEAL な る 回 復 の 魔力 も ちい だ たる 液 の 身体 に セー ジ の 魔力 窒 り て 、 液 た 人 
を 
ち ま ち も 生命 の 力 総 身 に あふ れ 宿 り た る な り 。 < 
村 
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S STONE FLESH 9 


液 、 自 ら 石 と な り し 仲間 、 あ る い は 魔 も の の 魔力 に より て 石像 と 化し た る 仲 紹 
間 救 お うと 欲す れ ば 、 月 昇り し 山 の 頂 き に て 星 の 滴 集 め た る ヒ ソ ッ プ な る 薬草 商 
も ちい て 聖なる 薬 作 る べし 。 この 薬 す な わ ち 石 と し 化し た る その 者 の 身体 、 再 媒 
び 肉 な る も の に 菊 り せしめ て 、 命 の 炎 再 びと も す も の な り 。 tn 


§ RESURRECT 


疲 、 邪 十 な る 敵 に 倒さ れ し 仲間 及び 死 せ る 者 の 魂 を 再び 鱗 ら きしめん と 欲す 問 
れ ば 、 命 の 水 あ ふ れ し 聖 な る 治 に 茂 れ る セ ボ リー を も ち て 、 命 の 薬 作 り も ち も う 3 钳 
る べし 。 こ の 薬 RESURRECT の 魔力 宿す も の な れ ば 、 す な わ ゎ わ ち 生命 の と 認 
も し 火消 えた る 身体 に 、 再 び 命 呼び 戻す わざ な る な り 。 0 


S CHANGE AIR 5 


疲 、 邪 悪 な る も の と 出会い て 、 そ の 魔 も の に 知ら れ ざ る に その 傍ら を 通り 抜 名 
けん と 欲す れ ば 、 導 な る 森 に 隠れ 咲き た る ラベ ンタ ダー と 、 聖 な る 水 を た だ え し 庄 
沼 の 岸辺 の セ ボ リー と を あい 混ぜ 、 不 思 議 の 薬 作る べし 。 こ の 薬 ひ と た び 液 の 局 
身体 に 振り まけ ば 、 液 の 身体 た ち ま ち 空 気 と 化し て 、 姿 た もち まち 消 の る も の な <@% 
り 。 の 


S FLY 9 
液 、 空 の 高み を 飛び て 、 液 の 行く 手 は ば む 障 害 物 な よび 魔 6 の た ち を ょ よ け 進 息 
まん と 欲す れ ば 、 液 聖なる 草 の こ と ご と 〈 く を 混ぜ て 、 魔 女 た ち が 空 を か け め で 紹 
り し 飛行 薬 を 作る べし 。 こ の 薬 聖なる 魔力 を も ち て 液 の 重き な くす る も の な れ : 


ば 、 液 た ち ま ち 風 に の り て 空 を 飛び 、 海 山 い と や すく 越せ る も の な り 。 
+ 
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イプ ャ イヤ や ザキ チャ チャ チキ イイ や や や や や すやすや すもも セイ も も ず も すず て も ず て で て ず や も ず や も 


S STORM 


液 、 大 地 と 炎 の 魔 $6 の に る いな まれ し と き は 、 天 に 向かい て 十字 を 切り 、「S 
TORM」 と いう 呪文 を 唱え よ 。STORM は 神々 の 起こ せ し 嵐 な り 。 風 の 精 
霊 ジ ュ ル フェ と 水 の 精霊 ウン デー ネ が 、 液 の も と より 人 方 に 飛び 去り 、 嵐 と な 
り て 魔 $6 の を 倒さ る ん 。 但 し この 魔力 は 風 と 水 の 力 な れ ば 、 風 と 水 の 魔 も の に お い 
て は 逆 に 邪悪 な る 力 と な り て 戻り 来 だ たら ん 。 


S FIRE STORM 


液 、 水 と 風 と 大 地 の 魔 $6 の を 倒さ る ん と 欲す れ ば 、 火 と 風 と 魔力 を 操り し 神々 
に 祈る べし 。 す な わ ち これ FIRE STORM の 魔法 な れ ば 、 火 の 精霊 サラ 


マン ダ 一 風 に の り て 現れ 、 聖 な る 炎 の 嵐 を まき 起こ し 、 液 の 敵 を 倒し た まえ り 。 


但し この 魔力 火 の 精 の も の な れ ば 、 炎 の 魔 $6 の に お いて は 邪悪 な る 力 と な り て 
返り 来 た ら ん 。 
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S NEEDLE 


液 、 地 象 な る 敵 と 出会い し 時 は 、 そ の 魔 も の 心 の 目 で 見 す ぇ 、 魂 の 波動 を も 
ち て 「NEEDLE」 に と 唱 えよ 。NEEDLE す な わ ち 聖なる 3 本 の 針 を も ち 
て 、 邪 悪 な る 霊 の 魂 を 射 抜き 、 そ の 魔 も の 退治 せしめ ん と する も の な り 。 こ の 
魔力 、 湊 の 聖なる 心 に より て 作ら 6 れ し 魂 の 針 を 用 いら ば 、 こ の 魔力 に より て 減 
び し も の は 、 た だ 地 象 な る 敵 ば か りな り 。 他 の 魔 も の 倒す に 能 わ ず 。 


S SAINT FIRE 


波 、 邪 悪 な る 魔 も の 及び 悪 辻 に 角 わ れ し と き は 、 火 と 風 と 水 を 操り し 神々 の 
力も ちい て 、SAINT FIRE の 魔術 召喚 すべ し 。 こ の 魔術 神々 の 力も ち 
いて 、 聖 な る 火 の 弾 を 発射 せしめ る も の な れ ば 、 あ ら ゆ る 魔 も の こと ご と く 打 
ちく だ か れ 、 そ の 命 弱 み 消 ゆる も の な り 。 流 この 魔力 を 使い し し ょ と き 、 火 と 水 の 
神 互い に 相反 する も の な れ ば 、 こ の 魔力 も ちち ゆる と き は くれ で ぐれ も 注意 すべ し 。 


8 THUNDEK 


キャ キンキン 


液 、 火 地 風 水 な る 皿 象 の 魔 も の 打ち 倒さ る ん と 欲す れ ば 、 空 を 仰ぎ て 「THU 
NDE R」 の 呪文 曲 うさ し 。THUNDER は すなわち 神々 の いか づち な れ ば 、 
稲妻 縦横 に 天 か け 、 雪 鳴 天 空 高林 き わた り 、 邪 悪 な る 魔 $6 の 、 だ ち ま ち い か 
プ ち 打 た だ たれ あい 果て る な り 。 但し この 魔力 、 実 態 の な き 邪 悪 な る 悪 報 を 打ち 砕 
く こ と 能 わ ぎら 4 ん 。 


し ao キンキ ルン イン ヤン 


ネネ あか と ネ た と ネネ た か た ネネ か ネネ と ネネ か ネネ か か ネネ ホネ ポ 
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S DEG-FREEZE 


波 、 邪 悪 な る 魔 も の と 戦い て 、 こ れ を 凍り つか せん と 欲す れ ば 、 火 、 風 、 合 、 
魔力 、 調 和 の 5 つの 神々 に 祈り て 、 聖 な る 冷気 DFEG 一 FREEZE を 与 % 剛 
る べし 。 この 冷気 すなわち 邪悪 な る 心 及び 身体 を 凍結 せ し む る 魔力 な れ ば 、 麻 
も の こと ご と く 凍 りつ き て 、 そ の 動き とめる で ある ろ る う 。 こ の 魔力 火 と 零 に 対し て 
は 効果 な きも の と 心 に と ど む べし 。 


和 


S CRUSH DOWN 


液 、 形 ある 地 象 の 魔 ち の に 襲わ れ し 時 は 、 右 手 に て 挙 を 作り 胸 に 当て が いて . 
「CRUSH」 の 呪文 を 唱 う さ し 。CRUSH DOWN な る 魔力 すなわち も 、 
流 の 魂 の 波動 を 強め 、 そ の 念力 の カカ を も ち て 魔 も の を 打ち 砕き た る も の な れ ば 、 
魔 $ も の 溢 の 念力 の 波動 の は ざま に あい 挟ま れ て 、 た ち ま ち う 押 し 潰さ きれ る な り 。 
これ 形 あ る 故に 押し 潰さ れ し ち の な れ ば 、 形 な き 悪 圭 は これ に 能 わ ざる な り . 


S FLAME 


流 、 水 と 風 ほ 大地 の 魔 も 6 の を 倒さ ん と 欲す れ ば 、 右 手 を 高く か か げ て 天 を 突 
き 、「FLAME」 な る 呪文 を 唱 う べし 。FLAME す な わ ゎ ち 火 の 精霊 サラ マン 
ダー を 呼び 越 こす 魔力 な れ ば 、 サ ラマ ンダ ー の 吐き 出し し 聖なる 爽 空 を まり て . 
邪悪 な る 魔 も の た ち ま ち 焼 き 減 ぼ ぎ き る る も の な り 。 こ れ す な わ ち 火 の 精 の みわ ゎ 
ざ な れ ば 、 邪 悪 な る 火 の 魔 も の に は 効力 能 わ ざる な り 。 


呈示 本 た る 呈 本 主 か 届か 本 の る た 本 か か 本 か 生ま 必 生 ネネ 
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S GAS SPOUT 


光 、 大 地 の 魔 も の を 倒さ ん と 欲す れ ば 、「GAS SPOUT」 の 魔力 を 用 い 
て 、 火 と 水 と 風 の 精 霊 を 召喚 せしめ よ 。 水 は 火 と 共に 合わ きり て 互い を き いな 
みろ 雪 と な る 。 その 聖なる 雲 は 風 に の り て 、 魔 6 の の まわ り を 取り 巻 か ん 。 魔 も 
の その 雲 に 触れ し と き は 、 火 と 水 と 風 の 精 霊 の 魔力 、 た ち ま ち 魔 も 6 の の 命 を き 
いな みて 、 魔 $ の その 場 に 倒れ 果て る な り 。 


で ず や も やずや ず や やずや 


S F. BOOMERANG 


流 、 水 と 風 と 大 地 の 象 な る 魔 $6 の を 倒 る ん と 欲す れ ば 、 火 と 風 の 力 に 聖なる 
魔力 みな ぎら せ 、 炎 の プー メラ ン を 飛ば すべ し 。 す な わ ち これ 、FIRE B 
OO0MERANG の 魔力 な れ ば 、 神 々 の カカ 3 つの 炎 の 弾 と な り 飛 び 至 り て 敵 を 
な ぎ 倒 し 、 液 の も と へ 戻り 給 う な り 。 この 弾 に 触れ し 魔 も の こと ご と ょ とく 、 焼 け 
苦し みて 序 り 果て る な り 。 


S PULSE STOP 


流 、 獣 の 次 な す 大 地 の 魔 も の と 出会い し と き は 液 右 な る 手 を 左 胸 に 当て が い 、 
力強く 拳 を 所 り て "PLUSE STOP」 の 呪文 を 唱 う べし 。 PLUSE ST 
OP の 魔力 すなわち 、 古 代 エ ェ ジ プ ト の カノ ー プ ス の 吉 に 納め られ し 邪悪 な る 油 
の 心臓 を 握り 潰す 秘法 な れ ば 、 か の 獣 の 胸 の 鼓動 た ち ま ち 弱 まり て 、 魔 も の を 
の 場 に 倒れ 果て る な り 。 


呈示 本 の 本 本 本 
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8 ERADICATION 


液 、 邪 悪 な す 全 て の 魔 も の 悪霊 と 戦わ ん と 欲す れ ば 、 神 聖なる ダン ジョ ン の 
頂き に て 、 戦 い の 神 マー ス 、 狩 り の 神 ア ル テ ミ ス 、 光 の 神 ア ポロ ー ン に 祈り て 
神々 の 力 喚起 せ ぐし むべ し 。 こ れ す な わ ち 偉大 が る ERADICATION の 魔 
カカ な れ ば 、 たち まち 神々 の 鼓動 の 波動 を 生じ 、 天 は 砕け て 地上 へ 降り 注ぎ 、 大 
地 は た ちまう ち 引き裂か れ て 、 魔 6 の こと ご と く 減 び 去 る な り 。 


S FIRE FOX 


液 、 水 と 風 と 大 地 の 象 な る 魔 $ の と 出会い し と き は 、 右 手 に て 握り 拳 を 作り 、 


其 を 大 きく 回 し て 円 錠 を 描き て 、「FIRE FOX」 の 呪文 や 唱 う 2 で し 。F 1 
RE FOX すなわち 聖なる 鬼火 な れ ば 、 火 の 精 の 作り し 聖火 に アス トラ ル の 
宿り し も ゃ も の な り て 、 天 空 を 揺 ら め き 飛 びな が ら 邪 悪 な る 魔 も の を 焼き 尽く す な 
り 。 火 と 聖霊 の 魔力 な れ ば 、 火 象 及び 霊 体 に お いて は 効果 能 わ ざる も の な り 。 


S BLAZE 


液 、 地 風水 な る 三 象 の 魔 $ も の 打ち 倒 る ん と 欲す れ ば 、 火 と 魔力 と 神秘 の 力 操 
り し 神々 に 祈る べし 。 こ れ す な わ ち BLAZE な る 魔力 な れ ば 、 聖 な る 炎 の 波 
打ち て 天 よ り 下 り 空 を か け 、 液 の 敵 を こと ご と く (打ち くだ 《 く なり 。 こ の 魔力 、 
炎 を 操り て 魔力 と なす も の な れ ば 、 火 の 魔 $6 の に この 魔術 つか いし な れ ば 、 か 
えっ て あ だ と な る も の な り 。 
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S SPARKS 


湊 、 聖 な る 魔力 の SPARKS を 使わ ん と 欲す れ ば 、 戦 い の 星 の 神 と 調和 の 
女神 に 十字 切り て 、 そ の 魔力 と い 願 う で し 。 液 SPARKS の 魔力 備え 能 う れ 
ば 、 聖 な る 魔力 の 力 波打ち て 天空 を 飛び 、 流 の 敵 を 打ち 砕 か ん 。 こ の 魔力 す な 
わ ち 神々 の 知恵 な れ ば 、 政 加 な る 魔 も の 悪霊 こと ご と く 打 ち 砕 さき 、 そ の カカ の 及 
ば ぎる も の あら 6 ぎる な り 。 SPARIK す な わ ち 火花 な れ ば 火 象 こ れ に 能 ゎ ず 。 


S LIGHTNING 


液 、 聖 な る 稲妻 天空 に 輝 か せ て 、 地 上 を 照ら し 、 地 を 届い し 魔 6 の こと ご と 
〈《 打ち の め る ん と 欲す れ ば 、 神 秘 を 操り し 女神 、 愛 と 調和 を 与え し 女神 、 こ の 
2 人 の 女神 の 力 召喚 すべ し 。 こ の カカ 天 に 交 け る 聖なる 稲妻 なれ ば 、 和 雷光 だ ち ま 
ち 魔 も の を 焼き て 、 魔 も の 弱り 果て る な り 。 こ れ 大 地 の 象 の 魔 も の に の みろ 効果 あ 
る 魔力 な れ ば 、 他 な る 魔 $ も の その 影響 及ば ざる も の な り 。 


S ASIRAL WAVE 


次 、 聞 夜 に 邪悪 な る 悪霊 と 戦わ ん と 欲す れ ば 、 右 手 の 人 き し 指 を も ち て 天 を 
示し 、「ASTRAL WAVE」 な る 呪文 を 叫ぶ で し 。ASTRAL WAV 
E、 す な わ ち 聖なる 月 の 光 は 次 を つつ み 、 その キラ キラ 輝け り 魔 力 の 唐 は 、 液 
の 敵 た る 邪悪 な る 悪霊 に 組 い か か り て 、 そ の 魔力 で これ を 減 ぼ す な り 。 こ の 麻 
力 、 四 象 の 精 圭 の みわ ざ な れ ば 、 効 果 能 う も の すなわち 悪霊 に 限 ね も の な り 。 
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S IRON BULLET 


液 、 邪 悪 な る 地 象 の 魔 $6 の 、 鉄 の 弾 あ を も ちい て こと ご とく 退治 せしめ ん と 欲 
すれ ば 、 風 の 神 と 神秘 の 女神 、 そ し て その 力 を 調和 せ し で むせ る 愛 の 女神 に 祈り て 、 
魔力 を と を い 願 う で し 。 き 6 ば 液 IRON BULLET な る 魔力 身 に つけ ん 。 
この 魔力 、 鉄 の 弾丸 を 英 に 打ち 込み た る 魔力 な れ ば 、 地 象 の も の は こと ご と いく 
この 弾 に 当たり て 減 び る る な り 。 


S FLAME BURST 


導 、 坦 な る 炎 を も も ち て 邪 悪 な る 魔 $6 の を 焼き 滅ぼさ ん と 欲す れ ば 、 左 右 の 子 
指 を 重ね 十字 を 作り 、「FLAME BURST」 の 呪文 を 唱 う べし 。FLAM 
E BURST、 す な わ ち 火 の 精 壇 サ ラマ ンタ ダー ょ り 生 じ し 聖 な る 炎 、 泊 の も 
と より 四方 に 飛び 散り て 、 邪 悪 な る も の を 打ち て を その 肉体 を 焼き 尽く す も の な 
り 。 其 は 火 の 精霊 の みわ ざ な れ ば 、 火 象 及 び 肉 体 な たき 霊 に は 効 あ ら ざ る な り 。 


S METEOR 


流 、 天 空 に 交 き た る 星々 を 降ら し て 魔 も の を 打ち の め る ん と 欲す れ ば 、 火 風 、 
生命 、 調 和 を 司 り し 神々 に 祈り を る る げ 、 聖 な る 魔力 を を い 願う べし 。 こ の 魔 
カカ すなわち METEOR の 魔力 な れ ば 、 天 の 星 た ち ま ち 地 上 に 降り 落ち て 、 魔 
も の こと ご と く 〈 打 ちの ゆめ る れる な り 。 この 魔力 形 な き 霊 体 に は 効 あ ら ざ る と 心 
に と と むべ で し 。 
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キンキ ン キ ニャン キ キン キン キバ キンキ ン キ ン キ キン キン キン キン キンキ ニギ キン キン キン ャ ニキ ニャ キバ ヤー* 
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S SUN RAY 


液 、 天 空 に 輝く 太陽 の 光 を も ち て 、 地 上 に か た だ たち なす 万 物 の 魔 $ の 焼き 滅 ぼ 
る ん と 欲す れ ば 、 液 天 な る 光 太 陽 を 指 差 し 、「SUN RAY」 な る 呪文 も ち う 
る で し 。SUN RAY す な わ ち 太陽 の 神 の 光 に て 、 そ の カカ 3 すじ の 光 の 帯 と 
な り 、 液 の 敵 を 焼き ほろ ぼる ん 。 し か る に この 力 、 地 上 に か た ちな す も の に の 
み 及 ぶ も の な れ ば 、 実 態 な き 寺 体 に は 効果 あら 6 ざる も の な り 。 


S ASCENSION 


液 、 邪 悪 な る 霊 に た りつ か れ 、 ま だ は つき まし と われ て 悩ま され し と き は 、 魔 
力 と 調和 の 力 操 れる 神々 に と とい 願 いて 、 邪 悪 な る 魔 も の 清 あ し 力 召 喚 す べし 。 
この カ ASCENS ION の 魔力 な れ ば 、 す な わ ち 邪悪 な る 霊 た ち ま ち 悟 り 開 き 
て 昇天 し 、 魔 6 の こと ご と く 液 の 前 より 姿 消す も の な り 。 こ の 魔力 霊 性 に の み 
働く も の な れ ば 、 他 の 魔 も の 効果 能 わ ず 。 


生か 生か 本 か 本 か 呈 か か 本 る 


S FLASH FLOOD 


液 、 地 上 を 叶い し 敵 、 ま だ は 火 の 化 け も の の ご と き 敵 に 襲わ れ 、 て っ ぱ ぽう 水 
を も ち て 、 こ れ を 押し 流し 去ら ん と 欲す れ ば 、 戦 い の 神 、 水 の 神 、 生 命 の 神 、 
調和 の 神 の みち か ら に すがり て 、FLASH FLOOD の 魔力 を 喚起 すべ し 。 
この 魔力 、 聖 な る て っ ぱ ぽう 水 な れ ば 、 地 を 書い し 敵 、 火 象 な る 英 こ と ご と く 倒 
し 流す も の な る が 、 水 に 寄り て 生き し 魔 も の ども か えっ て 力 増 す も の な り 。 
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S AIR-HAND 


泊 、 日 に 見 え ざ る 挙 も も て 、 魔 も の 打ち 倒 き ん と 欲す れ ば 、 右 手 の 拳 も ち て 
導 強 突き 買 き 、AIR 一 HAND の 放ち ち う べし 。AIR 一 HAND す 
な わ ち 神々 の 見 え ざ る 拳 に て 、 席 空 を 継 横 に 飛び 走り て 、 邪 悪 な る 魔 も の こと 
こと てく 打ち 倒す な り 。 こ の 麻 力 、 火 と 水 と 風 と 聖 寺 の 力 集まり て 成せ る みわ ぎ 
な れ ば 、 こ の 力 の 及び た る も の すなわち 地 の 麻 も の な り 。 


S FIREWORKS 


次 、 炎 の 雨 な る ハル マゲ ドン を も ち て 、 地 上 の 邪悪 な る 魔 も の 減 ぼ る ん と 人 稚 
すれ ば 、 火 、 風 、 水 、 生 命 、 調 和 を 意味 する 5 つの 星 の 神々 に 、 聖 な る 花 ラ ベ 
ンダ ー を る る さげ て 、F IREWORKS の 魔力 召喚 すべ し 。 この 魔力 液 召 喚 せ 
し むれ ば 、 火 な る 精霊 サラ マン ダー、 た だ たち まち 現れ 火の玉 を 天空 高く 投げ あげ 
て 、 火 の 玉 の 雨 降 ら せる な り 。 


S DEG-DEATH 


六 、 邪 悪 な る 四 象 の 魔 $6 の に 襲わ れん し と き は 、 右 の 足 に て 大 地 に 円 を 描き 、 
六 そ の 内 に 入り て DEG 一 DEAT 是 の 魔力 も ち う で し 。 光 の まわ り に た だ たち ま 
ち 聖 炭 の 玉 八 つ 現 れ て 、 八 方 へ 飛び 散り て 、 邪 悪 な る も の の 命 た ち ま ち 減 ぼ き 
ん 。 こ の 廣 力 神聖 な る 神々 の 霊 性 に よる も の な れ ば 、 邪 悪 な ら ぎ ざる も の 並び に 
剛性 の み に て 存在 し た る も の に は 効 あ ら ざ 6 ん な り 5 
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S BOMBARD 


激 、 邪 悪 な る 魔 も の に 通わ れ 、 神 々 の 魔力 な る ミサ イル を も っ て これ を 打ち 
倒さ ん と 欲す れ ば 、 風 の 神 に ユリ の 花 、 魔 力 の 神 に クマ ツ ヅ ラ 、 神 秘 の 女神 に 
月 見 草 、 生 命 の 神 に ひま わり 、 調 和 の 神 に バラ の 花 を それ ぞ れ 捧げ 、BOMBA 
R D の 魔力 召喚 すべ し 。 こ の 魔力 神々 の 聖なる 魔力 を も ち て 、 邪 悪 な る も の こ 

ご と 倒せ し むる も の な り 。 


§ GOD THUNDER 


液 、 邪 悪 な る 魔 も 6 の に 出会い て これ を 減 ぎ きん と 欲す れ ば 、 地 底 の 神 を 除く 
すべ て の 神々 に 礼拝 を きる げ て 神々 の 魔力 の 降臨 を を い 願 うべ し 。 こ の 魔力 す 
な わ ち GOD THUNDER の カ 宿 す 魔力 な れ ば 、 天 空 に わか に か き 旦 り 、 
神々 の 激怒 の いか づち 地上 に 鳴り 響き 、 邪 悪 な る 魔 $6 も の だ たちまち 打 ち 砕 か れん 。 
この 力 聖なる 神々 の 力 に よる も の な れ ば 、 こ の カカ 何 物 に も 及ば ざる も の な し 。 


§ POISON 


六 、 邪 悪 な る 地 水 火 風 の 四 象 の 魔 $ の 出会い て 、 こ れ を 倒さ る ん と 欲す れ ば 、 
左 な る 腕 を 右 肩 に お な き て 、POISON の 呪文 唱 う さ で し 。POISON す な わ 
ち 聖 な る 魔力 に よっ て 生 せ し 毒 な れ ば 、 た ち ま ち 毒 生 た し な り て 魔 も の の も と へ 
飛び 行き て 、 邪 悪 な る 魔 も 6 の し びれ 苦し ませ る な り 。 こ の 毒 、 邪 悪 な る 身体 に 効 
果 な す も の な れ ば 、 い か に 邪悪 な れ ど も 姿 な き 霊 体 に は 効 及 ば ざる な り 。 
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S STAR BLADE 


浴 、 邪 悪 な る 魔 も の と 戦い て 、 天 に 灯 き だ た る 星 を 落と し て これ を 武器 と し 、 
魔 $ も の 悪霊 の こと ご と く 〈 打 ち 破 らん と 欲す る な れ ば 、 戦 い の 神 、 魔 力 の 神 、 地 
下 の 神 それ ぞ れ に 十字 を 切っ て 、 神 々 の 魔力 を 召喚 むせ しむ べし 。 こ の 魔力 す な 
わ ち STAR BLADE の 魔力 な れ ば 、 こ の 魔力 も ちち いら 6 ば た ち ま も 天 よ り 5 
星 の 下 り て 、 邪 相 な る も の た ち ま ち 切 り 刻 む も の な り 。 
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S AIR SLASH 


汐 、 邪 悪 な る 魔 も の と 出会い て 、 そ れ を 倒さ きん と 欲す れ ば 、 液 天空 を 仰ぎ 見 
て 、AIR SLASH の 魔力 を 使う べし 。 こ の 魔力 すなわち 天 よ り 光 の 玉 降 
り そ そ ぎざぎざ て 、 そ の 中 より 聖 呉 カマ イタ チ 現 れる な り 。 カ マイ タチ その 鋭い キバ 
を も ち て 魔 $6 の こと ご と くく 切り 刻み 、 地 上 に 形 な す 魔 も の 倒れ 去ら ん 。 この 魔 
力 、 地 上 に 形 な する も の に 効 あ る 術 な れ ば 、 悪 霊 の ご と き は この 術 能 わ ざる な り 。 


S ACID _ STORM 


六 、 流 酸 の 嵐 を も ち て 邪神 な る 魔 も の 溶かし 去ら ん と 欲す れ ば 、 液 左右 に 腕 
を 伸ばし て 「ACID STORM」 な る 呪文 唱 う で し 。ACID STOR 
M す な わ ち 流 酸 の 嵐 な れ ば 、 液 の 左右 に 広がり て 液 を 襲い し 魔 6 の 、 こ と ご 
(この 酸 に 焼 か れ 果 て る な り 。 こ の 術 地上 に か た ちな す も の に の み 効 あら ば 、 
唱 剛 の ご と き 実 態 の あら 6 ざら 6 ん 敵 に 対し て は この 術 効能 わざ る な り 。 
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S DELUGE 


液 、 大 洪水 を 起こ し て 魔 も の を 流し 去ら ん と 欲す れ ば 、 液 右手 を も ち て 天 を 
指し 、 左 手 あ も も ち て 大 地 を 指し 、DELUGE の 魔力 を も ち う べし 。DELU 
GE すなわち 水 な る 精 震 ウ クン デ ー ネ の 巻き 起こ せ し 洪 水 な れ ば 、 魔 も 6 の た ち ま 


ち 洪 水 の 内 に 飲み 込ま れ 、 湧 れ あ い 果 て る な り 。 こ の 魔力 水 の 精 の も の な れ ば 、 


あ た 
火 象 の 魔 も の に は 効 は な は だ し か る も 、 水 の 精 に 対し て は 術 能 わざ る な り . 


S LIGHT CROSS 


浴 、 邪 村 な る 地 の 魔 も 6 の に 租 われ し と き は 、 た だ ただちに 十字 を 切り て 、 戦 い の 
神 、 知 識 の 神 、 幸 福の神 、 愛 と 調和 の 女神 の 名 を と な えよ 。 こ れ す な わ ち L 1 
GHT CROSS の 魔力 な れ ば 、 神 々 の 力 液 の も と に 集まり 、 魔 力 十字 に 飛 
び 散 る 魔力 と な り て 、 液 の 敵 を こと ご と 〈 打 ち 倒 する の な り 。 この 魔力 神 の 気 
語 き みわ ざ な れ ば 、 こ の 力 及ば ざる も の な きも の な り 。 


S CORROSION 


湊 、 邪 悪 な る 魔 も の の 命 の 鼓動 早め せしめ て 、 か の 魔 も の の 身体 時 に より て 
風化 せしめ ん と 欲す れ ば 、CORROS ION の 魔力 も ち て 時 の 神 ク ロ ノ ス に 
祈り 捧げ る べし 。CORROS ION す な わ ち 時 の 流れ の 腐食 作用 な れ ば 、 魔 
も の た ち ま ち 老 い 弱 り 、 も は や 液 の 敵 に あら ざら ん や 。 し か る に この 術 す な わ 
ちか た ち 在 る も の の 摂理 に 基づき た る も の な れ ば 、 寺 体 こ の 術 能 わ ざる な り 。 
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S SIONE TOUCH 


液 、 大 地 を 吐い し 邪悪 な る 魔 も の 、 法 力 を も ち て 石上 変え ん と 欲す れ ば 、 六 
大 地 に ひれ 伏し て 、STONE TOUCH の 魔力 も ち う べし 。 魔力 た ち ま ち 
天 に 昇り て 飛散 し 、 あ まね く 〈 地 上 に 降り 注 が れ て 、 魔 力 に 触れ し 邪悪 な る 魔 も 
の 、 た ち ま ち 石 と 変わ る な り 。 この 力 火 と 水 と 風 と 聖 財 の みわ ざ な れ ば 、 す な 
わ ち 地 象 に あら ざら ん 敵 に 対し て は 、 効 果 い か ば か り と も な り が た だ し 。 


S ANGUISH 


液 、 邪 悪 な る 火 と 水 と 風 と 大 地 の 魔 $6 の た ち に 、 激 痛 与 を ん と 欲す れ ば 、 戦 
い ぃ の 神 、 神 秘 の 神 、 魔 力 の 神 、 地 下 の 神 に それ ぞ れ 祈り を 捧げ 、ANGUIS 
H の 魔力 の 召喚 を 心 よ り 願 うべ し 。 液 の 心 天 な る 神々 に 伝わら ば 、 神 々 の 力 魔 
も の に 及び 、 す な わ ち 魔 6 の 苦し み も が き て 、 邪 悪 な る 魔 6 の こと ごと く 却 5 
果て 、 減 び 去 る も の な り 。 
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S COLD GALE 


液 、 冷 気 に より て 魔 も の 凍え きる せん と 欲す れ ば 、 右 な る 手のひら を 〈 も も 
に か ざし 息吹 を 吹き つけ 、COLD GALE の 魔力 を 6 ち う べし 。COLD 
CALE す な わ ち 北 の 国 の 風 の 精 を 召喚 せしめ 、 そ の 魔力 に より て 魔 も の を 凍 
える せん と する も の な れ ば 、 冷 気 に 触 れ し 魔 6 の た ちまう ち 凍 えつ きしも の な り 。 
この 魔力 、 風 の 精 と 聖霊 の みわ ざ な れ ば 、 風 の 象 及び 霊 体 効能 わざ る な り 。 
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S S. THUNDEK 


座 、 邪 悪 な る 寺 に 襲わ れ し と き は 、 天 を 仰ぎ 見 て 「S. THUNDER」 な 
る 呪文 唱 う で し 。S. THUNDER す な わ ち 、 邪 悪 な る 霊 に 対す る 神々 の い 
か づち な れ ば 、 そ の カー 度 天 空 に 打ち 上 が り て 、 の ち に 稲妻 と な り て 地上 に 降 
り そ そ が れん 。 邪悪 な る 有吉 た ち ま ち こ の 稲妻 に 貫 か れ 減 びき さる な り 。 こ の いか 
づち 寺 体 に の み 効 果 能 うる も の な れ ば 、 四 象 の 魔 $6 の に お いて は 効 な き な り 。 


S RESOLUTION 


液 、 邪 悪 な る 四 象 の 魔 も の を こと ご と く 減 ぼる ん と 欲す れ ば 、 液 心 の 中 に 其 
を 堅く 決意 し RESOLUTI ON の 魔力 を 使う ベ べし 。RESOLUTION 
すなわち 液 決意 あか だ た めし その 心 を 喚起 し て 、 液 の 高揚 せしめ し その 霊 性 を 液 
の 身体 より 飛散 させ 、 邪 悪 な る 魔 6 も の こと ご と く 〈 く 打ち砕く な り 。 この 力 液 の 霊 
性 に よる も の な れ ば 、 同 じ 霊 な る 魔 6 の に お いて は 効果 在 6 ざ る な り 。 


S FREEZE 


液 、 邪 悪 な る 魔 も の を 凍え つか せ て 、 氷 の 柱 へ 封じ 込め ん と 欲す れ ば 、 浴 両 
腕 を 天 に る し 上 げ 、「FREEZE」 な る 呪文 唱 う 2 べし 。FREEZE す な わ ち 
冷気 を も ち て 、 魔 も の を 氷 の 柱 へ 封じ 込め し 術 な れ ば 、 魔 も 6 の だ た ち ま ち 氷 の 壁 
に 閉ざさ きれ て 、 そ の 命 の と も し 火 き えも 凍え つき し も の な り 。 このみ わざ 、 形 
ある も の の み に 効 果 能 う も の な れ ば 、 填 体 に は 力 お よ ば ざる も の な り 。 
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S INDIGNATION 


液 、 邪 悪 な る 魔 $ の 悪 堪 に る いな まれ し と き は 、 ま ず 大 地 に 十字 を 切り て 、 
戦い の 神 、 知 恵 の 神 、 生 命 の 神 、 調 和 の 神 、 地 下 の 神 それ ぞ れ に 祈り 捧げ て 、 
神々 に 魔力 の 降臨 を 訴え る べし 。 液 この 法 ゼ な こ な ぇ えば 、 神 々 だ た ち ま ち 怒 り て 、 
入 、 夜 と な し 、 夜 、 穫 と な し て その 魔 $ も の だ ち ま ち 減 び 去ら れる な り 。 偉大 な 
る 神々 の 怒り な れ ば 、 い か な る 魔 も 6 の と いえ と ど 逃 る る すべ な か る な り 。 


S EXPLOSION 


液 、 邪 悪 な る 魔 も の 自ら 爆発 せしめ ん と 欲す れ ば 、 戦 い の 神 、 幸 運 の 神 、 神 
秘 の 神 、 地 下 の 神 に 十字 を 切り て 祈り きる る ぐ べ し 。 こ れ す な わ ち EXPLOS 
ION の 力 引き い だ せ し ゃ も の な れ ば 、 こ の 魔力 すなわち 液 の 霊 性 高まり て 、 魔 
b の の 霊 高 め 膨張 せしめ て 、 魔 も の の 霊 自 ら の 肉体 を 引き 裂き 爆発 せ し む る な 
り 。 さ れ ば この 魔術 、 邪 悪 な る 霊 に も ち う る で か ら ず 。 


$s TORNADO 


液 、 邪 悪 な る 魔 も の に 襲わ れ 、 竜 巻き を も ち て これ を 退散 せしめ ん と 欲す れ 
ば 、 大 地 に 渦 を 描き て その 中 央 に 立ち 、 知 識 の 神 、 幸 運 の 神 、 生 命 の 神 、 妨 耐 
の 神 に 祈り を る る げ 、TORNADO の カ 呼 び 覚ます べし 。TORNADO す 
な わ ち 神々 の 起こ せり 霊 性 の 竜巻 き な れ ば 、 魔 も の た ち ま ち も 飲み込ま れ 、 あ い 
果て る な り 。 こ の 魔力 霊 性 の 力 な れ ば 、 悪 霊 に 対し て は 効能 わ ず 。 
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S DEG-FIRE 


次 、 回 な る 炎 も ち て 邪 悪 な る 魔 $ の 燃やし 去ら ん と 欲す れ ば 、 液 両 の 二 の 腕 
を 胸 の 前 に て 交差 せしめ 、DEG 一 F I RE の 魔法 も ち う ご べし 。DEG 一 FI 
RE すなわち 火 の 精 の 宿り し 聖なる 炎 な れ ば 、 邪 悪 な る 魔 も の 追い か け て 、 こ 
と ご と くく 焼き 葬る な り 。 こ の 魔力 火 と 霊 性 の 力 な れ ば 、 火 の 象 の 魔 $ も の 及び 寺 
に 対し て は 、 効 果 能 わざ る な り 。 
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S ITOUCH DEATH 


六 、 目 ら の 倍 性 を 高め 、 液 に 触れ し 魔 も 6 の を こと ご と く 退 治せ し めん と 欲す 
れ ば 、 天 を 仰ぎ て 「TOUCH DEATH」 な る 呪文 唱 う で し 。 こ の 魔法 す 
な わ ち 天 の 神 々 の 力 召 喚 せ し め 、 液 の まわ り を 8 つの 星 ほ と り ま き て 、 液 に 触れ 
し 邪悪 な る 魔 $6 の た ち ま ち 減 び せ し むる な り 。 この 術 泊 の 雪 性 と 神々 と の 零 性 
あい ま ざ り て お こ な う 力 な れ ば 、 邪 悪 な る 霊 性 に より て 妨害 あい ある な り 。 


S X-RAY 


汝 、 岩 石 中 5 户 攻 玉生 命 O 力 如 疡 工 、 邪 恶 丰 五 魔 志 四 十 力 卫 六 大 二 和 欲 序 机 已、 
浴 の 両 の 手の平 を 邪悪 な る 敵 に 向け 、XーRAY な る 魔力 も ちち うべ し 。 こ の 魔 
方 岩石 の 内 な る 生命 の 営 性 を 高め 、 そ の 力 岩 石 を 砕き て 八方 へ 飛び 散り て 、 邪 
吉 な る 魔物 の 身体 r き ぼり 減 ず す な り 。 こ の 力 霊 の みわ ざ な れ ば 、 邪 悪 な る 霊 
に 対し て は 効果 あら ざる な り 。 
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8 S. EXPLOSION 


液 、 邪 悪 な る 悪 載 に 惑 い 悩ま され 、 こ れ を 減 ぼ きん と 欲す れ ば 、 な ん じ 胸 の 
前 に て 両 の 手 を 交差 きせ 、 勝 利 の 神 、 幸 運 の 神 、 神 秘 の 神 、 生 命 の 神 、 地 下 な 
る 神 に 祈り を きる で ぐ で べ で し 。 こ れ S. EXPLOS ION の 魔 カ な れ ば 、 す な わ 
もち 邪悪 な る 霊 た ち ま ち 炎 と 変わ り て 、 爆 発せ し むる も の な り 。 こ の 職 力 寺 に 対 
し の み 働 くも の な れ ば 、 その他 の 魔 $ の に は 効力 能 わ ざる な り 。 


8 D-CORROSION 


光 、 邪 悪 な る 際 6 の と 戦い て 、 聖 な る 酸 を も っ て これ を 焼き 滅ぼさ きん と 人 鈴 す 
れ ば 、 液 天 に 手 を る し の で て 「D 一 CORROSION」 な る 呪文 唱 う る べし 。 
D 一 CORROS ION す な わ ち 聖なる 酸 な れ ば 、 邪 悪 な る 魔 も の だ たち まち 焼 
き 減 ぼ き れる な り 。 この 魔力 地上 に 姿 在 り し も の に 効果 な す も る の な れ ば 、 姿 な 
き 邪 悪 の 吉 に お いて は 効果 な きも の な り 。 
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§ DESIROY W. 


泊 、 邪 電 な る 水 の 魔 も の に 能 わ れ し と ょ と き は 、 天 を 示し 火 と 風 と 大 地 の 精 営 の 
名 を 呼び て 、DESTROY W. の 魔力 も ち う べし 。 DESTROY W. 
すなわち 火 風 大 地 の 三 人 象 の 精 壊 を 呼び い だ し 、 火 の 精 サ ナラ マン ダー 水 な る 魔 も 
の 蒸発 せしめ 、 風 の 精 ジ ェ ル フェ 水 な る 魔 も の 動揺 せしめ 、 大 地 の 精 コー ボル 
ト 水 な る 魔 $6 の 自ら の 体内 に 吸収 する な り 。 
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S SUEFEOCATE 


六 、 大 地 を 時 いた る 魔 $6 の の 息 を ふる ぎ て 、 を の 命 減 ぼ ば きん と 欲す れ ば 、 没 
額 に 手 を 当て 大 きく 〈 息 を 吸い 込み て 、SUFFOCATE の 魔力 を も ち う で し 。 
SUFFOCATE す な わ ち 聖なる 力も ち て 、 魔 6 の の 息 を ふる さる ぎ 、 死 に いた 
らし め よ うと する みわ ざ な り 。 この 魔力 、 地 を い て 皿 吹 し た る 物 の み に 効 果 
ある も の な れ ば 、 地 の 象 の 魔 $6 の に は 魔力 能 わ ざる も の な り 。 


S ABSOKB 


六 、 邪 悪 な る 魔 $6 の と 出会い て こ れ を 倒さ ん と 欲し 、 魔 $ の の 命 の と も し 火 
奪い 去ら ん と 思わ れ ば 、 波 魔 も の に 向け て 拳 を か ざし 、 ABSORB の 魔力 使 
2 べし 。ABSORB す な わ ち 神々 の 力 に て 魔 も の の 生命 力 を 奪い 去る も の な 
れ ば 、 魔 6 の た ち ま ち そ の 場 に 倒れ 果て る な り 。 こ の 魔力 、 霊 の 高揚 に より て 
起こ せ し み わざ な れ ば 、 邪 悪 に より て 魔力 乱 き れん こと ある な り 。 


S SUPERSONIC 


次 、 神 々 の 奏で し アス トラ ル の 音楽 を も ち て 、 魔 も の 例 る ん と 欲す る と き は 、 
液 右 手 の 中指 を も ち て 空 に 十字 を 切り 、SUPERSONIC な る 磨 力 使 うべ 
し 。SUPERSONIC す な わ ち 聖なる 神々 の 音楽 な れ ば 、 邪 悪 な る も の こ 
の 調べ 有 耳 に し た る と き 、 た だ た ち ま ち 喜 膜 破り て 倒れ 果て る な り 。 こ の 力 形 ある も 
の に の みろ 効果 あら ば 、 す が だ た な き 邪 圭 に は 魔力 な お よ ば ざる な り 。 
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§ DEG-POISON 


泊 、 聖 な る 薬 も ち て 魔 も の 倒 き ん と 欲す れ ば 、 液 右手 を も ち て 砂 を 一 所 りつ 
か みて 、 そ れ を 自ら の 周囲 に 降り まき 、DEG 一 POISON の 魔力 も ち う る 
べし 。DEG 一 POISON す な わ ち 神々 の 聖なる 楽 な れ ば 、 邪 悪 な る も の を 
追い か け そ の 魔力 に より て 清め る な り 。 魔 も の 邪悪 な る ゆえ に 命 与え られ し ちゃ 
の な れ ば 、 こ の 魔力 に より て か た ちあ る 魔 も の だ ち ま ち 減 び 去 る も の な り 。 


S BLAST BLADE 


湊 、 聖 な る 風 を 呼び て 邪悪 な る 魔 も の 切り 刻ま ん と 欲す れ ば 、 液 敵 に 向かい 
て 息吹 き ふ きか け 、BLAST BLADE の 魔力 を 呼び さま すべ し 。 BLA 
ST BLADE す な わ ち 聖なる 風 を まき 起こ し 、 そ の 風 の 魔 力も ち て 魔 $ の 


切り 刻む な り 。 この 魔力 、 火 と 水 と 風 の 魔 力 を も ちい 聖霊 を あや つる も の な れ 


ば 、 大 地 の 象 な る 磨 も の の み 力 及ぶ な り 。 


S ASIKAL FIRE 


液 、 邪 悪 な る 霊 と 闘い て 、 こ の 那 霊 聖 な る 炎 で 焼き 減ずる きん と 欲す れ ば 、 液 
右手 の 小指 に て 額 に 十字 を 切り 、ASTRAL FI RE の 魔力 呼び 起こ すべ 
し 。ASTRAL FIRE す な わ ち 魂 を 焼け る 炎 な れ ば 、 邪 悪 な る 霊 た ち ま 
ち 炎 の 電撃 を 受け 、 そ の 場 に 倒れ せ し む る な り 。 この 魔力 、 霊 性 に の み 効 力 を 
発する 魔力 な れ ば 、 地 水 火 風 な る 四 象 の 魔 $ も の に は 魔力 なむ お よ ば ざる な り 。 
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§ DEG-THUNDER 


洪 、 聖 な る いか づち を も ち て 、 著 悪 な る 魔 $6 の た ち 減 ぼ き ん と 欲す れ ば 、 天 
に 向かい て 十字 を 切り 、DEG 一 THUNDER の 魔力 現れ ん こと を 祈る べし 。 
DEGーTHUNDER す な わ ち 神々 の 聖なる いか づち な れ ば 、 天 空 高 〈 雷光 
光り 輝き 、 液 を 取り 囲み し 邪悪 な る 魔 も の た ち を 、 こ と ご と く 打 ち 減 ぼ す な り 5。 
この みわ ざ 、 交 ある も の に 効力 と ど む れ ば 、 邪 霊 そ の 限り に あら ず な り 5。 


S SUCTION 


浴 、 邪 悪 な る 霊 と 闘い て 、 そ の 霊 体 自ら の 体内 へ 吸収 せしめ ん と 欲す れ ば 、 
六 、SUCTION の 秘 儀 に より て 、SUCTION の 魔力 も ち う ご し 。 SU 
CTION す な わ ち 寺 体 を 吸収 せ すし む る も の な れ ば 、 液 の 霊 性 高まり て 、 液 の 
身体 を いで て 身 ち と り ま き 、 液 に 触れ し 霊 体 を 、 こ と ご と く 吸 収 せ し むる な り 。 
この 魔力 、 圭 体 に の み 働 くも の な れ ば 、 他 の 魔 $ の 効能 わざ る な り 。 


S DEG - NEEDLE 


液 、 邪 悪 な る 魔 6 の と 闘い て 、 神 々 の 力 召喚 せしめ 、 聖 な る 矢 を も ち て これ 
を 追い 散ら る ん と 欲す れ ば 、 知 識 の 神 、 生 命 の 神 、 調 和 の 神 、 大 地 の 神 の 力 召 
喚 せ し むる べし 。 こ れ DEG 一 NEEDLE の 魔力 な れ ば 、 神 々 の 力 す な わ ち 
汐 の 前 に 現れ 、 魔 も の こと ご と くく 追い 散ら し 、 有 魔 も の の 命 す みや か に 奪い 去る 
も 6 の な り 。 こ の 魔力 、 邪 悪 な る 霊 に お いて は 効力 能 わ ざる な り 5。 
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液 、 水 と 風 と 大 地 の 邪 霊 と 闘い て 、 燃 える か る 災 の 星 も ちい て この 魔 も の 減 
ぽ き ん と 欲す れ ば 、 液 魔 も 6 の を 指 き し て 、「STAR FLARE」 な る 呪文 唱 
ぅ うべ し 。 こ の 呪文 炎 の 精 の 魔力 喚起 せ し も の な れ ば 、 火 炎 の 星 八 方 に 飛び 散り 
て 、 液 の 敵 を 打ち 砕 か ん 。 こ の 魔力 火 の 精 霊 サ ラマ ンダ ー の みわ ざ な れ ば 、 サ 
ラマ ンダ ー と 同じ 火 象 の 魔 $6 の と 霊 性 に お いて は 、 を その 力 及 ば ざる な り 。 


S ROCK RAIN 


液 、 邪 寺 な る 魔 も の に 襲 われ 、 窮 地 に 追 選 まれ し と き は 、 天 空 の 高み を 仰ぎ 
て 「ROCK RAIN」 の 祈り きる で で し 。 こ の 祈り 天 の 神 々 に 届け ば 、 空 
の 高み より 神々 の 投げ ば し 岩 の 塊 降り 注ぎ て 、 魔 6 の こと ご と く 打 ち 砕 か れる な 
り 。 こ の 魔力 、 か た ちな す も の の 身体 、 岩 を も ち て 打ち 砕く な れ ば 、 姿 な き 邪 
悪 な る 霊 に お いて は 魔力 及ば ざる な り 。 


S DESTROY E. 


キン キン キン ヤン ニヤ こそ イン イン すこ 


液 、 邪 悪 な る 地 を 届 う 魔 $6 の に 襲わ れ し と き は 、 大 地力 あら ん か ぎり 蹴 り て 、 
「DESTROY E.」 な る 呪文 唱 う べし 。 こ の 呪文 、 火 と 水 と 風 の 精 霊 並び 
に 神々 の 聖なる 御霊 喚起 せ し わ ざ な れ ば 、 す な わ ち 火 は 大 地 を 焦がし 、 水 は 大 
地 を 覆い 、 風 は 大 地 を 風化 せしめ て 、 神 々 の 力 と あい 重なり て 天変 地異 を 起こ 
す も の な り 。 地 を 刀 い し 邪悪 な る 地 象 の 魔 6 の こと ご と く 減 び 去 らん や 。 
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S DEATH 


次 、 命 な す 邪 悪 な る 魔 $6 の に 、 死 な る 宿命 あい 与え ん と 欲す れ ば 、 戦 い の 神 
に 勝利 白 り 、 神 秘 の 神 に 運命 の みわ ざ 習 い 、 生 命 の 神 に 命 の すべ を 閉 き 、 調 和 
の 神 、 地 下 の 神 に 安息 の みわ ぎ ざ 願 うべ で し 。 こ れ DEATH 魔 法 す な わ ち 生き と 
し 生け る も の の 、 を その 最後 の 宿命 な る も の な れ ば 、 邪 悪 な る 液 の 敵 た な ち ま ち 息 
絶え て 死に に だ なら しむ も の な り 。 こ の 魔力 既に 生 な きも の に は 力 能 わ ざら ん 。 


S DEG-DELUGE 


液 、 邪 悪 な る 魔 $ る の と 開い て 、 大 二 を 起こ し これ を 倒さ る ん と 欲す れ ば 、 邪 悪 
な る 液 の 敵 を 指 き る し て 「DEG 一 DELUGE」 な る 呪文 唱 う で し 。 DEG 一 
DELUGE す な わ ち 神々 の 起こ せ し 大 雨 な れ ば 、 邪 悪 な る 魔 も の の 後 を 追い 、 
也 な る し ずく 降り 注ぎ て 、 魔 も 6 の こと ご とく 倒 し 去る な り 。 この 魔力 、 水 の 精 
報 ウ ン デ ー ネ の みわ ぎ ざ な れ ば 、 こ の カ 水 の 象 に は 及ば ざる な り 。 


S DESIROY S. 


液 、 邪 悪 な る 霊 に 襲わ れ 宙 地 に 追 込 まれ し と き は 、 邪 悪 な る その 敵 を に 6 ら み 
て 、DESTROY S. な る 魔力 召喚 すべ し 。 DESTROY S. す な ゎ 
もち 邪悪 な る 霊 を 減 び 去ら し めん 術 な れ ば 、 神 々 と 四 大 精霊 の ちか ら そ こ に みな 
ぎり て 、 邪 悪 な る 霊 の こと ご と く 〈 減 びき る な り 。 こ の 魔力 、 霊 体 の み に 効 果 あ 
り し も の な れ ば 、 他 の 魔 も の に 対し て は 力 な きも の な り 5。 
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S NAPALM 


次 、 水 風 大 地 の 象 の 麻 も の と 闘い て 、 加 な る 炎 も ち て これ を 燃やし 去ら ん と 
欲す れ ば 、 液 神 に 祈り て 、 生 命 の 炎 に 神秘 と 魔力 を 調和 る せ 、 地 下 な る 神 に こ 
れ を さる で で し 。 こ れ NAPALM の 魔力 、 す な わ ち 聖なる 炎 燃 や し て 、 魔 も 
の だ た ち ま ち 焼 き ほ ろ ぼ る ん と する 魔力 な れ ば 、 液 に 敵対 する 邪悪 な る も の 、 す 
べ て 焼却 せ し む も の な り 。 されど 形 な きも の 、 火 象 の も の 力 及 ば ざる な り 。 


S DESTIKROY 下. 


液 、 邪 悪 な る 火 象 の 麻 も の に 租 わ れ 、 鍋 地 に 追 込 まれ し と き は 、 液 征 を 大 地 
に ふん ば り て 、DESTROY 和 下. な る 魔力 を 召喚 せよ 。DESTROY 
F. すなわち 火 象 な る 邪悪 な 魔 $6 の を 減 び 去ら し めん 魔力 な れ ば 、 水 の 精 、 風 
の 精 、 大 地 の 精 と 、 神 々 が 送り し 聖霊 の 力 に より て 、 火 象 の 魔 も の こと ご と 
減 び る る な り 。 この 魔力 すなわち 火 象 の 魔 も の の み に 効 果 あ らし めん 。 


S JET STORM 


液 、 邪 悪 な る 四 象 の 磨 も 6 の と 闘い て 、 強 大 な る 嵐 起こ し この 魔 $6 の こと ご と 
《 吹 き 層 ば し せしめ ん と 欲す れ ば 、 魔 も 6 の に 対し 液 の 足 吹 き ふ きか け 、J ET 
STORM の 呪文 唱え る ご し 。 JET STORM すなわち 強大 な る 寺 波 の 風 
な れ ば 、 魔 力 八方 に 及び て 、 い ずれ の 魔 $6 の も こと ご と 吹き飛ば し 去る な り 。 
この 嵐 神々 の 力 に より て 起こ り し も の な れ ば その 力 強 大 な る な り 。 
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S DESTROY A. 


六 、 邪 悪 な る 風 象 の 魔 $ も の と 闘い て 、 窮 地 に 追 込 まれ し と き は 、 液 た だ ち に 
胸 の 前 に 十字 を きり て 、 神 々 に DESTROY A. の 魔力 の 召喚 を 祈る べし 。 
DESTROY A. すなわち 風 象 な る 邪悪 の 魔 $ も の を 減 び 去ら し めん 魔力 な 
れ ば 、 火 の 精 、 水 の 精 、 大 地 の 精 お よび 、 神 々 が 遣わ し だ る 聖霊 の 力 に より て 、 
風 象 の 魔 $6 の こと ご と く 減 び 去 る な り 。 こ の 魔力 風 象 に の み 効 果 あ らし めん 。 


S IGNISION 


人 让 


汝 、 那 惠 帮 三 魔 起 O0 上 出 会 仆 志 、 神 尺 0 与 元 炎 四 弹 如 如 六 工 魔 让 0D 红 火 多 
放ち もち 、 こ れ を 焼却 せしめ ん と 欲す れ ば 、 液 戦い の 神 、 風 の 神 、 神 秘 の 神 、 調 和 
の 神 の それ ぞ れ に 祈り を 捧げ 、IGNISION の 儀式 なおこ な うべ し 。 こ の カカ , 
汐 も ちい れ ば 、 す な わ も ち も 液 の 目 の 前 に 火 の 弾 現れ 、 魔 も の に 飛び ゆき て な だ も ち ま 
ち 邪 悪 な る 魔 $ の 焼き 葬る な り 。 こ の 力 火 象 の も の 、 形 な きも の に 効果 能 わ ず 。 
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S ANTI-MAGIC 


激 、ANTIーMAGIC の 術 も ち う る 時 、 黄 金 の 光 泊 を 囲み て 、 そ の 身 を 


護 ら ん と す 。 す な わ ち 、 地 の も の 、 火 の も の 、 水 の も の 、 風 の も の 、 霊 の も の 、$ 


存在 する すべ て の 魔 $ も の 、 そ の 力 を 失う な り 。 た と え 邪 悪 な る も の 身 の 先 一 す 
に 迫 れ ども 、 液 が 身 に 触る る こと な し 。 液 、 こ の 術 も ち う る 時 、 ひ と つと し て 
笛 る る も の な し 。 


S SWOON 


宣 鳴 き 、 稲 妻 は その 矢 で 邪 杜 な る も の ども を 打 た ん 。 不可 思 義 な る か な 。 


この 稲妻 に 打 た れ し も の ども 、 生 気 失 いて 動く こと あ た わ ず な り ム 。 神 の 稲妻 * 


b ちい て 魔 も 6 の ども の 生気 を 損 い 、 そ の 動く を 止む る は 、 こ れ SWOON の 魔法 な 
り 。 但し 心 せ よ 。 生気 を もち つも の に は 恐る べき 力 を 及ぼ す 魔 法 な れ ど 、 す で に 
生気 を 失い し 圭 の も の に は 、 こ の 効き め な きも の な り 。 


S SHIELD 


魔 6 の ひと つ を も 、 液 と その 仲 問 に 近づく る こと 避け た し 時 は 、 狩 り の 女神 た 5 
る アデ アルテミス な る 神 と 、 生 命 を 握り し 光 の 神 に 祈る で し 、 き 6 ば SHIEFELD% 
の 魔力 、 液 に 与え ら る る も の な り 。SHIELD と は 、 聖 な る 大 橘 な れ ば 、 流 3# 


と その 仲間 を あら ゆる 邪悪 の 手 よ り 護る も の な り 。 こ れ 大 いな る 神 つ くり た ま 
いし 展 な れ ば 、 ひ と つと し て 能 く これ を 破壊 する 魔 も の な し 。 
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租 い きた る も の が 形 あ る も の と 認 む る 時 は 、 液 、 挙 で 天 を 突き 「GO MA 
D」 と 唱 う で し 。 たちまち 三 の 光 天 よ り 飛 びき だ た る 。 三 の 光 は 万 物 の 怒り な り 。$ 
これ 形 あ る も の を 打ち し 時 、 そ の も の 怒り 狂い つい に は 恐れ 正気 を 失い て 、 あ 
る も の 震え む お の の き 、 あ る も の は 狂い 歩く 。 こ れ 狂 乱 の 魔法 な り 。 但し 形 な き 
も 5 の 、 す な わ ち 霊 の も の に は 効果 あ た わ ず な り 。 
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S IURN SPELL 


液 、 ひ ざま づき 、 両 の 手 を 胸 の 前 に 想 みて すべ て の 疾 な る も の に 祈り し 時 、 筑 
TURN SPELL の 魔力 あたえ ら る る な り 。 地 ・ 火 ・ 水 ・ 風 より 生ま れ た 綴 
る も の すべ で て 、 ま た だ 霊 の 長 た る 神 な ど 、 聖 きも る の 寄り きだ た だり て 、 そ の 力 を 貸 き こ 
ん 。 より て 、 い か な る 魔 6 の が 放つ 力も 、 液 を 損 う こと 能 れ ず 。 そ れ の みな 6 ず 、 狗 
魔 も 6 の の 力 は 液 が も の と な り て 、 其 を 発する 魔 も の に 返り ゆか ん 。 人 
S JCE WALL 人 

波 を 護る は 大 神 の 橋 の み に あ ら ず 。ICE WALL の 術 も ち う れ ば 、H 昌 き 祷 
水 穴 に 時 を 越え 眠り た る 精霊 の 封印 し か れ 、 そ の 冷気 一 千里 を 思い て 、 液 が 身 狼 
を と り 巻 か ん 。 こ れ す な わ ち 氷 の 桶 と 呼び 、 氷 の 精霊 、 液 に 従う こと の し る し 维 
な り 。 液 、 友 と 旅 す る こと 、 友 を も 護る 大 橘 と な らん 。 但し 氷 の 精霊 は 、 水 の 等 
も の ・ 霊 の も の の 準 属 な れ ば 、 こ れ に 属す る 魔 も の ども を 防ぐ こと 能 わ ず な り 5。 訟 
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激 、 邪 悪 な る も の ども に 一 瞬 の 聖 き 心 伝 えて 、 そ の 戦い を 止め ミ せ ん と 欲す 
る 時 は 、 月 の 山 の 頂 き に る し か か り し と き 、 知 恵 あ る 神 と 愛 あ る 神 に 、 窒 待ち 
の 花 を た むけ て 、 平 和 あ らん こと を 神々 に 祈る べし 。 こ れ PEACE の まじ な 
いな れ ば 、 邪 な る 心 と 、 破 壊 、 む る ぼり に か られ る 有 諾 も の ども みな 、 神 々 の 知 
恵 を た まわ り て 、 し ば し な ご み の と き を も て る も の な り 。 


S LOST MEMORY 


光 、 大 勢 の 秩序 ある 敵 に あい 向かい て 、 こ の 難 を 避け ん と 欲す れ ば 、 波 敵 に 交 
右 な る 手 を か ざし 、 そ れ を 円 弧 を を が く よ う に ゆる や か に 回 す な り 。 こ れ す な 維 
ゎ わ ち LOST MEMORY の 魔力 引き 出せ し 儀式 な れ ば 、 火 の 神 、 風 の 神 、 娠 
調和 の 神 そ れ ぞ れ 汽 に 力 貸 し て 、 液 の 敵 た る 魔 も の の 記憶 こと ご と くく 忘却 せ し 狼 
め 、 よ っ て 液 の 敵 我 を 忘れ 秩序 な く 歩 きま きわ り て 、 す な わ ち 闘志 な くす な り 5。 窓 
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S HHYPNO1IIZE 


汝 、 地 上 四 那 恶 O 和 OOE も を 意 の まま に 操 ら ん と 欲す れ ば 、 東 方 の 魔術 師 が 代 
伝え た る HYPNOTI ZE の 魔法 を も もち うる べし 。HYPNOTIZE を ぉ 代 
に な いた れ ば 、 導 、 静 寂 、 幻 を 支配 し た まえ る 三 の 王 現れ 出 で 、 魔 6 の の 心身 を 3 
見 え 史 糸 で 捕え た まう 。 魔 も の ども 、 我 知ら ず の うち に 戦う こと を 忘れ 、 路 を 返 儿 
し 、 液 より 離れ ゆく も の な り 。 但 し 、 悪 霊 ど も に その 効果 能 わ ざれ ば 、 心 せ ょ 。 
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S SLEEP 


魔 も の ども 動 ず な り ぬ 魔力 、 こ れ SLEEP の 魔力 な 5。S LEEP と は す な 
わ ゎ わ ち 眠り の こと に て 、 こ の カカ は し ず か の 神 の みわ ざ な り 。 神 、 そ の 白 〈 細 き 指 
を も て 、 夢 、 幻 、 想 の 3 の を 操り た まう 。 そ れ に 触れ し 魔 6 の ども 過 り に つき 
て 、 指 ひと つも 動か ね も の な り 。 だ た だ だ 、 有 上 過 る も の は 身体 を も ち だ る も の の み に 
て 、| 肉 を 持た ぬ 電 の も の に は 、 効 果 な きも の な り 。 


S D-HYPNOTIZE 


液 、D 一 HYPNOT 1 ZE の 魔法 を も を おこなえ ぇ ば 、 邪 悪 な る も の 払う に 難 は 
な し 。DーHYPNOT 1I ZE と は 、 魔 も 6 の に ま ど わ し の 術 を か け 、 液 より これ 
を 遠ざけ る 術 な り 。 ひ と だ び ぴこ の 魔力 に 触る る も の は 、 液 を その 最も 嬢 う も の 
と 思い 、 逃 げ ま どう 。 火 襲 が 水 を 避け 、 ク ラー ケン が 火 を 恐る る ご と く な り 。 
偉大 な 魔法 な れ ど 、 生 くる も の の 恐れ を も だ ぬ 寺 体 に は 効 あ ら ざ る も の な り 。 


S BLIND 


液 、 魔 も の ども の 日 を 損なわ ん と 欲す れ ば 、 持 ち た る 武器 を 胸 の 前 に 捧げ 持ち 、 


高き 岩山 に 登り て 朝日 を 受け 、 そ の 武器 に BL IND の 魔力 を 宿 ら せよ 。 戦 に 
お いて 液 を その 武器 を も ち う れ ば 、 そ の 弾丸 四方 私 方 に 飛び ゆき て 、 悪 な る も の 
の 日 を 射 抜く で あろ う 。 見 え ぬ ゆえ に 液 を る が し て 右往左往 、 を その 動き 弱まり 
ね な り 。 
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S INVINCIBLE 


疲 、 朝 義 に た わせ れ つつ 、 百 光 の 泉 で 身 を 浄 め よ ょ 。 し か る の ち に INVIN 
CTIBLE の 術 を お こ な え ば 、 液 の エネ ルギー、 も と の 十 倍 に ふく 65 む な り 。 
INVINCIBLE と は すなわち 無敵 の こと な れ ば 、 液 の 力 に 匹敵 する も の 
は な し 。 い か な る 魔 も の も 邪悪 の か も 、 液 の 髪 一 本 を も 切る こと で き は せめ で あ 
ろう 。 これ 力 の 源 、 太 陽 の 助け を 受 く 4 魔法 ゆえ な り 。 


S FOG BANK 


疲 、 数 多き 敵 に と りか こま れ 、 安 全 な る 逃げ 道 拓 いた る と き は 、 風 の 神 と 神 8 


秘 の 女神 の 力も ちち いて 、FOG BANK の 魔 力 の 力 呼び 起こ すべ し 。 こ の 魔 
力 す な わ ち 神秘 の 毅 を 風 に の せ 、 液 を つつ みて 敵 の 目 を て ら ま きる ん と する も の 
な れ ば 、 こ の カカ に より て 液 守 られ 、 敵 と 相対 し て も 液 少 し も 損なう こと な きも 
の な り 。 この カカ 地 な る も の 、 火 な る も の に の み 効 果 表 す も の な り 。 


S BARRIER 


次 、 四 象 の 魔 $ も の 及び 悪霊 より 身 を 守る こと を 欲す る 時 は 、 両 手 の 指 を 組み 
て 地 を た だ き 、 し か る の ち に 天空 に 向かい て 「BARRIER」 の 呪文 を 唱え 


ょ 。 黄金 色 の 光 が 湊 及び 友 を 守護 し 、 す べ て の 魔 も の 液 に 近寄る 能 れ ず な り の 。 
黄金 色 の 光 こ れ す な わ ち 液 が も ち だ る 魂 の 燃 ゆ る 色 、 加 えて 地 水 火 風 の 精霊 寄 $ 


り 来 り て 護る が ゆえ に 、 い か な る も の より 生ま れ し 魔 も の も 力 失 うな り 。 
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S CONEUSION た 
た 

邪悪 の 力 を も ち た る 魔 6 の ども 、 大 挙 し て 朋 い 来 た り し 時 は CONFUSIO 儿 
N の 魔法 の 力 を 仰 べ べし 。 地 ・ 火 ・ 水 ・ 風 四 象 の も の ども より 埋 の 6 の ども ょ ま 店 
て 、 人 存在 せ る すべ て の 魔 $ の この 魔力 に 触れ し 時 は 、 分 別 を 失い 、 言 葉 を 失い て 、 た 
鹸 ・ 味 方 の 区 別 を 持た ず 。 魔 も の の ちか ら 封 ずる に より て 、 泊 を 前 うこ と 稚 わ ず 。 外 
だ た だ 地 を は い 、 宙 を 走る の み 。 恐る べき 混乱 の 魔法 な り 。 た 


S NEGATE 


料 の 神 、 時 間 の 神 に と を い 願 いて 、NEGATE の 魔 カ も ね ち う で し 。 こ の 魔力 沈 
の 呪縛 に より て 時 の 流れ を 止め て 、 魔 6 の ども の 動き 鎮め し 魔力 な れ ば 、 液 
だ ち ま ち 動 き 止 まり て 、 魔 も の 液 を 損なう こと な きも の な り 。 た だ 液 、 時 の 神 
の 加護 に あず か る 者 な ら ば 、 液 止ま り し 時 間 を 超越 せ し む る も の な り 。 


S SCARE 


t 了 


+ 1 t ( t T 1 * t t * D D f 
2 12 LO レス 挟 の 


敵 な る 魔 る も の ども に 芯 れ を 植え 、 追 い 払わ ん と 欲す る 者 は 、S CARE の 魔法 
を も ち う べし 。 まず 両 の 腕 を 変 差 させ 、 十 字 を つく り 、 声 を は りあ げ 「SCA 
RE」 の 呪文 唱え よ 。 これ 万 物 、 宇 宙 に 在 ず る すべ て の も の を つく り た まい し 
僅 大 な る 神々 の 聖なる 力 を 液 に 宿 ら せ し 魔 法 な れ ば 、 聖 な る 力 を 嫌う 魔物 じ も 、3 


い 
除 。 溢 、 魔 6 の に と た りか こま れ 、 そ の 動き 止め ん と 欲す る と き は 、 破 境 の 神 、 呪 
ez 流 を 恐れ て 、 逃 げ 去り し も の な り 。 
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S CHAIN 


光 、 大 地 の 魔 も 6 の の 力 を 避け た き 時 は 、 CHAIN の 術 が 効 あ りな ん 。 CHA1 
N の 術 と は 、 ト 級 の 魔術 師 も 使う 術 な れ ば 、 易 きこ と この 上 な けれ と ど 、 ま だ る 
の 効果 も 薄 き も の と 知れ 。「CHA IN」 の 呪文 と な える の み に て 、 地 より 出 で 
し 有 魔 6 の ども 、 動 か の ず な り ぬ 。 他 し 、 ひ と た だ たび の 呪文 に より て は 、 だ だ 一 体 の 地 
の 魔 6 の より ほか に 動き を 封 ずる こと 能 れ ず な り 。 


S STILL AIK 


波 、 空 気 よ り 生 まれ し 邪悪 の も の に 悩ま され し 時 は 、 風 封じ を お こ な え を 。 風 
封じ と は 、STILL AI R の 魔法 の こと な り 。 液 、 ま な こ を 閉じ ST1 
LL AIR」 に と 唱 える べし 。 空気 の 流 ぁ る を 止む る ゆえ に 、 空 気 に と け て 如 
を な す も の ども も 動く こと 能 わ ざる な り 。 但し 、 呪 文 ひ と つ で 風 の 魔 6 の ひと 
つの 動き を 封 ず る の み と 知 れ 。 


S SIILL WATER 


STILL WATER の 術 、 こ れ も 1 魔法 の うち で 最も 易 き も の の ひと つ な 
れ ど 、 液 が 水 に 属す る 敵 に あい 対す る 時 、 そ の 効 あ り が だ た き 術 な り 。 右 の 人 さき 


し 指 に て 、 空 に 「STILL WATER」 の 文字 を 書く べし 。 水 に 属す る 敵 、# 


火 に 遇 いた る が ご と くに 動か ず な り ぬ 。 但し 、 下 級 の 術 に より て 、 ひ と だ びに 
一 体 の 火 の 魔 も の を の み 、 封 ずる も の な り 。 
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S PROTECT 

泊 が その 身 を 護る に 益 あ る も の に 、 "強固 な る 橋 ” と いう が あり 。 こ れ を 手 に 
入る る 法 を すなわち PROTECT の 法 と 言い 。 鉱脈 王 に 願い て 橘 を た まう も 
の な り 。 この 桶 、 命 も ち た る 金属 オリ ハル コン を も ち て つく られ 、 溶 岩 王 の 熱 
き 息 吹 と 岩石 王 の 拳 に より て 鍛え 上 げ ら れ し 、 最 強 の 桶 な り 。 悪し き 者 ども 
ひと つと し て これ を 通る こと 能 う は ず は な し 。 


S FIRE WALL 


光 、 地 底 に 住む も の 、 水 に 寄り し 魔 も の 、 空 気 に 隠 れ し も の を 避 く る こと 欲す 
る 時 は 、 火 の 橋 ^ を も ち う る が よし 。“ 炎 の 栃 ” は FIRE WALL の 魔法 
に より て 与え ら る る 橋 な り 。 火 の 精 、 泊 に 力 を 貸し た も う て 渦 まく 火 火 を 壁 ょ 
な し 、 魔 も の ども を 防ぐ 。 この 火 火 の 壁 を 呼び て すなわち で 火 の 栃 ^ と 言う も の 
な り 。 但し 、 同 じ 〈 く 火 よ り 生 まれ し 魔 6 の と 、 悪 霊 に は 効 な きも の と 知れ 。 


S JLLUSION 


洪 の 敵 数 多く 、 乱 れ 動 き て 液 を 毅 う な ら ば 、 そ の 動く カカ を 弱 む る が よし 。 1 
LLUSION の 術 が 敵 な る 魔 も の の 動き を 弱 む る に 効果 あり 。 但 し 、 魔 6 の が 
いか な る も の か 、 両 の 目 で 間違い な 〈 見 定め よ 。 それ が 生身 の 身体 を 持た ぬ 邪 悪 
な る 霊 な れ ば 、 こ の 術 も 6 もち う る こと 危険 な れ ば な 5。 霊 に 属さ きぬ 魔 6 の に 対し て 
は 、 だ め ら いな く 「ILLUS ION」 の 呪文 を と な える で し 。 


S DISPEL 


浴 、 邪 悪 な る 敵 の 魔力 に か か り て 、 身 体 の 自由 きか ざる こと あ 6 ば 、DIS 
PEL の 魔力 も あ ち う べし 。DISPEL す な わ ち 邪悪 な る 力 追 い 払い し 聖なる 


魔力 な れ ば 、 液 の 身体 に か か り し 邪悪 な る 力 こ と ご と 〈 く 追い 払い 、 液 の 身体 聖 # 


な る 力も ち て ぬ で い 清め て 、 液 の 身体 邪悪 な る 魔力 の カカ より 開放 せ し む も の な 
り 。 きら ば 流 再 び 身 体 の 自由 も どり た る な り 。 
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S SPELL BOUND 


次 、 魔 力 を も ち て 魔 も の の 動き 止め ん と 欲す れ ば 、SPELL BOUND 
の 呪い 、 魔 6 の に か ける べし 、 す な わ ち 液 呪縛 と 魔力 と 調和 の 神々 に 祈り を る 
き げ 、 古 来 よ り 伝 わり し 九 字 の 秘法 を も もち て この 魔力 を 召喚 すべ し 。 魔 も の た 
ち ま ち 全 身 金 績 り に あい て 、 身 動き と れ ざ る も の と な り ぬ ね 。 こ の みわ ざ 神 々 の 
気 高 き 魔 力 な ら ば 、 こ の 力 及 ば ざる 敵 な き な り 


8 STILL FIRE 


波 を 能 わ ん と する 火 の 悪 魔 、 悪 免 ど も の 力 を 封 ず る に は 、STILL FIR 

E が よき 魔法 な り 。 水 に 手 を 浸し 、「STILL FIREI 上 唱 5NLo 火 0 
魔 も の を 鎮め る は 水 の ア スト ラル な れ ば 、 水 の 精 党 の 力 を 借り る が よし 。 但 し こ 
の STILL FIRE の 魔法 、 下 級 の 魔術 師 の も ち う る 易 き 術 な る が 故に 、 
火 の 魔 も の 一体 の 動き を 封 ず る ば か りな り 


S S. CHAIN 


次 、 寺 の 亜 な る も の に 温か れ 、 苦 し め ら れ し 時 、 そ の 霊 の 動き を 止む る 術 を 

も ちい る こと 、 可 な り 。 こ の 術 を 呼び て S. CHAIN の 術 と いう 。 ひ と た だ たび 
「S. CHA IN」 の 呪文 を 唱え れ ば 、 液 に つき まとい 、 呪 績 する 霊 、 動 か ず 
な り め 。 但し 数 多く の 霊 流 を と り 囲 み 襲 い 来 る と き は 、 効 率 よ き 術 と は 言い 難 
し 。 な ぜ な ら ば 、 こ の 呪文 、 ひ と だ びに 一 体 の 動き 止む な る の みな れ ば な り 


S EXOCISM 


液 、 邪 悪 な る 霊 に と りつ か れ 、 ま だ は つき ま と わ れ て 悩ま る れ し と き は 、 生 
命 の 神 、 神 秘 の 神 、 調 和 の 神 に 祈り て 、EXOCI SM の 儀式 なこ な うべ し 。 
EXOCI SM すなわち 邪悪 な る 霊 を 払い し 儀式 の 魔力 な れ ば 、 地 水 火 風 の 精 
霊 た ち ま ち 液 の も と へ 集い まい り て 、 液 を 苦し め 惑 わす 邪悪 な る 筐 、 だ ち ま ち 
払い 清め 、 液 再び 命 の 力 満 ちあ ふる る よう に な る な り 。 


和 






YY LT LA LT LA LU LrT LTLLT LI AIL AT LT LI AL YAS 
* 4 1 


2 人 2 ジィ ン す シイ ンタ ン イ オン イン イン サン イン イン タン イン イン 


S GRIT WEAKEN 


液 、 魔 力 を も ち て 敵 の 攻撃 せん と し た る 意志 を 喪失 せしめ ん と 欲す れ ば 、 液 
敵 の 日 を に ら 6 み 、 呪 縛 、 神 秘 、 幸 運 、 調 和 の 神々 の 力 を あい 混ぜ て 、GR1IT 
WEAKEN の 魔力 召喚 すべ し 、 こ の 魔力 すなわち 敵 の 闘争 せん と する 本 能 を 
呪縛 し 、 神 秘 の ベー ル で 包み 隠 る ん と する も の な れ ば 、 す な わ ち 敵 の 攻撃 力 の 
鈍く て なり て 、 液 の 損なわ れ し 危 険 減ら す も の な り 
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S SENILIIY 


魔 $6 の ども の ちか ら を 減ずる 法 に 、SENILITY と いう あり 。 こ れ す な わ 
ち 、 道 に は ずれ し 邪 悪 な 魔 6 の の 生気 を 抜き 、 老 化 る させ る に より て 、 そ の 力 を 減 
ずる 法 と 見 よ 。 効力 を 現し む そ の 法 と し て は 、 左 の 中 指 額 に 置き て 十字 を 描き 
「SENILITY」 と 唱え を る が よし 。 肉 ある 魔 も の の カカ 、 い ち じ る し く 減 ずれ 
ども 、 す で に 生気 な き 霊 の も の に は 効 な き が 故に 、 こ の こと 心 に 留 む る で し 。 
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S SLOW 


汐 、 敵 の 動き を 読み 、 確 実 な る 攻撃 を な る ん と 欲す れ ば 、S LOW の 魔法 を 
も ち う る こと 最上 の 策 な り 。 SLOW と は すなわち 遅 さ きこ と の 意 な れ ど も 、 流 
の 動作 ゆる や か な ら ず 、 英 の 動き さ の 遅 さ きこ と を る さる す も の な り 。 つ まり は 流 「S 
LOW」 の 呪文 品 え れ ば 、 液 の 動き の 速 き 2 倍 に 増す が 故に 、 敵 な る 魔 $6 の の 動 
き が 遅 き も の に 見 ゆる 道理 な り 


S TURN UNDEAD 


次 、 邪 悪 な る 悪霊 に 出会い し 時 は 、 ク ェ シ ュ の 手 印 を 結び て TURN U 
NDEAD」 と いう 呪文 を 唱え よ 。 この 呪文 は 液 の 聖なる 清 い 心 を 喚起 せしめ 
て 大 いな る 聖なる 力 と な し 、 空 高く 舞い 上 げ 地 上 に 降り 注 が ん と する も の な 5 
UO RR 
患 ゆ え に 人 存在 し えた だ る その 姿 、 も は や 現 せ ざる ご と くく な らん 。 
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S LOST MORALE 


洪 、 魔 力 を も ち て 敵 の 攻撃 せん と し た る 本 能 を 失わ せ 、 す な わ ち 敵 を 消え う 
せしめ ん と 欲す れ ば 、 液 、 夜 の 女神 と 呈 の 神 、 愛 の 女神 と 呪縛 の 神 を あい 呼び 
だ まい て 、 そ の 力 に より て LOST MORALE な る 魔力 を 召喚 すべ し 。 こ 
の 魔力 空 の 高み に 昇り て 分 像 せしめ 、 そ れ に 触れ し 魔 6 の こと ご と く 開 志 を 捨 
て て 逃げ 去る も の な り 。 


S HOLY WATER 


洪 、 汚 れ し も の に 周囲 を 取り 囲ま れ て 、 い か な る 逃げ 道 ち な き に 至っ た ら 6、 
知恵 の 神 、 魔 力 の 神 、 神秘 の 女神 ら そ れ ぞ れ に 十字 を 切り て 祈り 、HOLY W 
ATERKR の 魔力 を と い 了 願う べし 。 この 魔力 すなわち 液 の 目 の 前 に て 聖水 八方 に 
飛び 散り 、 そ れ に 触れ し 魔 6 も の に 、 た ち ま ち バ プ テ ス マ を 授け 給 う な り 。 こ れ 


神 の 優し る な れ ば 、 清 め ら 6 られ し 魔 6 も の つま り 悪 意 抱か ず 開 志 減 少 す る 6 の な り 。 


S JIMIDITY 


六 、 邪 悪 な る 敵 に 囲ま れ 、 魔 力 を も ち て 敵 を いか くせ し めん と 欲す れ ば 、 商 
両 の 手 や 大 き 〈 広 げ 、 戦 い の 神 、 呪 縛 の 神 、 神 秘 の 女神 の 加護 を 祈り て 、TI 
MIDIiITY の 魔力 を 召喚 すべ し 。 この 魔力 、 液 の 敵 に 天変 地異 の まや か し を 
見 せ 、 液 を 力 ある 者 と 思い 知ら し め て 、 敵 の 恐怖 の 心 あ お り 、 障 病 な る 思い 抱 
か せる も の な り 。 これ に よっ て 敵 の 闘志 半減 な し むる な り 。 


S SAND STORM 


浴 、 邪 悪 な る 敵 の 追跡 や 、 基 な る 砂嵐 を も ち て 振り は ら お うと 欲す る と き は 、8 


液 ま ず ひ と 提 り の 砂 を も ち て これ を 風 に か ざし 、 風 と 魔力 を 司る 神々 に 加護 名 


い 願 うべ し 。 液 、 こ の 魔法 の 儀式 な こ な ぇ えば 、 す な わ ち 魔力 な る 風 ま き 起 こり 、# 


地面 の 砂 巻き あげ て 、 だ た ち ま ち 大 嵐 起こ る な り 。 魔 6 の これ を くら 6 わ ば その 束 
8 半分 に な る も の な り 。 風 の 魔 も の 風 や は 6 ら み て 力 増す な れ ば この 術 あ だ な 5 
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S HEAL 


流 、 邪 悪 な る 魔 $ も の と 戦い て 、 生 命 の 力 弱 # り し と き は 、 生 命 の 源 た る 光 の 
神 の エネ ルギー を 魔力 司 り し 神 に 頼み て 、 液 の 魂 に 降り 注 で べし 、 こ れ HEA 
L の 魔力 な れ ば 、 す な わ ち 液 の 生命 の 力 み な ぎり あふ れ て 、 溢 元 な る 力 宿 し 回 
復 す る も の な り 。 


S REJUVENATE 


流 、 長 き 時 間 の 流れ の 中 に 身 を お き て 、 あ る い は 邪悪 な る 魔力 に きい な まれ 
て 、 液 の 若き 生命 老い 衰え し た き は 、 生 命 の 根源 た る 神 に 頼み て 、 聖 き 魔力 を 
司 り し 神々 の 魔力 に より て 液 の 魂 の うち に 生気 みな ぎら せ だ たま いた る の ち 、 和 炎 
の 神 に 願い て その カカ 若 る と 変え た まわ る で し 。 液 この 魔力 を 使い し と き は 、 時 
の 流れ きか の ぼり て 、 液 た ちまう 若き 取り 戻し た る な り 。 


S ADD TO LIFE 


汐 、 強 大 な る 魔 も の に 闘い 挑 ま きん と 思い て 、 液 の 持ち えた る 生命 の 力 な な い 
っ そう 高め ん と 欲す れ ば 、ADD TO LIFE の 魔法 ちち う で し 。ADD 
TO LIFE すなわち 液 の 持ち うる 生命 の 力 に 、 宇 宙 に あま ね 〈 神 々 の 力 足 
し 加え て 、 液 の 生命 の 力 増 し た る も の な り 。 ' 
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S CURE 


六 、 邪 悪 な る 魔 $ の の 毒気 に 当たり て 、 生 命 の あや うき こと あり て 、 を の 癒 
し を 賜 ら ん と 欲す る と き は 、 生 命 の 力 み な ぎら せ た だ る を 光 の 神 に 願 い 、 毒 気 と 
次 の 身体 の 調和 を も ち て を の 力 消し 去り た る 魔力 た まわ る を 調和 の 神 に 願う ベ 
し 。 こ の 力 す な わ ち CURE の 魔力 な る な れ ば 、 液 た ち ま ち 神 々 の 癒し を 受け 、 
光 の 治癒 施せ し 者 た も 6、 た ち ま ち 解 書 せ し むち も の な り 。 


S RESURRECT 


六 、 邪 悪 な る 敵 に 倒さ る れ し 者 及び 、 そ の 魔力 に か か り て も は や 死 せ る 者 ども 
の 魂 を 、 再 び 菊 ら せ し めん と 欲す る と き は 、 生 命 の 根源 た る 力 操り し 神 の 力 と 、 
聖なる 魔力 使い し 神 の 力 、 そ の 2 つの 神々 の 力 を 調和 せしめ たる 女神 の 力 と を 
昌 喚 せしめ 、RESURRECT の 魔力 を 現す べし 。 こ の 魔力 すなわち 命 の と 
も し 火消 え し も の に 、 再 び 命 あい 戻す も の な り 。 


S SIONE FLESH 


液 、 自 ら 石 と な り し 仲間 、 あ る い は 魔 $ も 6 の の 魔力 に より て 石像 と 化し た る 仲 
間 救 な うと 欲す れ ば 、 石 像 の まわ り 円 を 胃 み て 、STONE FLESH の 魔 
力 吾 喚 す べし 。STONE FLESH す な わ ち 石 と 化し だ る その 者 の 身体 、 
再び 肉 な る も の に 幅 り せしめ て 、 命 の 炎 再 びと も す も の な れ ば 、 そ の 者 再び 引 
り て 液 と 共に 邪悪 な る も の と 闘う な り 。 
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S GIVE VIGOR 


液 、 敵 な る 魔 も の 利用 せしめ 、 そ の 命 の 力 増大 せん と 欲す れ ば 、GIVE V 
IGOR の 魔力 も ち う で し 。GIVE VIGOR す な わ ち 液 の 示し た る 魔 も 
の の 命 増 や す も の な れ ば 、 こ の 力 魔 $ の の カカ 強 大 に せ し む る も の な り 。 この 魔 
力も ち う る と き は 、 く て くれ で ぐれ も 注意 せしめ て も ち う で し 。 る も な くく は 液 の 敵 な 
る 魔 $ も の の 力 強 め て 、 か えっ て あ だ と な らし むる な り 。 


S MELI 


汐 、 凍 えつ きだ る 伸 間 及び 、 凍 結 し た る 者 再び 命 戻る ん と 欲す せれ ば 、 MEL 
了 了 な る 魔法 も ち て 、 そ の 氷解 か し 去る べし 。ME LT すなわち 命 の 炎 炊 や し せ 
し め て 、 う ちな る 魂 の 温もり た る に より 、 六 え し 身体 の 氷解 か し せしめ 、 再 び 
生命 宿 ら せしめ だ る 術 な れ ば 、 凍 ええ 死に し 仲間 及び 、 氷 に 閉 ざ る きれ し も の だ ち 
だ た ち ま ち 舞 生 せ し むる も の な り 。 
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S CHANGE AIR 


光 、 邪 悪 な が る も の と 出会い て 、 そ の 魔 も の に 知ら れ ざ る に その 傍ら を 通り 技 
けん と 欲す れ ば 、 流 聖なる 衣 ま と いて CHANGE AIR な る 魔力 使う べし 。 
この 魔力 すなわち 液 の 肉体 な ら び に その 身 に つけ し 衣 の 姿 こ と ご と く 《、 か た ち 
な きも の と な す も の な れ ば 、 魔 も の 波 の す が た 見 る 能 わ ざり て 、 液 魔 も の の 危 
害 受け ざる に その 傍ら を 通り 抜け られ る も の な り 。 


S EXII 


液 、 ダ ンジ ョ ン の 旅 を 終わ り て 、 ま た は 中 断 せ し め て 、 魔力 に より て 旅立ち 
た る 城 へ 戻ら ん と 欲す れ ば 、 液 足元 に 円 を 描き て を の 内 に 入り 、EX IT の 魔 
力 召喚 すべ し 。 EX IT の 魔力 すなわち 円 の 内 た る 液 の 身体 取り 巻き て 、 時 空 
の は ざま 超越 せしめ 、 汐 たち まち も と の 城 の 内 へ 戻る な り 。 こ の わざ 円 の 内 た 
る も の に くま な く 力 及ぶ も の な れ ば 、 液 の 持ち 物 す べ て 液 と 共に 戻る な り 。 


8 REDUSE LIFE 


、 何 ら か の 理由 あり て 、 自 ら 伸 間 の 生命 を 断 た ん と 欲す れ ば 、 流 心 頑 な に 
と ざし 、REDUSE LIFE の 魔力 も もち う べし 。 こ の 魔力 すなわち 液 の 仲 
間 こ と ご と く 、 そ の 生命 の 力 半 ば に 減ら す も の な れ ば 、 仲 間 敵 の 魔力 に か か り 
し 等 、 混 迷 の きわ み に 立 ち た る 場合 の み 、 最 後 の 手段 し いた し て 持ち うる よう 、 
よく よく 注意 忘 る で か ら ず 。 


まま ーー まま ーー を ーー を ーー を ーー キー キー もこ を ここ そこ そこ れこ 1 ここ ネネ すこ 1 こそ 1 こそ 1 こそ 3 1 こす 1 で 
る は こる を いい を 4 る ーー を 4 る を ここ る 4 を ーー を 4 こす こま を っ 4 こま を キー を ーー も を こす tf すす 


1 こす 1 こま 1 に 3 も つま 1 ここ まっ 1 こす ここ まこ に まれ もこ 1 に すす に すこ 1 こも こも 3 
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も 1 すこ すす 1 こす 1 こす ここ キ 1 こす これ まこ もこ ネー それ すこ キー こま ー キ ニキ ーー ネー を ーー るー キー ネー トー ネー トー ネー イニ ネー も ーー も 


内 尝 迪 这 


ーー 
mk 
一 


$S CHANGE IDOL 


汐 、 魔 6 の より 身 を 守り て 、 も し く は 何ら か の 理由 あり て 、 自 ら の 姿 石化 
し 、 愚 か な る も の の 偶像 と 崇め られ ん と 欲す れ ば 、 流 大 地 に 腰 を 降ろ し て 、CH 
ANGE IDOL な る 魔法 も ち う べし 。 こ の 魔法 すなわち 液 の 身体 石 せ し 
め て 、 刷 か な る も の の 崇め た る も の と な す な れ ば 、 こ の 魔力 自ら 解き し すべ あ 
ら 5 ざる な れ ば 、 よ く よ さく 注 意 し て この 術 お この うべ で し 。 


せる る 4 を を こす 4 る まるこ すこ を こま こも を まこ まこ まるこ 4 を こる 4 こつ 4 る 4 


も すす 1 も に すい 1 すす 1 に もっ 1 に もこ 1 こす 1 こも 1 こす こす 1 こす ここ すこ 1 こり 


1 こす すこ や 1 こそ 1 こす 1 そる すれ ニキ イー ネー イネ こす こも ーー れこ る そこ ー ま ーー ネー も こす ーー ネー ネー も ーー も ーーー キー ネー ネー ネー ネー ネー る 1 
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"消え だ 王様 の 槍 』 
ロロ 


ペン タウ ァ の 王国 の 歴史 は 、 す な わ ち 戦い の 歴史 だ と 言 つ て も 過言 で は な い だ 
ろう 。 太古 の 昔 、 人 々 ガザ この 地 に 住み つい て 以来 、 モ ンス ダー 達 と の 忠生 臭い 戦 
い が 幾 度 と な く 繰 り の 返さ れ て い だ 。 レ か レベ ンダ ウ ァ の 王国 は 、 度 重なる 彼ら の 
騙 撃 に 腔 を 屈する 事 な く 、 自 ら の 生活 圏 を 守り 続け た の だ 。 そ の 勝利 と 栄光 は 、 
静 気 ある 人 々 の 皿 い 犠牲 と 、『 王 様 の 杖 』 と 呼ば れる 宝物 が な けれ ば ぱ 、 得 る 事 は で 
き な か つ だ 香 だ 。 

『 千 様 の 杖 。。 そ れ は 歴代 の 王 に よ つ て 受け 継が むれ て きだ 土 の 証 し で ある 。 ご の 
杖 は 選ば れ だ 王 が ザ 手 に する 事 に よ つ て 、 彼 の 下 に ある 人 々 と 土地 に 平和 を も だ ら 
す と いう 不思議 な 力 を 持つ て いる 。 絶対 的 な 強 さ で 人 遥 サ に 人 間 を 上 回 る モン ス ツ 
ー 達 と の 戦い で 、 ペ ンタ ウ ァ の 王国 が 勝利 を 治め た その 影 に 、『 王様 の 杖 』 の 存在 
が あつ だ の だ 。 む お むろ ん ご この 事 は 、 歴 代 の 王 と その 側近 以外 に は 知ら れ て いな い 重 
妥 な 秘密 で あつ だ 。 

し レ か し 、 い つの 時 代 ど ん な 場所 に で も 裏切り 者 は いる も の だ 。 王 に 反感 を 持つ 
だ ひと り の 側近 が ザ 、 ベ ンタ ウ ァ の 王国 の 命運 を 左右 する 『 王様 の 杖 」 の 秘密 を 、 
国 の 北方 に ある 洞窟 に 潜む モン スタ ヤー 達 に 漏らし て し まつ だ の だ 。 ご の 素晴らし 
い 情 報 に 、 彼 ら が 狂喜 し た の は 言う まで も な い 。 

ペン マウ ァ の 王国 に まだ し て も 訪れ だ 戦い は 、 か つて な い 展 開 こ とこ なつ だ 。 過去 
の 藤 撃 で は 人 間 を 狂 つ だ 様 に 殺し て いた だ モン スマ ヤー 達 が 、 自 分 達 に 目 も くれ ざ び 城 
に 突進 し て 行く 理由 を 、 人 々 が どう し て 知り 得 よ う 。 城内 で の 戦闘 を 経験 し だ 事 
が な いう え 、 モ ンス マー 達 の 頁 の 目的 を 知ら な い 兵 達 に 、『 王様 の 杖 」 っ を 守る の は 
不可 能 だ つた だ 。 平和 の 源 を 環 わ れ だ ペン タウ ァ の 王国 は 、 日 に 日 に 荒廃 し て いき 、 
人 4 々 は 不安 と 恐怖 に お の の いて い だ 。「 王 様 の 杖 」 を 一 刻 も 早く 取り 戻し て 欲し 
い 、 と の 布 令 を 発し だ 王 の 口調 も 沈み きつ て いて 、 以 前 の 様 な 威厳 は 全く 感じ ら 
れ な か が つ だ の で ある ……。 





一 冒険 の 目的 一 


ベン タウ ァ の 王国 に 平和 を も だ らし て い だ 『 王様 の 杖 」 が 、 恨 み を 持つ モン ス 
ター 達 に よっ つっ て 奪わ れ て し まっ だ 。 そ れ が ガ ら と いう も の 国 の 秩 展 は 乱れ る 一 万 で 、 
犯罪 に 走る 者 が 後 を 色 を な い 。 人 々 の 不安 と 恐怖 は 爆発 前 で 、 今 まで 原 茂 を 持 
つて ペン タダ ウ ァ の 王国 を 治め 、 人 々 を 導い て ぐれ だ 王さま さえ も 、 絶 望 の あま り 局 を 
落と し て いる 。 彼 が 出し だ 「 太 古 の 昔 より 我 が 地 に 安息 の 日 々 を ラ え て ぐれ だ 、 
歴代 の 王 より 伝わる 力 持 つ 棒 が 、 北 の 洞窟 に 潜む 邪悪 の 集団 の に 落ち て し まつ , 
だ 。 も し 、 ご この 力 あ る 杖 を 己 れ の 腕 で 再び この 地 に 取り 戻 そ うと いう 者 が あれ ば 、 
その 理 帳 を 問わ ず ほ うつ び を 取ら し 、 そ の 名 を 永く 伝え る 」 と いう 布 令 に 徒 つ て 、 


一 刻 も 早く 冒 険 に 旅立ち 、 北 方 の ザン ジョ ン の どこ か に 隠さ むね てい る Y 王 様 の 杖 。 
を モン スタ ダー 達 か ら 奪 い 返さ な けれ ば な ら な い 。 は だ し て 、『 和 王様 の 杖 」 コ を 手 に レ し 
て ダン ジョ ン か ら 生 恒 し 、 再 び ベ ンタ ウ ァ の 王国 に 平和 を 取り 戻し て ぐれ る 者 は 
いる の だ ろう か ・…。 
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ー 登 場 ア イ テ ム ー 


・ 衣 い 玉 

育 い 光 を 放つ 不思議 な 宝玉 で 、 
ダン ジョ ン 内 の 数 箇所 に ある 穴 へ 
入れ れ ね ば 、 ダ ンジ ョ ン に 変化 が 起 
きる と 言わ れ て いる 。 








・ 姜 形 の 宝石 
ダン ジョ ン 内 に 立つ 魔神 像 に は 
め ら れ て いる 。 和 魔神 位 か ら は ず せ 
る か も し れ な い が 、 そ の 後 の 使い 
“ 王 样 从 极 道 は 定か な で は な い 。 
選ば れ だ 王 が 持つ 事 に よ つ て そ 
の 王 が 治め る 国 や 人 々 に 平和 を 与 


えて ぐれ る 杖 。 ダン ジョ ン の どこ 
が に 隠さ むれ て いる 。 





・ バ ッ ト 

ダン ジョ ン に 生息 する コウ モリ 
で ある 。 視力 は 全く こない が 、 自 分 
の 体 か ら 音 波 を 出し て 、 そ の 反故 
で 物体 の 位置 を 知る 能力 ガザ あり 、 
暗 痢 で も 迷わ ざ ず 冒 険 者 に 攻撃 を し 
ガ け て ぐる 。 





グー バム 
ドワーフ に 似 だ 小型 の 人 間 型 生 
物 で ある 。 暗 導 で も 視力 が 衰え な 
い 、 イ ン フ ラビ ピジョン と いう 能力 
を 持つ て いる 。 基 本 的 に は 悪者 で 
は な い が 、 人 金 や 宝石 が 好き な の で 
それ で 操 ら れ て いる 場合 が びあ る 。 





ラッ ト ジ ャ イア ント 
1 メー トル 前 後 の 体長 を 持つ 巨 
大 な ネズ ミ で あり 、 ダ ンジ ョ ン に 人 
あい だ 多数 の 穴 か ら 出 現す る 。 一 
度 に 多く の ラッ ト ジ ャ イア ント に 
肉 み つか れる と 、 身 動き が 取れ な 
く な る 可能 性 が ある 。 


・ オ ー ク 

狂 困 か ガ つ 邪悪 な 中 型 の 鬼 族 で あ 

り 、 人 間 と ほぼ 同じ 様 な 体格 を 持 

つて いる 。 ご この ダン ジョ ン に いる 

オー ク は 、 計 と 密 を 持つ て いる に 

も ガ が ガ わ ら ざ ず 、 岩 を 投げ て 攻撃 し レ 
vo AL て ぐる 不思議 な ヤツ だ 。 
とこ $7 ・ ゴ プリ ン 

を オー ク と 同じ 鬼 族 の モン スマ ー 
だ が 、 小 型 の 鬼 族 な の で 、 背 丈 は 
人 間 よ り ひ と 回 り 小 さい ぐら いで 
ある 。 だ が 、 小 型 と いつ て も 柏 格 


は 好戦 的 で 、 体 に 合わ せ だ 小さ め 
の 槍 を 用 いて 戦う 。 









・ ボ ガー ド 

人 間 よ りや や 小さ め の 、 毛 深い 
体 を 持つ モン スタ ー で ある 。 単独 
で いる 時 は 逃げ 腰 だ が 、 集 団 で い 
る 時 の 狂 暴 柱 は ゴ プ リン ・ オ ー ク 
に 劣ら な い 。 こ の ダン ジョ ン に い 
る ボガード は 刻 を 装備 し て いる 。 


・ ス ケル トン 

門 の 力 に よ つ て 動 ひ され て いる 

散骨 で 、 土 の 中 か ら 邊 い 出 し 、 起 

き あ が つて ぐる 。 ダ ンジ ョ ン を 歩 

ぐ 時 は 、 足 下 に 注意 する べき だ 。 

IN いつ スケ ルト ン の ま ぼ が 伸び て こる 
_ ガ わ か ら な い の だ か けら 。 


} 


ce \ 一 一 9 テン うう 
ヒド ラ 后 多 
ドラ ゴン に 似 だ 巨体 か ら 、 3 本 天 2 人 

も の 首 を 生やし た モン スタ ー。 そ  』 NR 

の 口 ガ ら 吐 き 出さ れる 炎 は 、 人 間 管 1 

を 焼き ま 尽く ぐす に は 充分 な も の だ 。 ー 

ヒド ラ を 倒す に は うつ の 頭 全 て を 


切り 落と こさ な けれ ば な ら な い 。 











和 
人 
た で 内 
"ee. の 
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『 失 われ だ ダリ スマ ン 』 
ー プ ロロ ー グ ーー 


a ベン タウ ァ の 城下 を 彩る 並木 ひか ら は 葉 が 落ち 、 寂 レ げ に な つ だ 校 に は 漂い 
落ち て きだ 小雪 が 積もっ つっ て いる 。 道 ゆく 人 々 は みか ん な 身 を 縮め て いて 、 王 都 は す 
っ が ガ り 人 交 模 様 だ っ だ 。 し か ガ カ し 、 和 季節 は 春 で ある 。 本 当 な ら 、 木 々 に は 緑 が あ ふれ 、 
重い 服 を 脱ぎ 身軽 に な ひな つ だ 人 達 の 、 明 る い 笑 い 声 が 聞こ える 時 期 な の に 。 

『 ツ リス マン に 異変 が 起き まだ の だ 」。 そ ん な 噂 が ザ 、 い つ そ う 増 し だ 夫 さ と と も 
に 、 ベ ペン ダウ ァ の 国 に 広 が つ て いつ だ 。 上 自然 を 操る 力 を 有する タリ スマ ン 。 そ の 
不思議 な 石 の 力 は 計り 知れ な いも の が あり 、 金 の 台座 に 封じ 込め られ て いて さえ 、 
その 周囲 に 広大 な 森 を 造り 出し て し まう ほど だ つ だ 。 

その 森 は ペン タダ タウ ァ ア の 王 都 か がら そ う 遠 く な い 場 所 こ あ っ だ 。 ダ リス マン の 置 カ 
れ だ 森 の 話 を 口 こ し だ 人 々 は 、 し ば ら ぐ 前 に 王 都 に 流れ だ 、 さ さい な 噂 を 思い 出 
し て い だ 。 そ れ は 、「 タ リス マン の 森 に 、 邪 神 教 の 教祖 と 信者 が 住み つい だ 』」 と い 
う 、 人 々 の 刷 に わずか ながら 不 安 を え る よう な 噂 で あつ だ 。 

時 の 国王 の 対応 は 早 べ 、 ベ ンタ ウ ァ に 雪が 降 つ だ その 日 の うち に 、 実 績 ある 冒 
険 者 達 を 如 集 し て 優秀 な バー ティ ー を 編制 し た 。 そ し て 彼ら に 、 ツ リズ マン の 森 に 
旅立ち 、 タ リス マン に どん な 異変 が 起こ っ だ の が 調査 する よう 、 人 命令 を 下 し だ の 
で ある 。 

だ だ ち に ペン タダ タウ ァ を 出発 し た だ バー テイ ィ イー は 、 そ の 翌日 めざす タリス マン の 森 
に 到着 し だ 。 あ ふれ ん ば か り に 草木 が ヴ 生 い 茂 げ る 森 は 、 以 前 と 変わ ら ぬ よう に 見 
え だ 。 し か カ し 突然 、 異 変 が 起こ っ だ 。 首 を な し レ しげる バー ティ ー の 目前 で 、 人 の 背丈 
ほど の 準 木 が 、 見 る ま に 天 に 届か ん ば か り の 巨木 に 変化 し た の だ つ だ 。 

や は り の 自然 の バラ ンス が 崩れ て いる ! は や る 気持 ち を 押え つつ 、 パ バー ティ ー の 
者 は 皆 、 ダ リス マン が 置か れ て いる 祭壇 へ と 駆け 出し だ 。 が ガ 、 そ こ に ダリ スマ ン は 
な ぐ 、 彼 ら は 果 然 と 立ち 尽く し だ 。 - そ し て 、 国 を 毅 つ だ 乱 機 を あら だ め て 認識 し 
な が ら 、 失 われ だ タリ スマ ン の 行方 を 追う べ ぐ 歩み 始め だ ……。 


一 冒険 の 目的 一 


いつ の 頃 か ら か 、 自 然 を 操る 力 を 持つ 魔法 の 石 が 、 ベ ンタ ウ ァ の 国土 に あつ だ 。 
r ウ リス マン 』」 と 呼ば れる その 石 の 持つ 力 は 、 自 ら の 周囲 に 広大 な 森 を 造り 出し 
て し まう ほど の も の だ つた だ 。 超 自然 的 な 謎 に 包ま れ だ マリス マン は 、 そ の 力 を 抑 
える た だめ に 人 金 の 台座 に 封じ られ 、 森 の 奥深 く 家 られ て いた 。 ベ ンタ ウ ァ の 上 恵まれ 
だ 自然 は 、 こ の 石 の 力 に 頼る と ころ が 大 きか つ だ の で ある 。 

ある 日 、 季 節 は 春 だ と いう の に 、 ベ ペン タウ ァ の 王 都 の 木々 が 枯れ 出し 、 小 雪 す 
らち ら つ き 始 め だ 。 突然 の 異変 に み ま わ れ だ 人 々 の 間 に は 、「 ツ リス マン に 何 か あ 
つ だ の だ 」 と か 『' 夏 神 教 の 者 達 の し わざ だ 」 と いつ だ 不吉 な 噂 が 隊 ひ か れ て い だ 。 

だ だ ち に 、 自 然 の バラ ンス が 崩れ だ 原因 を 調査 する 為 に 、 冒 者 の 一 団 が 王 の 命 
に よっ つて マリ スマ ン の 森 に 派遣 され だ 。 そ れ を 見 送 つ た 人 々 は 、 だ だ 彼ら の 無事 
を 祈る レ し ひな か つ だ 。 い つ だ い 、 タ リス マン に どん ね な 異変 が 起こ つっ だ の だ ろう か が 。 
そし て 、 そ れ は 何者 の し わざ な の だ ろう か ……。 
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一 登場 アイ テム > 


・ 大 木 の 樹 液 

森 の 中 央 に そそ り 立 つ 、 大 木 の 
根 か ら 取 れる 。 強 い 刺 激 臭 を 放つ 
この 樹液 は 、 邪 神 教 徒 が 功 想 に 必 
ける 際 に 用 いる と 言わ れ て いる 。 


a 
で 
a ハ 
pe 





・ 征 屋 の 鍵 


邪神 教 の 神々 の お ぞ ま し き 次 が 
刻ま れ だ 鍵 。 了 邪神 教徒 の 満 お 場所 
に ある 。 い ぐつ か の 扉 の ひこ と つ を 
開く も の らし い 。 





・ 神 官 の 鍵 

邪神 教 の 教 福 が だ ず さ え て いる 
らし い 、 著 神 教 の シン ボル が 彫り 
込ま れ だ 鍵 で ある 。 だ が 、 何 に 用 
いる も の な の か が は 定 ひ で な い ……。 





・ 金 の 台座 

ガ つ て 、 タ リス マン が 封じ られ 
て い だ 人 台座 。 釜 に は 、 想 依 を 絶 す 
る ダリ ズ マ ン の 力 を 抑え る 効力 が 、 
な ぜ ガ 備わっ つて いる と いう 。 





・ タ リス マン 

記録 に 残る 歴史 以前 ひら 、 ベ ン 
タウ アァ の 地 に 存在 する 超自然 的 な 
石 。 自然 を 自在 に 操る 、 人 知 を 越 
え だ 能 力 を 秘め て いる 。 





ーー 登場 モン スタ ーー 


・ チ ヤ ロ ナ デー モン 

邪神 教徒 が 崇め る 邪神 が 、 彼 ら に 
よこ し だ 使い 魔 。 真 紅 の ロー プ が ガ 
ら 覗 ご くそ の 顔 は 、 腐 肉 の こび りつ 
い だ 醒 い 頭 凛 内 で ある 。 強 力 な 攻 
撃 の 魔法 を 用 いて 、 侵 入 者 に 死 を 
ラズ よう と する 。 
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・ ヒ ル ジ ャ セイ アン ト 

人 里 離 れ だ 丘 に 住む 、 ジ ヤ イ ア 
ント の 一 種族 で ある 。 知能 が 低い 
夜 、 邪 神 教 の 教祖 に だ や すぐ 届 を 探 
られ て お り 、 ダ リス マン に 近寄る 
者 を 梶 棒 で U 有 H き 殺す よう 、 命 令 を 
受け て いる 。 





・ バ ー ブ ル ウオ ー ム 

人 の 背丈 の 2 倍 ほ ども ある 、 巨 
大 な ミミ ズ の 様 な モン スヤ ー。 人 
間 の 気配 を 感じ る と 、 突 然 地 中 か 
ら 蛋 い 出 し て 飛び ひけ かつ て ぐる 。 
その 品 に は 小さ な 牙 が ずら り の と 並 
ん で お り 、 カ な り の 傷 を 与え る 。 





・ 邪神 教 々 祖 デ ヒ テ ル 

マタ リス マン の 森 で 邪悪 な 活動 を 
し て いる 贅 神 教 の 教祖 。 タ リス マン 
の 力 を 利用 し て 、 ペ ンタ ダウ ァ アァ は お 
ろか が か 、 世 界 を も 征服 し よう と 企ん 
で いる 。 噂 で は 、 変 わり 身 の 術 を 
得意 と する らし い が Ak O 





"サン ド マ リボ ー" 


球形 の 甲羅 と 4 本 の 足 を 持つ だ 、 カ 
ー の 様 な は モン スヤ ツー。 ふ だ ん は 侯 の 中 
に 潜み で いる が ガ 、 そ の 上 を 気 づ ひ ず に 
通り 過ぎ て いく も の に 突然 後ろ がら 
襲い ガ ガ り 、 そ の 交 骸 を 喰 ら つ て 生き 
て いる の だ 。 
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『 ル シフ エル の 水門 
ー プ ロロ ー グ 一 


ベン ダウ ァ ア の 王国 の 西方 を 流れ る その 川 は 、『 プ ラッツ ディ ・ リ パー』 と 呼ば れ て 
い だ 。 ご の 国 を 訪れ 、 気 紛れ に 川 の 名 前 を 尋ね だ 旅人 の ほとん ど は 、 そ の グロ テ 
スン な お 名 前 に 顔 を しか め る 。 し か し 、 太 陽 が ガザ な ご り の 惜しげ に 西 の 地平 線 に 沈む 頃 、 
その 亡 角 に 目 を 向け れ ば 川 の 名 前 の 由来 が な ん と な ぐ わ か ガ る 香 だ 。 水面 いつ ぱい 
に る 日 の 光 を 映し て 、 川 は まさ し ぐ 『 プ ラ ツ デ イ ・ リ バー」』」 に な る 。 そ れ は 、 戦 
いで 流れ る 皿 の 様 な どす 黒い 赤 で は な ぐ 、 純潔 で 透 き 通 つ だ 血 の 赤 な の だ 。 天使 
が 皿 を 流す な ら こ ん な お 色 だ ろう 、 と 族 で も 思う 様 な ……。 

その 川 が ザ 『 プ ラ ツ デ イィ イ ・ リ パー」 と 呼ば れる 由来 は も う ひ と つ あ つ だ 。 川 の 水 
は ベン ダウ アァ の 王国 の 唯一 の 水源 で あり 、 人 々 の 飲 水 と な り の 農作物 の 水分 と な つ 
て い だ の だ 。 ご この 土地 に と っ つて 『 プ ラ ツ デ イィ イ ・ リ バー」 の 水 は 、 す な わ ち 『 皿 」 
で あり の 、 そ れ な こし て は 生き て いけ な い の だ 。 だ か ら 、 ベ ペン ダウ ァ の 人 々 は 感謝 
と 敬愛 の 届 を こめ て 『「 プ ラッツ デイ ィ ・ リ バー」 と 呼ぶ の だ つ だ ……-。 

ある 日 突然 、 災 難 は 振り の か か みつ だ 。「 プ ラ ツ デ ィ ・ リ バー」 の 水 が 潤 れ て し まつ 
だ の だ 。 王 は この 不可 解 な 事件 の 原因 を 調査 する 為 、 緊 急 に 数 組 の 冒険 者 の バー 
ティ ー を 川 の 水源 へ と 派遣 し だ 。 を 上 流 へ と さか の ぼ ぽ ぎ つ て 行 べ と 小高 い 山 が 見 
えて こく る 。 そ の 山 の ふ も と に ある 洞窟 に こ 、 地 下水 脈 が 集まっ て で き て いる 江 が あ 
り 、 そ れ が 「 プ ラッ ディ イ ・ リ バー」 の 水源 と な つて い だ 。 そ の 水源 に いつ だ い 何 が 起 
こっ だ の だ ろう が か と 、 国 で は 様々 な 噌 や 憶測 が 流布 され だ が 、 そ の 真相 を 知る に 
は パー ティ ー の 帰還 を 待つ し か な か っ つ だ 。 

0 数 日 後 、 国 に 戻 つ を パー ティ ー に よ つ て 原因 は 明らか に な つ だ 。 ベ ンダ ウ ァ 
の 人 々 を 忌み 嫌う モン スタ ダー 達 が 、 川 | の 水源 に 頑丈 な 水門 を 築き 上 げ 、 水 を 塞 き 
止め て い だ の だ 。 そ の 水門 を 開く 鍵 は 3 振り の 語 で あり 、 そ れ ら の 呈 は モン ス ツ 
一 達 に 守ら れ だ 洞窟 の 中 に 隠さ れ て いる と いう 。 数 日 中 に 水門 を 開か みね ば 川 は 干 
上 が り 、 彼 ら の 思 感 通り 人 々 は 湯 き 死に し て し まう だ ろう ……。 


本 


一 冒険 の 目的 一 


ペン タウ ァ の 王国 の 唯一 の 水源 「 プ ラッ デイ ・ リ バー」 が 、 部 李 非 道 な モン ズ 
マー 達 の 手 に よ つ て 塞 き 止め られ て し まつ だ 。 か つて ベン タウ ァ の 王国 を 我 が 物 
に せん と 襲い ガウ り 、 反対 に 国 の 人 々 に よ つ て 形 退 され だ 彼ら は 、 復 讐 の 機会 を 
虐 視 時 が と 待つ て い だ の だ 。 国 の 水源 が "ブラッ ディ ・ リ バー」 だ け で ある の を 
知 つ た モン スタ ー 達 は 、 川 の 水源 に 水門 を 築き あげ 、 人 々 の 生活 か ら 水 を 吉 つ て 
湯 き 死に させ よう と し て いる 。 数 日 中 に 水門 を 開 ガ みな けれ ば 、 国 に 閉 え て ある わ 
ず ざか な 飲料 水 が 底 尽き て し まい 、 最 悪 の 事態 が 訪れ る だ ろう 。 水門 を 調査 し だ 冒 
険 者 に よれ ば 、 水 門 を 開く 鍵 は 3 振り の 刻 で 、 洞 窟 の 中 に 隠さ れ て いる らし い 。 
洞窟 こ は 数 知れ ぬ ぬ モン スタ ー 達 が 待ち 構え て いる が 、 彼 ら を 倒し て 3 振り の 包 を 
探し 出さ な けれ ば 、 ベ ンダ タウ ァ の 王国 を 薩 つ 悲劇 は 目 も 当て られ な いも の に な つ 


て し まう 。 冒険 の 支度 を し て いる 時 間 は な い 。 3 振り の 記 を 一 刻 も 早 ぐ 探し 出し 、 


国 に 潤い を 取り 戻さ な は けれ ば な ら な い の だ ……。 
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ー 登 場 ア イ テ ム ー 


白い 粉 
Se 純真 無垢 な 白い 色 の 粉 で 、 と て 
A も きめ 細か みい 。 こ れ と いつ だ 使い 
OB 道 は ない が 、 火 に 振り か け て 消す 
事 こ らい は で きる だ ろう 。 
・3 大 天 使 0 刻 
ラフ ァ エ ル ・ ミ カエ ル ・ ガ プリ 
エル の 3 大 天使 の 名 前 が 付け られ 


て いる 3 振り の 語 で ある 。『 ル シフ 
エル 」 こ と いう つう 水門 の 名 前 に 対し て 、 
この よう お 名 前 を 付け られ だ の だ 
ろう 。 噂 で は 、 こ れ ら の 市 が 水門 
を 開く 鍵 に な る と いう 話 だ が ザ 、 そ 
れ を 確 め だ 者 は いな い 。 

“ 水晶 四 刻 、 银 四 记 

モン スタ ダー 達 が 造り 上 げ だ 和合 。 
水晶 の 到 は 水晶 の 、 銀 の 色 は 銀 の 
刃 身 を 持つ て いる 。 洞窟 の い ず こ 
ガ に 隠さ れ て いる らし い が 、 何 に 
用 いる も の か は 定 ひ で は な い 。 





登場 モ ンス ター 一 


・ ウ ルフ 

狂 時 な 狼 で て で 、 ダ ンジ ョ ン に 優 入 
し だ 置 険 者 に 租 い か サガ か な り 、 そ の 肉 
を 喰 ら つ て 生き て いる 。 強 いあ ご 
と 鋭い を 持つ て いる の で 、 一 度 
多 み つか れ だ ら 振 り 払 う の は 困難 
だ ろう 。 





・ プ リム ロッ ク 

ダン ジョ ン を 住み みか とし て いる 
人 間 型 の モン スタ ー で ある 。 暗 間 
に 生き る 者 の 常 と し て 、 そ の 視力 
は 全く な い の だ が 、 聴 覚 お よび 誤 
覚 が 非常 に 発達 し て いる の で 、 ダ 
ンジ ョ ン で の 戦闘 能力 は 高い 。 
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・ ト ロー ル 

人 間 の 倍 近い 身長 と 醒 い 次 を 持 
つ モ ンス ター で ある 。 そ の 脱力 は 
人 間 の 比 で は な ぐ 、 打 撃 型 の 武器 
を 持つ だ トロ ー ル は ま ぼ 強 い 。 固い 
皮膚 は 再生 能力 が あり 、 火 で 受け 





だ 傷 以外 は 自ら 回 復 し て し まう 。 

Ns 
二 NM) ・ ホ プ ゴ プリ ン 
、) .* /J  。 ジ ヤ イ アン ト の 皿 を 引く <、 ゴ ブ 
My | リン の 亜 種 で ある 。 ゆ え に 体 は 大 
区 ツツミ ! きぐ 、 中 に は 身長 が 人 間 の 2 倍 を 

…S⑳0 越す も の も いる 。 こ の ダン ジョ ン 
し に (ww: 人 に いる 種族 は 武器 を 持た な い が 、 
8 、 ツ その 脱力 は 充分 な 凶器 で ある 。 
2 
Co 

・ マ ッ ド マン 

生き て いる 泥 の 集合 体 で ある 、 


人 間 型 の モン スタ ー。 体 の 表面 か 
ら は 絶え ず 泥 が 流れ 出し て いて 、 
か ろう じ て 人 の 形 を 保つ て いる 。 
冒険 者 に は 、 自 分 の 体 の 泥 を 投げ 
て 攻撃 する 。 


ミリ ザー ド マン 

人 間 こ 動物 の 中 間 の 次 を 持つ 種 
族 は 多い が 、 鹿 技 に お いて リザ ー 
ド マ ン を 超え る も の は いな い だ る ろ 
つう 。 彼 ら は 生ま れつ いて の 便 士 で 
あり 、 体 を 路 つ ウロ コ は 、 高 い 防 
御 力 を 持つ 鑑 こ し て 機能 し て いる 。 





“クラ ー ケ ン " 

ダン ジョ ン の 暗 き 地底 湖 に 潜む お 、 /" 
巨大 な マコ 。 侵入 者 の 気配 を 感じ ト 』 
取る と 、 突 然 水 中 か ら 踊り 出る 。 

そし て 、 過 去 に 倒し だ 冒険 者 達 が 

ら 三 つ だ 剣 を 、 そ の 触手 で 投げ つ 

け て ぐる の だ 。 
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「 呪 われ だ オア シス 。 
ー プ ロロ ー グ 一 


ベン ダウ ワウ ァ ア の 王国 の 歴史 を まとめ 、 一 冊 の 本 じす る と いう 大 仕事 も 終盤 を 迎え 
て いた だ 。 書き 残し げ な いか と 未 整理 の 羊皮紙 の 束 を ひも 解い た 私 は 、 我 が 友 で あ 
る 冒険 者 シャー ムズ と 共に 体験 し た 、 国 を 襲 つ だ ある 危機 の 記録 を 発見 し た の だ 
つた だ 。 私 は それ を 、『 呪 われ だ オア シス 」 事件 と 名 付け だ 。 

20 ある 昼下がり の 事 だ つ だ 。 解 決し だ ばかり の 冒険 の 資料 を 整理 し 終え だ 私 
は 、 遅い 朝食 に キッ バー ( 注 : ニシ ン の 娠 製 の 事 ) を 取 つ て い だ 。 そ の 時 、 階 下 
で 大 き な 足 音 が 聞こ え だ か と 思う と 、 次 の 瞬間 ドア が 開き 、 息 を 切ら し た だ シャー 
ムズ の 次 が 現れ だ 。「 ハ ドス ン 者 、 事件 だ ど よ ! 砂漠 の オア シス が 砂漠 王 ル ワン に 
よっ つて 汚さ れ だ と いう 話 で 、 国 は 大 騒ぎ だ 。 こ れ は 一 大 事 だ よ !!」 

「 何 だ い シ ヤー ムズ 、 階 段 を 駐 け 上 が ザ つ だ り し て 。 重大 な 事件 だ ひら つて 、 冒険 
者 だ る も の 、 そ ん お な お 醒 態 を 見 せる も ん じゃ な いよ 。 第 一 、 あ の 侯 漠 に は 座 も 住ん 
で いな いん だ 。 オ アシ スガ が 汚さ れ だ と ころ で 、 府 も 困り ゃ し な いよ 」 

「 あ ぁ 、 ハ ドス ン 書 。 君 は いつ も そう だ 。 そ の キッ パー だ つて 食べ られ な こぐ な っ つ 
て し まう つこ いう の に 」 

「 あ あ 、 シ ヤー ムズ 。 君 は いつ も そう だ 。 頼 ぜひ ら 、 僕 に 理解 で きる よう な 説 明 
を 、 一 度 だ け で いい か らし て ぐれ だ まえ 」。 私 は シャー ムズ に 最 痴 を こぼし て か 
ら 、 キ ッ パ ー の 生産 地 を 思い 出し て 、 は つこ と 我 に か えつ だ 。 

「 そ の 様子 だ と 気付 いた を よう だ ね 、 ハ ドス ン 君 。 キ ッ パ ー を 運ん で ぐる 隊商 は あ 
の 砂漠 を 通る し ひな い 。 そ の ルー ト 上 に ある 唯一 の オア シス が 使え な ぐ な つた だ ら 、 
我々 ガザ キ ッ バ パー を 口 に する 事 は で き な ぐ な る 訳 だ 。 そ れ だ け じ ゃ な い 。 あ の ルー 
ト を 通 つ て この 国 に や つて くる 物 は 、 ベ ンタ ウ ァ に と つて 重要 な 、 死 活 に 関わ る 
物 ば か ガ り だ 。 ご これ を 一 大 事 と 言わ ず に 、 何 と 言う の だ ね 

「 大 変 だ | 一 刻 も 早 べ オア シス を 清め な けれ ば ぱ ば 、 国 は 大 混乱 し て し まう !!」 

「 そ の 通り だ 、 ハ ドス ン 者 。 す ぐに 冒険 の 準備 を し て ぐれ だ まえ ……」 


一 冒険 の 目的 一 


交易 都市 ヴ タ ララ ー ジ 。 そ こ に は 、 数 多く の 珍し い 品 物 や 買 重 な 産 物 が 集 ま つ て 
お り 、 近 隣 の 諸国 は ヴァ ラー ジ を 中 継 地 と し て 、 そ れ ら を まま に 入れ て いる の だ つ 
だ 。 ベ ンタ ウ ァ の 王国 も 例外 で は な く 、 ヴ ァ アラー ジ に 絶え ず 隊 商 を 送 つ て いる 。 
レ か し 、 両 国 の 間 に は 広大 な 砂漠 が 広 び が つて お り 、 そ の 中 間 地 点 に ある オア シス 
が な けれ ば 、 商 業 ル ーー ト を 維持 する 事 は 不可 能 で あつ だ 。 

その 砂漠 の は ずれ に 、 自 ら 砂 漠 の 王 を 名 乗る ル ワ ン な る 者 が 、 人 知れ ず 城 を 構 
えて い だ 。 齢 300 を 数 える 彼 は 、 生 まれ つい て より この 砂漠 を 支配 し て い だ の だ 。 
し か し 、 数 十 年 前 オ ワ シ ス が 沸き 出し 、 数 多く の 隊商 が 砂漠 に 足 を 踏み 入れ る よ 
うに な つた だ 。 人 間 を 忌み 嫌う ル ' ワ ン が それ を 許す 等 は な ぐ 、 交 り 狂 つ だ 彼 は 隊商 
の 命綱 で ある オア シス を 、 呪 い を 持つ て 汚し を の で ある 。 す ぐに で も その 呪い を 
解 ひ な いと 、 ベ ペン ダウ ァ の 王国 に と つて 重要 な 多 ぐ の 交易 が 、 ヴ ラー ジ か ガ ら 
届 ひ な ぐ く な つて し まう 。 冒険 者 送 よ 、 切 が な けれ ば ……。 
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ー 登 場 ア イ テ ム ー 


・ 油 

ル ワ ン の 城 の 貯蔵 庫 に し まわ れ 
て いる 、 オ リー プ ガ が ガ ら 絞ら れ だ 油 。 
良 用 で は ある が 、 そ れ 以 外 の 使い 
道 も ある か も し れ な い 。 


・ 水晶 の 眼鏡 

ル ワ ン の 食事 の 世話 を し て いる 
オル アラ と いう 老 酸 が 、 彼 ら 盗 
み 出 し だ も の 。 オ ル ア ラ は ご これ を 
老眼 鏡 と し て 使 つ て いる が ……-。 








か つて ル ワ ン が 人 間 の 町 に 行 つ 
ーー きぐ だ 時 に 、 意 味 も な ご 買 つ て きだ 物 。 
SSE 彼 は この ふた だ つの 奏 を 、 あ る 道具  ・ 魔 法 の 鍵 

ペー と し て 使っ て いる 。 城 の 重要 な 場所 を 開く 、 魔 法 が 
. 枯草 か ガ け られ だ 鍵 で ある 。 水 昌 の 眼鏡 
オア シス に 生え て いる 、 人 間 に 0 


は 薬 に な る 草 。 こ れ を 燃やし だ 際 まつ て いる 。 い つ だ い 誰 が ……。 


人 ' 亦 改 过、 青 必 \ 达 








に 出る 煙 は 、 独 特 の 香り を 持つ て . 聖水 

いる 。 この 砂漠 で は 聖水 は か な り の 貢 
トー 重 品 で ある 。 こ れ が あれ ば 、 汚さ 
Ne れ だ オア シス を 清め る 事 が で きる 


の だ が 、 い ず こ に ある の だ ろう 。 





・ バ ジリ スク 
へ ビ の 王 と 言わ れる バジ リス グ ク 


に は 、 触 れ だ だ だ け で 相手 を 石 に 
変え て し まう 、 恐 ろ し い 能 力 を 備 
えて いる 。 へ だ に バジ リス ク を 挑 
発 す され ば 、 パ バー ティ 全員 が 石 に な 
つて し まう 可能 性 が ある の だ rN o 


砂 虫 

夏 洪 に 住む お 砂 虫 は 、 な ん と 砂 を 
廊 糧 こし て 生き て いる 為 、 胃 の 消 
化 液 が 強い 酸性 を 帯び て いる 。 自 
分 の 頭 域 に 足 を 踏み 入れ だ も の に 
対し て は 、 そ の 強酸 性 の 胃液 を 吐 
き 出 し て 攻撃 し て ぐる 。 


パー サー カー 

砂漠 王 上 ワン に よっ つて 操 ら れ だ 
狂 戦 士 で ある 。 頑丈 な 鎧 と 鋭い 銘 
を 装備 し だ 彼ら の 必 に は 、 闘争 心 
レ か な い 。 そ の 為 、 侵 入 者 が いか に 
手 強 こ と も 、 恐 れる 事 な ぐ 、 狂 つ 
だ 様 に 語 を 振り 回 し て くる の だ 。 





で 二 SN 


・ ボ ポイ ゾン スネ ー ク 

砂漠 に いる 奏 索 と いう と 、 ガ ラ 

RN VE ガラ 蛇 が ほとんど だ が 、 ル ワン の 

3 いい 城 を 守る ポイ ゾン スネ ー ク は か な 

让 り 大 き な も の で ある 。 そ の 号 に は 

シン 即効 性 の 強力 な 猛毒 が あり 、 人 間 
2 の 命 を だ や すぐ 真っ つて し まう 。 






ニッ リ 
ww ~ 
MM る 
及 
ヾ 
し 
A 


・ ビ ホル ダー 

巨大 な 目 と 口 を 持つ 、 恐 ろ し い 
モン スタ ー。 頭 に 相当 する 部 分 に 
は 、11 個 の 小さ な お 目 が 並ん で いる 。 peN 
その 遂に 恐れ を な し だ 獲物 に 、 鋭 。 NN 
い 牙 び ず ら り と 並ん だ 口 で 則 み つ A 
いて ぐる 。 7 


全 
A 
や 





・ イ ンプ 

草地 法 く 、 ず る 覧 い 下級 の 小 下 
魔 ザ イン プ で ある 。 砂漠 の モル ワ 
ン の 忠実 な 下僕 と し て 働い て お り 、 
城 の 上 空 で 常時 見 張り を し て いる 。 
そし て 、 優 入 者 を 見 つけ る や いな 
や 、 切 降下 攻撃 を し ガサ け る の だ 。 


侯 漠 モル ワン と ゴー ルド ドラ ゴン " 





ル ワ ン の 居城 に 潜む 、 鈍 い 金色 の ド 
ラゴン で ある 。 普段 は 城 の 水浴 び 場 に 
いる が 、 ひ と だ び 侵 入 者 を 発見 する こと 、 
その 人 口 か ら 炎 を 吐き 攻撃 し て くる 。 こ 
の 竜 は ル ワ ン が 作り 出し た 幻影 らし い 
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「 准 賊 達 の 塔 』 
ー プ ロロ ー グ 一 


「 助 け て これ …… 3 

私 は その 言葉 こ が つ っ つかり し まし だ 。 扉 を 開け て 店 に じ 入 つて きだ 男 は 、 く だ びれ 
て は い だ も の の 、 と て も 高 そ うな シル の 服 を 着 て い だ の で す 。 男 の 身なり を 見 
だ 私 は 、 久 し 振り に 指輪 が 売れ る の で は な いか と 期待 し て いま し だ 、 な の に 、 男 
の 口 か ら 発せ られ だ の は 、 店 一 番 青 華 な 指輪 の 注文 で は な ぐ 、 場 違い な 『 助 け て 
これ 」 と いう 言葉 。 い こら 何で も 、 が つかり せ ず に いら れ ま せん で し だ 。 

と りあ え ず ぎ ず 彼 を 介抱 し 、 そ の 話 を 聞い だ 私 は 、 す ぐに 彼 を 国土 の 元 に 連れ て い 
きま し だ 。 彼 は 、 あ の 「 青 い 風 』」 の 城 か なら 逃げ て きだ 囚われ 人 だ っ つ だ の で す 。 

0 ベン タウ ァ の 王国 で は 風 が 吹 ま まく ぐつ て いま し だ 。 い え 、 風 こい つよ り 、 
嵐 と 呼ん だ ほう が 正しい ひも し れ ま せん 。 そ の 風 の 吹 いた だ 印 や 村 に は 多く ぐ の 皿 の 
雨 が 降り 、 破 壊 と 殺 誤 の 生々 し い 爪 あと が 選び 残さ れ て いる の で すか ら 。 

r 豆 い 風 、、 そ れ が 風 の 名 前 で し た 。 名 前 すら 知れ ぬ 頭 領 と 、 有 能 な 彼 の 片腕 ソ 
ー ク 。 こ の ふた だ たり に 率い られ だ 、 冷 酷 で 悪 逆 な 卑 し き 盗 賊 達 の 集団 が 、 国 に 不安 
と 恐 答 の 影 を 沙 と し て いる 、 忌 わし い 邪 風 の 正 体 だ つ だ の で す 。 

彼ら は 、 国 は ずれ に ある 廃 域 と な っ だ 古城 に 住み つき 、 そ ご こ を 根城 と し て いま 
し だ 。 畿 百年 も の 昔 に 主 を な くし 、 そ かれ 以来 住む 者 も お ら ず 、 次 第 に 妖気 を 漂わ 
せな が ら 崩 れ て いつ だ 城 は 、 彼 ら に 似合い の 場所 と 言え る で し よう つ 。 

私 の 店 に 助け を 求め て 入 つ て きだ 男 は 、 敏 兵 な 盗賊 達 の すき を つい て 、 病 か ら 
が ら 逃 げ 出 し て きだ の で し だ ただ 。 し か し 、 古 城 の 中 に は 彼 の 仲間 が まだ 囚われ て い 
る の だ そう で す 。 王 は だ だ ち に 、 盗 賊 達 の 城 ガ か ら 囚 われ 人 を 救い 出す よう 、 土 者 
に 布 令 を 出し まし だ 。「 ペ ンタ ウ ァ の 冒険 者 達 は 皆 、 正 義 感 が 強く 腕 も 確か だ か 
ら 、 仲間 の 届 配 を し な く て も だ いじ よう ぶ 」。 王 は 男 に そう 言 つ て 、 彼 を 安心 させ 
よう と し まし だ 。 そ の 言葉 に 、 男 は 初め て 笑顔 を 見 せ て ぐれ だ の で す が 、 私 に は 
彼 の その 笑み が 冷や や か で 不気味 な も の に 見 え だ の で す ……。 


一 冒険 の 目的 一 


ベン タウ ァ の 国 は ずれ に 、 ざ で に 廃 坦 と 化し た 古城 の 次 が ある 。 そ の 城 は いつ 
の 頃 か ひらか 、 多 この 奇怪 な 噂 を 下がれ る よう に な つて い だ 。 ひ と つの 鳴 が ザ 人 々 の 
話題 に の ぼり 、 次 第 に 忘れ られ 、 そ し て まだ 新た な 鳴 が と いつ た 具合 に 。 

城 の 地下 に は トー ド と いう 名 の 怪 僧 が 住ん の で お り 、 出 会 つ だ 者 に 謎 を ひけ 、 そ 
の 謎 を 解け な けれ ば 相手 を 殺し て し まう 、 そ ん な ね 噂 が 流れ だ 事 も あつ だ 。 

まだ 、 城 の 地下 深く に は 巨大 な 湖 び あり 、 そ こ に は 遥か 昔 、 時 の 王 に よっ つて 封 
印 さ れ だ 黒き ドラ ゴン が 潜ん で いる 、 と いう 話 が 持ち 上 が つ だ 事 さ え あ つ だ 。 

だ が 、 今 ベン タウ ァ の 王 都 を 騒が び せ て いる 鳴 は 、 も つと 現実 的 な も の だ 。 し ば 
ら ぐ 前 か ら 活発 な 動き を 見 せ て いる 盗賊 団 "青い 風 」 の 一 味 が ザ 、 そ の 古城 を 拠点 
と し て いる らし い 。 し か も 、 そ ご こ に は 罪 な き 人 が 囚われ て いる と いう 。 一 記 も 早 
ぐ 囚 われ 人 を 救出 し 、 彼 ら の 許 レ が だ き 殺 表 と 破壊 の 活動 を 阻止 し な けれ ば な ら 
な い 。 盗賊 達 は 皆 、 あ な どれ な い 能 力 を 持つ て いる 事 を 忘れ わる な ……。 
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一 登場 アイ テム ー 


本 

古城 の な な に は 、 何 が 祭 ら れ て 
いる の が ガ 知 れ ぬ 礼拝 堂 が び が ある 。 そ 
の 宗 壊 に は 、 こ の 古ぼけ だ 玲 が 今 
で も 置か れ て いる らし い Eo Oo 





『 青 い 風 」 の 次 賊 和 居 は 皆 、 そ の 
頭 に 青い バン ダナ を 巻い て いる 。 
それ が あれ ば 、 彼 ら を うつ まぐ 騙す 
事 が で きる か も し れ ね ない ……。 





・ ガ ラテ イィ ー ン 

魔法 の 力 を 有する 語 で 、 そ の 銀 
の 刃 身 に 神取 な る 文字 が 刻み 込ま 
れ て いる 。 融 も まだ 銀 で 造ら むれ て 
お あり 、 古城 の どこ か に ある らし い 。 





・ 赤 い 玉 、 青 い 玉 

古城 の 扉 に は 巧妙 な し が ガ け が あ 
つて 、 優 入 者 を 悩ま せる こい うつ 。 
この ふ だ つ の 玉 は 、 そ ん な 大 を だ 
や すぐ 開け て し まう らし い が ……。 





・ ベ ンダ ント 
鮮やか な 色 の 宝石 が ぜ は め 込ま れ 
だ 美しい ベン ダン ト 。 ご これ に は 強 
力 な 守護 の 魔法 が 秘め られ て いる 。 
どこ に ある の か は 知ら れ て いな い 。 
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ーー 登場 モ ンス ター 


・ ガ ル rn 
古い 城 の 地下 深く に ある 、 巨 大 去 、 








な 地底 湖 に 生息 する 怪 魚 で ある 。 の 人 要 
さほど 大 きい 黒 で は な いも の の 、 で ss 
ん で お り 、 擬 物 の 大 き さ を 問わ び SN \、 
絡み つい て くる の で 注意 すべ きだ 。 
NN 
・ メ ジャ ー デ ー モ ン 
古代 より 人 間 に 忌 み 嫌 われ て き 


だ 邪悪 な 小 神 。 そ の 次 を 見 だ だ け 
で 、 気 の 弱い 者 な ら 虜 に され て し 
まう 。 人 間 に 次 を 変え て 、 人 間 を 
騙し 、 そ し て 惨殺 する の が 至上 の 
喜び と いう 、 残 酷 な アー モン だ 。 


“シャ ドー ドラ ゴン " 
ダン ジョ ン に 生息 する 、 間 の ご と き 
体 を 持つ だ 夜行 柏 の 竜 で ある 。 狭い 知 
再 に 住 の で いた 旋 、 翼 は 退化 し 、 空 を 
飛ぶ 事 も で き な い 。 

し か し 、 そ の 攻撃 力 は 豪 え て お ら 
ず 、 長 い ※ の ブ プレス を 吐き 出す 。 
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沼 四 魔法 使 ,us 
ーー プロローグ ーー 


「 ご うし まし ただ 、 お 嬢 さん や 」。 その 声 に 振り 返 つ だ 娘 の 瞳 に は 、 今 ま で 見 だ 事 
も な い 、 美 し い 青 年 の 姿 が 写し 出さ れ だ 。 その 表情 に は 少し 路 り が ある も の の 、 
端 廊 な 容 次 は 、 美 の 神 の 化身 と し 考え られ な か つた だ 。 道 に 迷わ れ だ の で す 
が , そ の 声 も まだ 美しく 、 娘 は た だ うな ず ご 事 し ひでき な か つた 。 麗 ろ し い 艇 
中 明 が 洪 お と 鳴 され る 、 この 暗 き 沼 に 迷い 込ん だ 娘 に は 思 つ て も みな いし 出来事 
だ つ だ 。 山 配 そう に 自分 の 顔 を 覗き 込む 青年 に 、 娘 は よう や こく 口 を 開い た 。 「 森 へ 
花 を 摘み に いつ だ の で す が 、 い つの 間 に か 沼 に 出 て し まい 、 道 も わか ひら ず さ ま よ 
つて お り ま し だ 」「 そ れ は 難儀 で し だ ね 。 こう 見 えて も 私 は 沼 に 詳し い の で す 。 よ 
ろ し けれ ば 森 ま で 送っ つて 差し 上 げ ま し よう 」。 青年 は 娘 を 抱き まひ か え 、 自分 の 庭 で 
ある が ガ の 様 に 沼 を 進み 始め だ 。 娘 は 、 青 年 の し な や か カ な 腕 の 中 で 、 自 分 の 今 の 状 
況 に 類 を 赤らめ て い だ 。 

も うつ 日 が 沈む ひと いう 頃 、 二 人 は 沼 を 抜け 、 森 の は ずれ に 着い だ 。 「 な ん と お 礼 
を 言 つ て いい ガ 、 私 に は わか り ま せん 。 本 当 に あり が とう ご ざい まし た だ 。 ご の 近 
ぐに 私 の 家 が あり ます 。 も し お 望み の も の が あれ ば お つっ し ゃ つて こく ださい 」。 娘 の 
問い に 青年 は 答え だ 。 「 私 の し だ 事 は 礼 に は お よび ませ ん 。 あな だ の 安心 し だ お 顔 
が 見 られ れ ば 、 そ れ で 充分 で す 。 し か し 、 ひ と つ だ け 欲 し いも の が あり ます 。 そ 
れ は …… あ な だ で す J」。 自分 の の どこ か で 望ん で い だ 言 葉 に 、 娘 は 恥じ らい な が 
ら う な ずい た だ 。 

家 に 帰 つ だ 娘 は 、 沼 で 迷 つ だ 事 、 青年 に 助け て も ら つ だ 事 、 青年 が 自分 を 欲し 
いと 言 つ だ 事 を 話し だ 。 そ し て 、 娘 も まだ 青年 に 同じ 気持 ち を 抱い て お り 、 彼 の 
元 に 行 ぐ 考え で ある と 打ち 明け だ 。 両親 は それ に 反対 し だ が 、 強 い 口調 で 「 行 < 
な 」 と は 言え な か つ だ 。 娘 は 山 配 する 両親 に 別れ を 告げ 、 軽 い 足 取り で 門 する 人 
の 待つ 沼 へ と 向 か が つっ つ だ 。 青 年 の 正体 が 、 暗 き 沼 の 主 で あり 、 人 を 騙す 事 を 糧 と し 
て 生き て いる 老 ド ラゴン 、 フ ラジ オレ で ある と は 知ら ず に …… o 


一 冒険 の 目的 一 


ペン マウ ァ の は ざれ に 、 得体 の 知れ な い 怪 物 が 出没 する と 言わ れる 暗 き 沼 が あ 
っ だ 。 ご の 沼 に は 、 フ ラジ オレ と いう 老い を ドラ ゴン が 住み つい て お り 、 治 に 洪 
お モン スマ ー 達 を 治め て いた 。 沼 の 主 で ある フラ ジオ レ は 、 ド ラゴン で は ある も 
の の 、 そ の 高齢 め え すでに 力 は 弱 か つ だ 。 張 り を な こし た 細 は 飛ぶ 能力 を 持 だ ず 、 
沼 を 出る 事 す ら で き な か ガ つ だ 。 ご この 老 ド ラゴン の 唯一 の 楽し み と い えば 、 今 だ 残 
され だ 変身 能力 を 用 いて 、 人 間 を 騙し 、 だ ぶら か す 事 べら い だ つ だ 。 あ る 日 、 治 
に 迷い 込ん だ 娘 を 見 つけ た フラ ジオ レ は 、 美 し い 青 年 に 姜 を 変え 、 娘 の 羽 を 我 が 
も の に し た 。 そ し て 、 自 分 の 家 へ と 娘 を 連れ 去り 、 騙 され だ 娘 の 様 を 見 て 笑い も 
の に こし て いる の だ つた だ 。 娘 の 行方 を 収 配 する 両親 の 為 に 、 許 レガ げ だ い 老 ドラ ゴン 
の 元 か ら 娘 を 連れ 戻し 、 青 年 の 正体 を 教え て あげ な けれ ば な ら な い 。 疑 つ 事 を 知 
ら な い 娘 は 、 フ ラジ オレ に どん な ひど い 人 仕打ち を 受け て いる の ひか わからない の だ 





ー 登 場 ア イ テ ム ー 


. 大 锅 
か つて 、 魔 法 薬 の 調合 に 用 いら 
れ だ 、 大 き な お 鉄製 の 鍋 。 神 秘 の 力 章 
を 秘め て いる らし ぐ 、 こ の 銅 で 薬 WM 
を 作る と 失敗 し な いら し い 。 0 
・ ト リカ プ ト 、 マ ンド ラ ゴ ラ 


KD AS SN 魔法 の 力 を 持つ た 、 珍 し い 植 物 。 
RAN。 SN べべ これ ら の 植物 を うま ぐ 調 合 する と 、 
， の ンジ N 










le いろ いろ な 魔法 薬 を 作り 出す 事 が 
の で きる 。 
en 幸福 の コイ ン 
ハチ を 追い 払 つ だ 後 、 残 され た 2 
ハチ の 巣 に は ハチ ミツ や ロイ ヤル 施 女 を 助け 出し だ 際 に 、 彼 女 の 両 
ゼリー な どの エキ ス が 、 豊 富 に 合 | | 親 ガ ら 礼 と し て も ら え る 古人 金貨 。 





その 名 の 通り 、 持 つ 者 に 幸せ を も 


まれ て いる 。 ンク 
2 シン だら す と 言わ れ て いる 。 





・ ジ ャ ッ ク の 送 

手 に 持つ て も 熱く な い 上 鬼火 。 魔 
法 薬 を 煮詰め る 時 に 、 こ の 送 を 用 
いる と 、 つ まい 具合 に 材料 が 混ぜ 
台 わ さる らし い が SE O 





・ ム ー ン スト ー ン 、 プ ラッ ドス トー ン 
暗 き 治 付近 に 隠さ れ だ この ふ だ 

つの 宝石 は 、 あ る 魔法 が げ け けら れ 

て お り 、 持 つ 者 の 人道 を 開 ぐ と 言わ 

れ て いる 。 





ー 登 場 モ ンス ター 一 


ナビ ピ 

フラ ジオ レ に よ つ て 操 ら れ だ 、 
沼 で 死ん だ 者 達 の 腐乱 死体 。 爪 で 
ひつ がい だ り 欧 みつ い だ り と いつ 
だ 攻撃 を する 。 彼ら の 体 に は 雑菌 
が 多い の で 、 働 を 受け だ 箇所 は 充 
消毒 し た ほう が 身 の 為 だ ろう つ 。 
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・ ワ スプ 

いわ ゆる スズ メ バ チ の 事 。 書 針 
は 何 回 刺し て も 抜け 落ち ず 、 書 目 
体 も 非常 に 強い 。 そ の うえ に 集団 
で 襲い ガ ひ か つて ぐる ワスプ は 、 財 
険 者 こと つて 大 き な 田 威 に な る だ 










ろう 。 


… ワ オー ター シェ エリ リー 

自在 に 炎 を 操る 能力 を 持つ て いる 。 
い ぐ つ か の 火の玉 を 生み 出し て 、 

それ を 相 手 め が ガザ け て 飛ば レ 火 傷 を 
買わ せ だ り 、 万 中 を し だ りす る の 





・ マ ツ ド マン 

生き て いる 泥 の 集合 体 で ある 、 
人 間 型 の モン スタ ー。 暗 き 沼 の 周 
辺 に 住 で ツ ツ ド マン は 、 冒 険 者 の 
体 に の し か か り 、 和 田 や 口 を ふさ い 
で 室 息 死 さ せる と いう 、 被害 者 に 
は 地獄 の 攻撃 を 得意 と する 。 


で 、 近 寄り が だ い 。 








"レッ ドド ラゴン " 

暗 き 沿 の 主 で ある 、 フ ラジ オレ 
cv 名 年 老 v\ 碟 赤 音 。 翼 | 未 力 
を 失い 空 を も 飛べ ぬ 有 様 だ が 、 年 
孝 い て も ドラ ゴン は ドラ ゴン 、 沿 
に 優 入 し だ も の に は 乱 熟 の 火 の プ 
レス を 浴び せ ガ か け 、 撃 退 す る 。 
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ロマ ンジ シア 。』 
ー プ ロロ ー グ 一 


「 あ ー ら 、 マ リノ さん と この 奥さん 、 お 久し振り で すわ ね え 」 

「 ま あ 、 ペ ン ギ さん の 奥様 。 ほ ー ん と 、 お 久し振り 。 大きな カゴ を お 持ち に な つ 
て 、 今 日 は お 買い 物 に いら し だ ん で すか が や 」 

「 え え 、 そ う で す の 。 な に せ 主 人 が ザ ロ マン シア に 行 ぐ つて 言う も ん で すか ら 、 
保存 食 と か 薬草 とこ ひ 、 買 わな き や な ら な い 物 ザ い つば いあ る ん で す の 」 

「 そ れ は 大 変 で すこ と 。 も し か し て 、 ロ マン シア つて 、 例 の あれ か し ら 」 

「 そ う 、 あ れ な ん で す よ 。 何で も 、 セ リナ と か いう つう お姫様 が こら われ だ らし ぐ 
つて 。 で ね 、 お 利 様 を 助け た 人 に は 、 か ひな り の 謝礼 が 出る つて 話 な の よ 。 ほら 、 家 
の 主人 、 買 金 稼ぎ な ん て 商売 し て る で し よ 。 な の に 最近 、 大 き な 事 件 つて な か つ 
だ た から 、 や りこ ぐり の が 大 変 で 大 変 で ……」 

「 で し よう ね ぇ 。 確 サ 、 ア スカ さん と この 御主人 も ロマ ン シ ア に 行 ぐ つて いう 
話 で し だ わ 。 そ うい う 御 職業 の だ ん な 様 つて 、 い ろ ん な 気 苦 労 が あめ る ん で し よう 
れ ねぇ 。 そ れ に 比べ て 家 の 宿 六 と きだ ら 、 昼 間 つ か ら お 洒 ば つか り 飲 ん で | 」 

「 あ ら あ ら 、 お 宅 の 御主人 だ つて 苦労 し て ら つ し ゃ る わ 。 諾 夫 を な さ つ て る ん で 
すず も の 、 ご この 問 の 土地 ザ や せ だ 時 な ん て 、 さ ぞ か し 大 変 だ つた だ で し よう に 」 

「 い ハー え 。 あ の 時 は 「 お 一 、 久 し 振り に 休み が 取れ だ 。 さ て 、 だ ま に は 酒 で も 飲 
み に 行 こと する か ガ 」 と ガ 言 つて 、 朝 か ら 居 酒屋 に 出 ひ け て まし だ よ 。 抽 日 こつ そ 


_ り 飲ん で る くせ に 、 わ ざと らし いつ だ ら あ りや し な い !! 」 
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「…… あ ら 、 あ だ し つた だ たら 買い 物 の 事 す つか り の り 握れ て だ わ 。 早 ぐ 帰 つて 主人 の 旅 
支度 も し な き や い け な い し 。 悪い けど 奥様 、 あ だ し そろ そる 失礼 し ます わ 」 

「 そ う 、 そ れ は 残 意 ね えも 。 あ 、 そ うそ う 、 薬 草 な ね ら 「 オ リバ ー の 薬草 享 」 で 特売 
を や つて だ 竹 だ ひけ ら 、 そ こ で 買う と いい ん じゃ な いか し ら 」 

「 ま あぁ 、 そ れ は 知り ませ ん で し た だ わ 。 そ れ じ ゃ あ 、 ま だ 近い つ ち に ……」 

「 だ ん な 様 に よろ し く 言 つっ て くだ さい 。 で は 、 ご めん あそば せ ……」 


一 冒険 の 目的 一 


ベン タウ ァ の 王国 に は 、 平 和 な 時 が 流れ て い だ 。 ご ご 数 ヵ月 と いう も の の 、 小 
さ な 事 件 ひと つ 起 こら ざ ず 、 人 ど 々 は 生 あ く ご び ば が ガ り 繰り 返す 生活 を 送っ つて いる の だ 
つっ だ 。 そ れ は 皆 が 待ち 望ん で い だ 生 活 で あっ だ が 、 人 の 貝 と いう の は あま の じゃ 
ぐ な も の で 、 平 穏 な 日 々 が 続け ば 続く ほど 、 届 の ご こ か で 事件 を 求め て いる の だ 。 
まだ 、 平 和 な 時 は 、 裏 返せ ば 地獄 の 時 で も ある 。 事 件 を 解決 する 事 に よ つ て 生計 
を 立て て いる 冒険 者 達 に と つて は ……。 

そん な ベン タウ ア の 王国 に 、 ひ と つの 鳴 が 流れ て きだ 。 ロ マン シア 王国 で 、 大 
き な 事 件 が 起こ つ だ らし い の だ 。 鳴 の 内 容 は 、 ロ マン シア の 至宝 と 言わ れる セリ 
ナ 姫 が 何者 ひけ に さら われ だ 、 と いう も の だ つ だ 。 さ ら に 、 姫 を 助け 出し だ 者 に は 
多額 の 謝礼 ガ 写 えら れる 、 と いう 座 も が 目 を 光ら せる よう な お 噂 も 流布 され だ 。 ぬ 
る ま 湯 に つつ だ よう お 生活 に 終止 待 を 打つ チャ ンス に 、 ベ ンタ ダウ ァ の 皿 の 気 の 
多い 冒険 者 達 が 飛び つか ぬ 符 は な か つた だ ……。 
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ーー 登場 アイ テム ー 


・ 寿 齢 の 薬 

人 間 の 生命 エキ ス を 濃縮 し て 作 
られ だ 、 魔 法 の 薬 。 これ を 与え れ 
ば 、 病 人 だ ろう が な ん だ ろう が 、 
だ ちご どこ ろ に 回 復 し て し まう 。 





・ 賢者 の 槍 

老人 に 次 を 変え て ロマ ン シ ア を 
訪れ だ 賢者 が 、 一 夜 の 宿 を 与え て 
ぐれ だ 者 の 家 に 、 暖 ひか な も て な し 
の 礼 と し て 置い て いつ だ 物 で ある 。 





・ 仙 人 の 衣 

か つて 、 ご この 地上 で 起き た 大戦 
乱 で 命 を 落と し だ 仙人 が 、 そ の 身 
に ま と つ て い だ 、 天 界 と 地上 を 行 
き 来 で きる と 言わ れ て いる 衣 。 





・ 黄 金 の 鍵 

こ ご この 地 に 古 ぐ か ら 住 お む 妖 精 の 魔 
法 が ひか つ だ 、 人 金色 に 輝く ぐ 鍵 。 ご 
の 鍵 で 開か ぬ 誹 は な いと 言わ れ て 
いる 。 





・ 古 代 文字 の 巻物 

高 名 な る 賢人 に よ つ て 記さ れ だ 
巻物 。 今 回 の 双 ぎ の ど さ ぐ さ で 行 
万 不明 に な つて いる 。 そ の 内 容 は 
明らか に な つて いな い 。 





王女 O 首 六 已 

か ガ っ て に 外 に 出 歩 い て し まう セ 
| リリ ナ 姫 を 、 城 まで 連れ 戻す 魔法 が 
封じ られ て いる 首飾り 。 早い 話 が 
『「 迷 子 札 」 で ある i Oo 


・ ド ラゴン スレ イヤ ー 

伯 ガ 昔 、 長 き に わ だ る ド フ ラゴン 
族 と の 戦い に 終止 待 を 打つ べく ぐ 、 
多く の 魔法 使い に よ つ て 角 え られ 
だ 、 地 上 最強 の 刻 で ある 。 
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ー 登 場 モ ンス ター 一 


・ チ ヤダ 

フリ フト 4 世 の 手 に よっ つて 、 プ 
タダ に 内 を 変え られ だ アゾ ル / バ 国民 、 
それ が ガチ ヤダ で ある 。 冒険 者 に 体 
当 だ の りす る の は 、 何 も 攻撃 し て い 
る の で な こぐ 、 つ い に 現 れ だ 救世 主 
に 抱き つこ うと し て いる だ け な の 


だ 。 

・ 邪 刻 士 
元 は アゾ ル バ 王 国 の 兵士 だ つ だ 

が 、 今 で は 悪 の ま 先 と な つて いる 。 
アゾ ル バ バ 王国 の 兵士 と いえ ば 、 

数 々 の 天 技 大 会 で その 鐘 を 馳せ て 

お あり 、 冒 険 者 に こつ て は 、 ガ な り 

の 強敵 と な る だ ろう 。 






デン テン 
アゾ ル バ バ 王国 の 臣下 の 変わ り は 
て だ 冷 で ある 。 普 段 か がら 、 彼 ら を 
の ろ ま な 連中 だ と 思っ つて いた だ ツリ 
フト 4 世 は 、 お 似合い の カツ タツ ム 
リ に 変身 させ だ 。 い わ ば 、 彼 の 肛 
さ 晴 らし に よ つ て 生ま れ だ わけ だ 。 
・ イ ボー ヌ 
人 間 に よ つて 地下 深く に 追い や 
られ だ 彼ら は 、 こ の 人 間 界 の 混乱 
に 便乗 し て 、 ガ つて の 仕打ち に 対 
する 復讐 を し て いる の だ 。 も と も 
と 彼ら は 弱い 種族 で あり 、 今 まで 
語 を 取 つ て 戦 つ だ 事 は あま りな い 。 








“ヴァ アイ デス“ 


アゾ ル バ の 国王 の 届 を 支配 し 、 
ロマ ン シ ア の 王国 に 不安 の 影 を 投 
げ ガ が け て いる 那 悪意 で ある 。 細長 
ぐし な や か が な 体 を 持つ て お り 、 そ 
の 体 で 侵入 者 に 体 当 り し 、 選 の 根 
を 止め よう と する 。 
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『 紅 玉 の 謎 。 


ー プ ロロ ー グ 一 





親愛 な る ニ フ ト ヘ へ 

用 件 の み 書 きま す 。 い ぐ 日 前 、 空 が か ら 赤 くく 交 く 石 が 降っ て き て 、 森 の 
は ずれ に 落ち まし だ 。 石 を 見 だ 者 達 が 置 う に は 、 石 は まる て で 皿 の 様 に 赤く 
こ て も 和 怪し げ な 光 を 放つ て い だ そ う で す 。 も ちろ ん 、 あ な だ も 知っ て の 通 
り 私 は 目 が 見 えな い の で 、 そ れ を 確 め を わけ で は あり ませ ん が 。 

最初 は 皆 、 石 を 気味 悪 が っ て いま し だ 。 し ガ カ し 、 次 第 に 石 に 魅せ られ て 
いき 、 い つ し な か それ を 培う よう に な つっ だ の で す 。 石 は 紅玉 と 名 付け られ 、 
株 一 番 高 い 木 の て つべ ん に 作ら れ だ 、 大 き な 天 瓶 の 中 に 奉じ られ まし た 。 
そつ し て 、 ご この 紅玉 は 日 に 日 に 森 の 仲間 達 を 亡 に し て いつ だ の で す 。 
つい 先日 の 事 だ つ だ と 思い ます が 、 あ る い は も つと 前 だ つ だ か も し れ ま 
せん 。 そ の 日 は 朝 サ ら 、 飲 つて いる 衰 達 が 騒が し ひつ だ の で す 。 生 の 部 屋 
に 行 つ て みる と 、 衰 達 が 扉 を 破 ら ん ば か り に 暴れ て いる の が 、 目 が 見 えな 
く こ も わか が り ま し だ た だ 。 飼 まで そん お 事 が 起き だ 事 は 一 度 も な ひつ だ の で す 。 
始め て の 出来 事 に 私 は 驚き 、 皆 に どう し たら いい か ガ 、 聞 き に 行こ うと 思 
いま し だ 。 外 に 出 よ うと 扉 に 歩み 寄 つ だ 時 、 私 は 森 に 訪れ だ 恐怖 を 知 つ だ 
の で す 。 人 刻 越 し に 、 森 の 仲間 達 が 私 の 家 の 奏 と 同じ 様 に いい 、 ガ ん 高い 叫び ぴ を 
あげ な が ら 野 れ ま ぐつ て いる 、 そ ん な 気配 を 私 は まざまざ と 感じ まし た 。 
あの 紅玉 の せい だ 、 私 は そう 思い まし だ 。 し か し 、 非 力 な 私 に は 何 も で 
きず 、 だ だ 森 の 皆 が 正気 に 戻る の を 、 家 に 閉じ 籠 も り 待つ て いま し た だ 。 レ 
か し 今日 、 ベ ンタ ウ ア の 王国 ひら の 救援 者 が 来 ま し だ 。 彼 ら は 、 ご この 事態 
を 打破 する に は あな だ の 力 が 秘 要 だ と 言 つ て いま す 。 い つも 、 地 下 に ある 
機械 の そば を 離れ な いあ な だ な ら 、 和 紅玉 の 光 を 見 て いな い だ ろ うと 信じ て 
内 を 取り まし だ 。 私 ガ ら お 願い し ます 。 彼 ら に 協力 し て あげ て 下さ い 。 

意 職 人 の テト より 


一 冒険 の 目的 一 


天 に も 届 こ うか と いう 大 木 が 林立 する 、 と ある 森 。 ご この 和 森 に は 、 上 自然 を 愛す る 
混和 な エル フ 達 が 、 古 こ か ら 住 ん で いた だ 。 彼 ら は 、 木 の 幹 を べり 抜い て 家 を 造 つ 
だ り 、 木 々 の 間 に 橋 を 渡し た り し て 、 ご この 森 を ひと つの 町 と し て 機能 させ て い だ 。 
彼ら の 生活 は 平和 その も の で 、 そ れ が 永遠 に 続く だ ろう と 誰 も が 信じ て い だ 。 し 
か し レ し 、 あ る 日 森 に 落ち だ 石 に よ つ て 、 平 和 な 日 々 に 終止 待 が 打 だ れ て し まつ た 。 
その 石 が 放つ 赤い 光 は 、 そ れ を 見 だ 全て の 生き 物 を 狂わ せ て し まう 、 恐 ろ し い 魔 
力 を 持つ て いた だ 。 諸 々 の 事情 で 石 を 見 ず に すん だ 少数 を 除い て 森 の エル ノ 達 は 皆 、 
届 を 冒 さ れ 狂 暴 化 し て し まつ だ 。 森 に 住む 他 の 生き 物 達 に も ちの 魔力 は 振り か ガ 
り 、 彼 ら を 半ば モン スタ ー 化 し て し まつ だ 。 エ ルフ や 他 の 生き 物 達 を 正気 に し 、 
この 森 に 再び 平和 を 取り 戻す 為 に は 、 石 の 持つ 魔力 を 末 わ な ぐ く て は な ら な い 。 し レ 
か し 、 こ の ちの 力 を 封じ る 方 法 を 知る 者 は 座 ひ と り と し て いな い の だ ……。 
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ー 登 場 アイ テム ー 


“ 红 玉 
大 が ら 隆 つて きだ 赤い 宝石 。 そ 
れ を 見 だ 全て の 生き 物 を 狂わ せ て 
し まう と いう 、 恐 ろ し い 魔 力 を 持 
つ だ 怪し い 光 を 放つ 。 
・ 黄 色 い 石 
紅玉 の 持つ 魔力 を 奪い さる と 、 
光 が 消 え 黄色 い 石 に な る と いう 。 
レ か し 、 そ の 方 法 を 知る 者 は 誰 ひ 
と り と し て いな い 。 
・ 妖 精 の 堆 


器 き 妖精 の 流し た 涙 が 、 宝 石 と 
化し を だ も の 。 ご これ を 使う と 、 妖 精 
に し か 見 えな けつ だ も の が 見 える 
よう に な る と 言わ ね て いる 。 


豪農 人 の テト か ガ ら 地下 の 機械 の 
番 人 、 ニ フト に 送ら むれ だ 、 羊 皮 紙 
に し だ だ め ら れ だ 手紙 。 そ の 内 容 
は プロ ロー グ を 参考 に し て 欲 し い 。 














ー 登 場 モ ンス ター 一 


・ グ ロウ 

森 の 木々 に 巣 を 作っ て いる カラ 
ス 。 紅玉 の 魔力 に よ つ て 狂 暴 化 レ 
て いて 、 上 巣 に 近づく 者 に は 無 差別 
に 攻撃 し て ぐる 。 ク ロウ は ね や 小 
さ な 物 を 自分 の 巣 に 運 必 習性 を 持 
つて いる 。 





・ ス コー ピオ ン 

か つて この 森 に は スコ ー ピ オン 
(サソリ ) な どい な か つ だ 。 し か 
レ 、 紅 玉 の 魔力 に よ つ て 森 の 周辺 
か ら 、 尻 尾 に 毒 針 を 持つ 狂 暴 な ス 
コー ピオ ン が 、 森 に 集 ま つ て きだ 
の で ある 。 
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・ シ ルク ウオ ー ム 

森 に 住む 徐 職 人 テト の 飼 つ て い 
だ 論 (シル クウ オォ オーム) も 、 紅 玉 
の 魔力 こよ っ て 狂 墨 化し て し まつ 
だ 。 和 紅玉 の 魔力 は 生き 物 の 次 に ま 
で 影響 を 与え る らし ぐ 、 こ の 童 は 
人 ほど の 大 き さ に 巨大 化し て いる 。 





・ ポ ルキ ユ バ イン 

や o> は り 、 以 前 か ら こ の 森 に い だ 
ポル キ ユ バ イン (ハリ ネズ ミ ) も 
まだ 、 紅 玉 の 魔力 に よ つ て 手 暴 化 
し て し まつ だ 。 今 で は 、 本 来 身 を 
守る 癒 に ある 鋭い 針 を 、 敵 を 倒す 
嶋 に 用 いる 、 荒 々 し い 動 物 で ある 。 





・ ダ ー ク エル フ 人 
森 の 住民 で あっ だ エル フ 達 が 、 
紅玉 の 魔力 を 受け て 狂 暴 化し て 、 
半ば モン スタ ダー と 化し だ 准 が ダー 
フエ ルフ だ 。 誰 で も 、 彼 ら に 刃 を 





向け 命 を 克 う の に は 、 だ め ら い を , Rh 
感じ る だ ろう 。 し 0 
だ の ヽ ; ピー 

森 に 巣 を 作る ミツ バチ で ある 。 

紅玉 の 魔力 で 攻撃 的 な 性 格 に な り 、 


か ガ つ スズ メ バ チ ほど の 大 き さ に な 
つ だ ピー は 、 自 分 の 巣 に 入れ な ご 
な つて し まい 、 森 中 を 飛び 回 つて 
いる 。 





・ ス バイ ダー 

条 の 木 の 枝 に 巣 を 張り 、 躍 な ど 
を 餌 に し て 生き て い だ 。 し か し 、 
紅玉 の 魔力 を 受け 巨大 化し て し ま 
い 、 虫 だ け で は 物足りな ぐ な つた だ 
スパ イダ ー は 、 巣 か ら 出 て 、 小 動 
物 や エル フ を 喰らう よう に な つた 。 


モス ジャ イア ント " 

想 依 を 絶する 大 き さ の 峨 で ある 。 
優 入 者 を 発見 する と 彼ら の 前 に 舞 
い 疑 り 、 大 きぐ 鋭い 針 を 口 か ら 発 
敵 す る 。 ま だ 、 そ の 時 まき 散ら さ 
れる りん 粉 は 毒 を 帯び て お り 、 侵 
入 者 に と つて 二 重 の 打撃 と な る 。 
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"暗黒 の 魔道 士 』 
ー プ ロロ ー グ ~ 


「…… ご の 帳 み 、 晴 ら さ ぬ わ け に は いか ん 。 必ず や この 地 に 皮 り 、 貴 様 ら に 復 
讐 し て や る 。 例 え 、 悪 魔 に 魂 を 売り 渡す 事 に な ろ つ こと も な !!」 

処刑 人 の 手 が 上 が る と 、 男 の 立つ て い だ 台 が 口 を 開け だ 。 首 に 巻 が れ だ 荒 縄 が 
次 第 に 喉 を 締め 上 げ 、 ゆ つく ぐり と 、 正 確 に 、 男 の 命 を 准 つ て いつ だ 。 そ の 有り 様 
を 見 て 笑う 者 は 誰 ひ と り い な ガ っ つっ だ が 、 男 だ けが 死 顔 に 微笑 を 輝 べ て い だ 。 そ の 
不気味 な 笑み は 、 そ こ に こい だ 者 達 に 不安 感 と 恐怖 心 を 与え る に 充分 だ つ だ 。 

絞首刑 に され だ 男 の 名 は ゲ デ ィ イス 。 彼 は ベン ダウ ァ の 王国 で 一 、 二 を 争う ほど 
の 、 優 れ だ 魔法 使い で あつ だ 。 そ の 魔法 の オ 能 は 高く 、 王 の 元 に レ 上 げ ら れる 
話 ま で あつ だ ほど だ 。 し か し レ 、 冷 だ く ご 自己 中 届 的 な 柏 格 を 持つ 彼 は 、 能 力 は 却 分 
で ある も の の 、 王 直 属 の 魔法 使い と し て は 不適 格 で ある と 判断 され だ 。 

彼 の 王 に 対す る 感情 は 、 自 分 が 就 < 千 で あつ だ 役目 が 、 長 年 の ライ バル で ある 
魔法 使い オー サー に 与え られ だ 事 で 、 怒 り と 憎悪 の それ へ と 変化 し だ 。 オ ー サ ー 
は 、 ゴ オ 能 で は わずか な が ら ゲ ディ イス に 劣る も の の 、 そ の 混和 で 献身 的 な 性 格 は 多 
この 人 々 に 好感 を 与え て お り 、 そ れ が 評価 され て 召 レ 上 げ ら れ だ の だ 。 

だ が 、 利 己 的 な ゲ デ ィ ス に は どう し て も 許せ ぬ 判 断 だ つ だ 。 逆 上 レ し だ 彼 は 、 あ 
まり に も 背徳 的 で ある と し て 禁じ られ だ 呪文 を 用 いて 、 人 々 の 収 を 支配 し 、 ベ ン 
ツウ ァ の 王国 を 自分 の 物 に し よう と し レ だ 。 し か し 、 悪 し き 魔 力 を 感じ だ 魔法 使い 
オー サー に よっ て 、 ゲ ディ ス の 呪文 は 効力 を 発揮 する 前 に 阻止 を まれ だ 。 そ し て 、 
捕らえ られ だ ゲ デ イ ス は 審判 に か けら れ 、 絞 首 刑 こなつ だ の で ある 。 

それ か ら 半 世紀 の 歳 月 が 流れ だ 。 齢 7/0 を 数 える 魔法 使い 、 オ ー サ ー は 感じ て い 
だ 。 脚 裏 に 次 々 マヒ イメ ー ジ が 浮 ガ ん で こる 。 暗 き 洞 窟 、 魔 物 達 、 そ し て ゲ ア デイ スズ 。 
や は り の 復活 し だ の だ な 、 復 讐 の 為 に 。 暗 黒 の 魔道 士 と し て 加 つ だ 彼 は 、 簡 単に 国 
左 滅 ぽ し て し まう だ ろう 。 彼 を 倒さ ね ば 、 年 老い だ 自分 の 能力 に 一 抹 の 不安 を 感 
じ つ つ 、 オ ー サ ー は ゲ デ ィ ス の 洪 む 洞窟 へ と 旅立つ て いつ だ …… o 
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一 冒険 の 目的 一 


半 世 紀 も の 前 、 ペ ンタ ウ ァ の 王国 を 支配 し よう と 企み 、 そ の 身 を 滅 ぽ し だ 魔法 
使い ゲ デ ィ ス 。 長き 歳 月 を 経て 、 悪 魔 に 魂 を 売り 渡し 、 暗黒 の 魔道 士 と な つて 彼 
が 再び この 世に 姿 を 現し だ 。 彼 は 悪し き 力 を 使 つ て 、 黄 泉 の 国 か ら 邪 悪 な モン ス 
ター 遅 を 召喚 レ 、 彼 ら を 率い て 再び ベン タウ ア の 王国 を 我 が 物 に し よう と 企ん で 
いる 。 彼 の 暗 昧 の 魔法 と モン スタ ー 悦 の 力 は 、 国 を 破滅 に 追い や る の に 充分 だ 。 
まだ 完全 に 復活 を し て いな い 彼 は 、 国 は ずれ に ある 洞窟 で 、 復 讐 の 会 虎 宰 腕 々 
と 狙っ つて いる 。 彼 が 完全 に 復活 する 時 が 、 国 の 終末 の 時 だ 。 

すでに 、 彼 の 長年 の ライ パル で あっ つ だ 善き 魔法 使い オー サー が 、 彼 の 野望 を 四 
止 す る 為 に 旅立つ て いる 。 し か し 、 年 老い た オー サー の 力 で は 、 魔 道士 ゲ ア ディス 
を 打ち 破る 事 が で き な い も し れ な い 。 オ ー サ ー の 後 を 据 つ て 国 は ずれ の 洞窟 へ 
向かい 、 彼 と 力 を 合わ せ て 、 暗 昧 の 魔道 士 ゲ ア ディ ス の 外 悪 な る 復讐 劇 に 幕 を 降ろ 
さ な け れ ば なら な い 。 
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ー 登 場 ア イ テ ムー 


・ 月 の ち 

あ だ か も 夜空 に 浮か ぶ 月 の 様 な 
光 を 放つ 、 不 思 議 な 石 で ある 。 魔 
道士 こよ つっ て 造り 上 げ ら れ だ 物 で 、 
この 世に 心 だ つと 存在 し な い 。 

・ 星 の 石 
星 計 を ちり ば め だ の だ ろう が か 、 
滴 大 の 夜空 に 煙 ご 星 と 同じ 光 を 発 
する 石 で ある 。 月 の 石 同様 、 魔 道 
士 に よ つ て 造り 上 げ ら れ だ 。 








: 太阳 0 五 
太陽 の ご と ご 光 と 熟 を 発する 麻 
法 の 石 で ある 。 不思議 な 力 を 発揮 
する 石 で も あり 、 そ の 効果 は 持つ 

者 に よ つ て 変化 する と いう 。 
・ 牢 屋 0 键 束 
お そら こ ご 、、 名 前 通り ダンジョン 
に ある 中 屋 の 扉 を 開け る 鍵 だ ろう 。 
だ が 、 邊 屋 に は 誰か が 囚われ て い 

る の だ ろう か ……。 






ー 登 場 モ ンス ター 一 


・ ガ ー ゴ イル 
悪魔 の 様 な 次 を 持つ 有 細 モ ンス 
ダー で ある 。 動 ひ ない 時 は 彫 優 こ 
間違え て し まう つう 、 岩 の 様 な 皮膚 を 
持つ て いる 。 実 際 そ の 皮膚 は 固く 、 
短剣 な せ ど で は ガー ゴイ ル の 体 を 綱 
ぐ 事 が で き な い だ ろう 。 





・ ガ ー バ グ ブ 

背中 に 紀 根 を 生やし だ 、 巨 大 な 
エビ の 様 な モン スタ ー だ 。 空中 を 
飛ん で 冒険 者 に 近寄り 、 大 き な ハ 
サミ を 振り か ざし て 攻撃 し て ぐる 。 
ダン ジョ ン の 上 方 に 注意 し な いと 、 
いつ の 間 に ガ 妨 び 寄ら れ て し まつ 。 
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・ ダ ー ク スト ー カ ー 

ダン ジョ ン の 間 に ま ぎれ 込む 、 
人 間 型 の モン スタ ダ ター。 手 に 持つ だ 
檎 で 冒険 者 の 命 を 奪い 、 暗 き ダ ン 
ジョ ン の ご こ か に ある 自分 の 住み 
が か に 連れ 去 つ て 、 料 理 す る の が 趣 
味 な の だ 。 





・ ス ネー クジ ャ イア ント 

体長 が 何 メ ー ト ル に も な る 大 形 
の ヘビ で ある 。 猫 毒 を 持つ て は い 
な い が 、 そ の 体 で 絞め つけ られ だ 
ら 次 第 に 体力 を 交わ れ 、 力 尽き だ 
と ころ を 飲み 込ま れ て し まう だ ろ 
う 。 例 え そ れ が 人 間 で あつ て も だ 。 





“スス ペク テー ター 

人 間 の 手首 を 大 きぐ し だ 様 な モ 
ンス ダー で ある 。 手 の ひら と 指 の 
完 に ある 、 不 気味 な 目 の 持 つ 眼 光 
で 敵 を 呪縛 し 、 巨 大 な 口 で 由 み つ 
いて ぐる 。 ズ ベ プ テー ダー は 、 財 
玉 を 守る 番 人 だ と 言わ れ て いる 。 


・ 脱 黒 の 魔道 士 
ベン ダウ アァ の 王国 を 征服 し よう 
と する 、 邪 悪 な 魔道 士 。 ダン ジョ 
ン に いる モン スタ ヤー 達 は 彼 が 召喚 
レ だ も の で ある 。 悪 しき 力 を 持つ 
て お り 、 強 力 で 破壊 的 な 呪文 を 唱 
えて 優 入 者 を 始末 する だ ろう 。 








"ブルー ドラ ゴン" 

暗 球 の 魔道 士 ゲ アイ ス が 召喚 し 
だ 、 狂 還 か が か つ 邪 悪 な 青 竜 。 ひ と ぎ き 
わ 大 き な 糞 を 持つ て いる の は 、 ゲ 
デイ ス が 悪し き 企 て を 成功 させ だ 
あか つき に 、 そ の 痛 に まだ が つて 
選 の 世界 を 飛び 回 る だ めで ある 。 
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「 呪 われ だ フイ ー ン マリ ー 号 。 
ー プ ロロ ー グ 一 
フィ ー ン マリ ー 号 の 船長 に よる 航海 日 誌 よ り 一 部 抜粋 


ダ ゴ ン の 月 17 日 晴天 
〇 静か な 一 日 だ つた 。 陽射し は 強 ひ つた も の の 、 西風 が 色 え ず 吹 いて いた 

海 、 と て も 過ごし や すい 天候 だ つた だ 。 あ の 事件 さえ 起き な けれ ば 。 

事件 は 日 が 水平 線 に 沈む 頃 、 闇 と と も に 訪れ だ 。 船 玲 の 奥 で デビ ツ ド 

が 死ん で いる の を 、 見 習い の 船員 が 発見 し た 。 喉 を 鋭利 な 刃物 で 切り 裂 か 

れ だ らし ぐ 、 ま る で 首 に も う ひ と つ ロ ガザ で きだ か の 様 な 状態 だ つた 。 殺さ 

れ だ と ころ を 目撃 し だ 者 は 誰 ひ と り い な か ガ つ た だ 。 彼 に 根 み を 持つ よう な 人 

間 は 私 の 知る 限り 存在 し な いし 、 殺 され る 動機 も 全 こ な いと 言 つて 良い こ 

らい だ 。 2 、 3 日 前 か ら 、 少 し 体調 ぴ が お か し か つ だ らしい が 、 そ れ を 苦 に 

自殺 を する ほど の 重大 事 で な ひつ だ の は 確か だ ……。 

纺 卫 >/O 月 24 日 ”雷雨 

息子 に は 困 つ た も の だ 。 和 殺人 犯 が 乗 つ て いる 船 に 、 い つま で も 置い て お 

< 訳 に いか な い 。 そ う 言 っ て も 、 だ だ を こね る だ け で 話 を 聞こ うと も し な 

い 。 や は り 、 間 が 悪 ひ かつ だ の だ ろう カ 。 大事 に し て いた イン コ を 、 昨 夜 逃 

が ガレ て し レ しま つ だ の だ か ら 。 来 月 、 ベ ンタ ウ ァ に 容 港 す る 時 に は 、 妻 の と こ 

ろ に 置い て いき だ い の だ が 。 テ ビッツ ド を 殺し た 犯人 は まだ 見 つ ひ か つて いな 

い 。 ご の 有 船 は 喝 わ れ て いる 、 な ん て 鳴 が 流れ 始め る 始末 だ ……。 

ハイ ドラ の 月 3 日 用 ( 
〇 ベン マウ ァ に 入港 。 と 同時 に 冒険 者 の パー ティ が 、 ご この 船 に 乗せ て これ 
と 頼み に きだ 。 何 で も 、 新 た な 財 険 を し だ いか ら だ そう だ が 、 全 くも の 好き 
な 奴ら も いる も ん だ 。 息子 を 説得 レ し て 船 ひ ら 降ろ ず 事 を 条件 に 乗せ て や る 
と 言っ つて し まつ た だ 。 日 頃 、 モ ンス ター 相手 に 戦 つ て いる 連中 と は いえ 、 ち 
よ つ と 酷 な 条件 ど だ つ だ ガ も し れ な い ……。 
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一 冒険 の 目的 一 


いつ だ つて 冒険 の 舞台 は ダン ジヨン だ つ だ 。 も ちろ ん 、 そ れ が 悪い と いう つ わ け 
で は な い 。 い つ 、 闇 の 中 か ら 狂 暴 な モン スタ ヤー が 飛び 出し て ぐる ガ わ か ら な いこ 
いう 恐怖 感 。 複 雑 な 迷路 を 進 び に つれ 、 出 口 ま で の 道のり を 泡 れ て し まつ の で は 
な いか と いう 不安 感 。 ダ ンジ ョ ン で の 冒険 は 、 そ れ に 挑ん だ 者 に 、 計 り 知 れ な い 
スリ ル と サス ベン ス を 与え て くれ る 。 し レガ し 、 洞窟 の 外 に は 広大 な 世界 が 広 が つ 
て いる の だ 。 気紛れ に 、 大 草原 や 大 海原 に 目 を 向け て みる と 、 そ こ に 新鮮 で 奥行 
き の あ る 冒険 を 見 つけ る 事 が で きる だ ろう 。 

折 し も 、 ベ ンタ ウ ァ の 港 に 一 隻 の 船 が 入港 し て い だ 。 船 の 宮 は フィ ー ン マリ ー 
号 。 遥 が 遠い 異国 に 旅立つ この 船 に 乗り 込み 、 新 だ な 冒 陵 の 場 を 切り 開く の だ 。 
レ か し 、 船 に 乗せ て も ら う に は 、 船 長 の 息子 を 説得 し て 舶 か ら 降 ろ す 、 と いう 2 難 
し レ い 条件 を 飲ま な けれ ば ぱ ば ならない 。 は だ し て 老 達 は 、 繊 細 で 扱い じ に ぐい お さ な ず 
を 納得 させ る 事 が で きる だ ろう か ……。 
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ー 登 場 ア イ テ ム ー 


・ 船 意 の 鍵 


N 
粗末 な 作り の 金色 の 鍵 。 だ こさ 


ん ある 船 意 の ひと つ を 開け る も の 
だ が 、 普 通 、 船 窟 に 鍵 は か か つて 
いな い 。 と いう 事 は ……。 


・ 多 の 束 

氏 び がけ て は いる が 、 れ つき と 
し だ 純金 製 の 吉 で ある 。 そ の 表面 
に は 、 古 代 文 字 で 「『 放 ち 難 き 者 」 
と 彫 ら れ て いる 。 





・ イ ンコ 

船長 の 思 が 大 事 に し て いた だ 、 
こと て も 愛らしい イン コ で ある 。 ネ 
ズミ に 追わ れ 、 に げ て し まつ だ の 
で 、 人 息子 は ふさぎ こ ん で いる 。 


・ 机 の 鍵 

船 買 の 部 屋 に は 、 小 さい な が ら 
作り 付け の 机 が ある 。 そ の 机 の ひ 
きだ し を 開け る 鍵 で ある が 、 置 険 
者 の 役に立つ の だ ろう か や 













・ 皿 まみ れ の オノ 
船内 で 起き だ 殺人 事件 の 凶器 は 、 
今 だ に 発見 され て いな い 。 も し が 
する と 、 こ の オノ が その 凶器 な の 
が も し れ な い 。 





・ ド リル 

ダル に 穴 を 開け る 際 に 用 いら れ 
る 、 船 上 で は ご くめ ありふれ だ 道具 
も つと も 、 これ が な けれ ば 困 つ て 








朋 員 の 持つ 自分 の 部 屋 の 負 。 船 
の 中 で ひと り に な れる 、 唯 一 の 場 
所 で ある 部 屋 の 鍵 を 、 彼 ら は 死な 
な い 限 り ま 放さ な い だ ろ う 。 


ー 登 場 モ ンス ター 一 


・ ネ ズミ 


船 に ネズ ミ は つき も の で ある 。 


この グイ ィ イー ンマ リー 号 の 船 夫 に も 
ネズ ミ が 住み つい て いる 。 ご く 普 
通 の ネズ ミ だ が 、 あ る 事件 を 境 に 、 
人 間 に 隈 いひ ひる よう に な つて レ 
まつ 。 
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・ 幽 堆 

人 魂 が 、 人 間 に 出 会 うと 幽 零 に 
次 を 変え て 近 寄 つ て こる 。 そ の 攻 
撃 亡 法 は 、 人 間 の 生命 エネ ルギー 
を 韻 い 取る と いう 恐ろし いも の で 、 
防ぎ よう が な い 。 





・ カ モメ 
以前 は 船 の ツマ スト な ど に 止ま つ 


て 羽 を 休め て い だ が 、 あ る 事件 が 
EC 0 CA 
周囲 を グル グル 飛び か い 、 す き あ 

ら ば 鋭い フチ バシ を 用 いて 攻撃 し 

て ご る 。 


・ み みず ぐ 

や が て フィー ンマ リー 号 が だ ど 
り 着 ぐ 宮 に な る 全 に 生息 する 、 狂 
暴 な みみ ず ぐ 。 常識 的 に 考え て 、 
みみ ざ ず ぐ が 人 を 襲 つ 竹 ガ な い 事 ガ 
ら 、 何 ら か の 存在 に よ つ て 操 ら れ 
て いる と 推測 で きる 。 





・ オ ー ク ロッ ツ ト 

一 見 、 樹 木 と 問 違 えて し まう よ 
つう な 体 を 持つ モン スタ ー。 そ れ も 
その 和 圭 、 オ ー ク ロッ ト は 人 間 の 形 
に まで 進化 し だ 木々 ど が な の で ある 。 
この モン スタ ダ ター も まだ 、 謎 の 島 で 
次 を 見 せる 事 に な る だ ろう 。 





ニク チー セン 

育 筋 が 束 り つぐ ほど の 忌 わ し い 
形相 を 浮 な べ だ 、 顔 だ け の 悪魔 で 
ある 。 顔 だ け と いつ て も 、 そ の 大 き 
ざさ は 並 で は な ぐ 、 耳 まで 裂け だ 真 
赤 な ひら は 、 人 間 を 焼き 尽く し 
て し まう 弦 ろ し い 光 線 を 放つ の だ 。 
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『 天 の 神々 だ ち 。 
ー ブ プロ ロー グ 一 


10 代 の 冒険 。 自分 で は 何 も で き な か つ だ 。 経験 を つん だ 年 上 の 冒険 者 の 後ろ を 
つい て 歩き 、 だ だ 、 が むし ゃ ら に 剣 を 振り 回 し て い だ 。 

20 代 の 冒険 。 初め て 人 間 を 殺し だ 。 "貴様 が 国 し だ の は モン スタ ー じ ゃ な い 、 中 
様 と 同じ 人 間 な の だ 」 夢 の 中 で そん な 声 に うな され て いた だ 。 

30 代 の 冒険 。 ペン タウ ァ を 後に レ た 。 大 海原 を 幾 日 も 波 に 揺 ら れ て 進み 、 視 界 
に 入 つ だ 異国 の 町 並み を 見 て 世界 の 広 さ を 実 感 し た 。 

40 代 の 冒険 。、 ド ラゴン と 適 遇 し た 。 闇 より 黒い 細 を 広げ だ 巨大 な 竜 の 姿 は 、 私 
に 本 当 の 政和 怖 と 異 頂 の 感情 を 教え て これ だ 。 

50 代 の 冒険 。 自ら の 過ち で 仲間 を 死な せ て し まつ だ 。 戦士 と し て 戦い 続け て き 
だ 私 は 、 こ の 年 で は も うこ れ 以 上 戦え な いと 思 つ だ た 。 

最後 の 紳 険 。 神 を 見 だ 。 こ の 財 険 を 最後 に 引退 し よう と 考え て い だ 私 に は 、 つ 
ら ぐ 厳し い 戦い だ ど つ だ も の の 、 そ の 見 返り は 人 生 最 高 の 体験 だ つた 。 

その 冒険 は 、 ベ ンタ ウ ァ の 王 都 に 辺境 の 村 か ひら の 避難 民 が きだ 事 か ら 始 まつ だ 。 
行列 は 暗く 、 疲 れき つて いた だ 。 私 は 泣き じゃ ぐる 少女 を な だ め 、 何 が あつ だ の か 
尋ね だ 。 泥 の つい だ で 涙 を 拭き 、 顔 を 真黒 に し な が ら 少 女 は 言 つ だ 。 

「 神 様 が お 怒り こなつ だ の 。 お 洒 や 食べ 物 を あげ だ の に 怒 つ た まま な の 。 巫女 
さん は 、 あ だ し 達 の 中 が 埋 つて る か ら お 怒り に な つ だ ん だ つて 言う の ……。。 
神 怒 つ だ 理由 な ど 、 ど う で も よ か つ だ 。 村 人 の 貝 が 最 つ て い だ と し て も 、 ご こ 
ん な 小さ な 子供 に まで 神 を 与え る な ん て 、 い ぐら 神 と 言え ども 私 に は 許せ な ガ つ 
だ の だ 。 神 に 直談判 し な く て は 、 そ う 決 意 し だ 私 は 、 昔 ら の 仲間 を 引き 連れ て 、 
人 間 が 足 を 踏み 入れ だ 事 の な い 領 域 で ある 。 気 高き 神々 の 住む 山 へ と 向 か つ だ 。 
その 時 の 私 は 大 き な 誤 解 を し て いた の だ が 、 そ れ を 後 析 し て は いな い 。 そ の 誤解 
も 結局 は 解け た の だ し 、 誤解 を し だ お か げ て 、 一 生 忘 れる 事 は で き な い よう な 、 
すばらし い 最 後 の 冒 険 を 、 私 は 体験 で きた の だ か ら ……。 


ーー 冒険 の 目的 一 
父 な る 神 ユ イター。 太 陽 の 神 フ エリ ス 。 鍛冶 の 神 ベト ス 。 酒 の 神 デ ユ オ ン 。 門 


の 神 ノ ー ネ ー ム 。 美 の 女神 ピ ヌ ス 。 ペ ンタ ダウ ァ アァ の 名 高き 神々 だ ち で ある 。 彼 ら は 、 


山岳 地方 に あっ て な お 天 高 ごく そびえ る 、『 神 々 の 庭園 』 と 呼ば れる 神農 の 頂き に 住 
むと 言わ れ て い だ 。 

その 「 神 々 の 庭園 』 の ふも と に ある 小さ な 村 で 、 多 ぐ の 異変 が 起き ま て い だ 。 青 
雨 の 後 で も な い の に 川 が 渦 藩 し だ り 、 空 は 晴れ あ が ガ つ て いる の に 雷 が 落ち だ り 、 
収穫 の 季節 な の に 麦 が 枯れ ね て し まつ だ り ……。 村 の シャ ー マ ン に 言わ せれ ば 、 
『 人 々 の 届 が 活 れ て し まつ だ か ら 神 々 が お 怒り に な つ だ ょ の だ そう だ 。 

し レ か し 、 村 人 達 び る ぐ の 供物 や 深い 祈り を 捧げ て も 、 神 々 の 怒り は 静 ま ら な か 
つ だ 。 満足 な 生活 が で き な ぐ な つ だ 村人 達 は 、 し お ガ だ な ぐ ベ ンタ ヤ ウ ア の 王 都 に 逃 
げ 出 し て きだ の だ 。 神々 の 怒り に 不安 と 疑問 の 羽 を 抱い だ 王 は 、 すぐ に 、『 神 々 の 
庭園 』 に 登り 神 に 直談判 せよ と いう 革 酷 な 布 令 を 出し だ の だ が ……。 


人 





ー 登 場 ア イ テ ムー 


・ 六 夫 酒 (ワイ ン ) ( 注 ) 
神々 が 怒 つ て 以来 、 村 で は 酒 が 白 年 に 一 度 、 収 穫 す る か し な い 
手 に 入ら な か つた だ 。 ご の 仁 介 酒 は 。 ガ の 、 希 腐 側 荷 で 作ら れ だ 酒 。 希 
隣 村 か ら 久 し 振り に 入荷 し だ 、 希 腐 租 共に は 、 通 常 の 往 倒 の 数 倍 も 
腐 葡萄 酒 〈 注 ) で ある 。 四 糖分 考 含 未 机 蕊 市 刀 、 志 机 习作 
つ だ ワイ ン は 最高 級 エ と され て いる 。 
その 人 味 は 、 繊 細か つ 大 上 胆 な 甘 さ を 
・ 赤 い 種 持ち 、 絶 妙 の 風味 と 香り を か も し レ 
村 の ある 空家 に 散ら ば つて いた だ 、 ーー だ し て いる 。 
赤く て 大 き な 種 。 ペ バン ダウ ァ の 王 
都 で は 見 られ な い 種 類 で あり 、 ど 
ん な 植物 の 種 な の ガ は 不明 で ある 。 


・ 光 の 種 
太陽 神 に よ つ て 生み 出さ れ だ 、 
" ) 神聖 な 災 を 起こ す 種 。 ご の 種 が 、 
lr 植物 に 育つ て いく も の な の か ガ 、 そ 
IN う で な い の ガ は 知ら れ て いな い 。 
・ 黄 金 の 酒 
『 神 々 の 庭園 。 に は 黄金 の リン 
ゴ の な る 木 が びあ の り の 、 そ の リン ゴ ガ 
ら 作 られ る 酒 は 、 と て も 言葉 で は 
表現 で き な い ほど 美味 だ と いう 。 








{ 
RE 
* ¢. 


四 





・ 赤 い 果 実 

ふ 雲 を 突き 破り 、 天 まで 届く ほど 
の 巨木 に 生え る 真紅 の 果実 で ある 。 
その 味 は 、 人 間 が 今 だ 味 わ つ だ 事 
の な い 、 す ば らし いも の らし い 。 





' 银 O 坚 生 

届 の 澄ん だ 者 が つま 弾 ぐ と 、 そ 
れ を 聞い だ 人 々 の 心 さ え 港 ん で レ 
まう よう な 、 美 し い 音 色 を 奏で る 
琴 。 神 々 の 元 に ある こと 娠 われ る 。 





・ 神 の 腕 輌 
世界 を コン トロ ー ル する 絶大 な 
力 を 持つ 、 重 要 な 神器 。 天 上 界 に 
置か れ て い だ が 、 何 者 な が なじ に こよ つ て 
奢 要 机 左 。 





ーー 登場 モン スタ ーー 


カモ シカ の 頭 こ と 、 馬 の 体 を 持つ 
モン スタ ヤー。 そ の 姿 と は うら は ら も 
に 、 性 格 は 好戦 的 で 残酷 で ある 。 ned/ 
この ベリ ユ ト ン が 多数 出現 する 
時 、 ベ ンタ ウ ァ の 国 は 破滅 へ の 道 
を 歩み 出す 、 と 言わ れ て いる ……。 


・ ペ リュ トン \ と 
也 





・ ア ラコ ツラ 

人 間 の よう に こも 見 える が ザ 、 そ の 
顔 は 但 その も の 、 育 中 に は 遅し い 
買 を 生やし だ 、 鳥 人 の 一 種 で ある 。 
侵入 者 を 発見 する と 高空 ひら 舞い 
隆 り て き て 鋭い こち ば し と 爪 で 薄 
い ガ が か ガ が つ て ぐる 。 


"エピ ビル シヤ ー マ ン " 

暗 き 世 界 の 神 に 魂 を 売り 渡し た 品 
わし き 下 女 で ある 。 忠誠 を 的 つ だ 筐 の 
天界 の 神々 の 元 ら 大 切な 神器 を 次 み 
出し 、 天界 を 支配 し よう と 企ん で いる 。 
悪し き 力 に より 、 常 人 の 倍 の 身体 を 持 
つて いる 。 





『 水 の 洞窟 。 
ーー プロ ローグ ーー 


"の いつ だ い 、 奴 に この 村 に 入れ られ て か ら 、 ど の ぐら い だ つ だ の だ ろう つか" 
昼 と 夜 と の 区 別 が つか な い 洞 窟 の 中 で は 、 時 間 の 感覚 が 麻 間 し て し まう 。 も つと 
も 、 早 か れ 遅 か れ 奴 に 殺さ れる 運命 の 私 に は 、 そ ん な 事 は さほど ご 重要 な 問題 で は 
な い の だ が 。 ほ し か し レ し 、 奴 の 事 を "ソフ クラ ム 様 " な ど と 呼ん で い だ な ん て 、 騙 と な 
つて は 信じ られ な い 事 実 だ 。 

苦 も 今 も 、 一 般 人 が 奴 を 見 る 目 は だ た いし て 違 つ て いな い 。 そ れ で も 、 昔 の 奴 は 
私 に と つて 、 だ だ ひと り の 草 人 敬 で きる 人 間 だ つた だ 。 錬金術 の 腕 は 確 ひ だ つ だ し 、 
それ に よっ つて 培 つ だ 化学 の 知識 を 総 動 軸 し て 、 我 々 の まで 人 間 を 造り 出 そ う と い 
う 奴 の 実験 は 、 私 に と つて 非常 に 魅力 的 な も の だ つた だ 。 そ の 道徳 に 反する テー マ 
を 批判 され 、 ベ ンタ ウ ァ を 追放 どれ て も 、 私 は 奴 に つい て いつ だ 。 

奴 が お けし こく なり の 始め だ の は 、 あ の 書物 を 発見 し て か ら だ 。 私 は 弟子 仲間 ここ 
も に 、 奴 の 後 を 追っ だ 。 国 を 出る ろ と 見 せな ガ け だ 奴 は 、 国 は ずれ の 誰 も 足 を 踏み 入 
れ ぬ 山 へ と 向 か が っ だ 。 そ ご こ ご こ に は 、 暗 き 洞 窟 が 口 を 開け 、 そ の 内 部 は 遍 れ られ だ 時 
堂 と な つて い だ 。 そ し て 、 今 に も 崩れ そう な 家 壇 の 上 に 書物 は あつ だ 。 堪 を か ふ 
つ だ 表紙 に は 、 こ う 書 ひれ て い だ 。『 キ タプ ・ ア ル ・ ア ジフ 

新 だ な 実験 の 場 を 得 た だ 私 は 、 奴 の 指示 を 待ち 望ん だ 。 が 、 書 物 に 目 を 通し た 奴 
の 口 か ら 、 人 工 生 命 の 実験 を 再開 せよ 、 と いう 言葉 は 出 て こなつ だ 。 「 死者 復活 
の 実験 を 始め る 」、 それ が 奴 の 吐い だ 指示 だ つた だ 。 驚い て 奴 を 見 だ 私 に は 、 奴 の 目 
ガ ら 理 柏 の 光 が 消え て いる 事 が すぐ わか つ だ 。 そし て 思い 出し だ の だ 。 "キタ プ ・ 
アル ・ ア ジフ 」、 そ れ は 狂 え る 詩人 が 記し だ 死者 の 書 で あり 、 読 む 者 に 狂気 を 与え 
る 政教 の 教典 で ある 事 を 。 私 は 仲間 と と も に 奴 の 実験 を 止め よう と し だ 。 が 、 力 
及ば ず 、 こ の 橋 に 閉じ 込め られ て し まっ だ の だ 。 

……… こん な 事 を 思い 出す ぐら い だ ガ ら 、 私 の 命 も そう 長く な いよ うだ 。 ま あい 
い 。 ど う せ 狂 つ だ 奴 の 実験 で で この 世界 は 破滅 し て し まう の だ ろう が ガ ら ……。 


一 冒 院 O 目 的 一 


ペン マウ ァ の 王国 に 、 原 因 不 明 の 寒波 が 訪れ て いる 。 国 は ずれ の 山間 部 か ら 流 
れ て きだ 冷 だ い 空 気 に 、 人 々 は 皆 震 え あ が つて い だ 。 放 ひと り と し て 知る 者 は い 
な か つ だ が 、 そ の 謎 の 寒波 の 原因 は ある 人 物 に あつ た だ 。 彼 の 前 は ソン ラム 。 か が 
つて 、 人 工 生命 を 造り 出す と いう 非道 徳 的 な 実験 に より 、 国 を 追放 され る 事 こ な 
つた 練 金 術 師 で ある 。 禁 じ ら れ だ 書物 を 読み 、 邪 教 に 届 を 環 わ れ ね て し まつ だ ソン ツ 
ラム は 、 国 は ずれ に ある 山あい の 洞窟 で 、 死 者 復活 の 実験 を 繰り 返し て いる 。 そ 
れ は 、 邪 教 の 教祖 で ある 忌 わ し き 和 存在 を 呼び 出す 為 の 、 欧 る べき 下 準 備 な の で あ 
る 。 同様 な 下 準備 と し て 、 彼 は 風 の 精 霊 を 幽閉 レ し 、 邪 神 吾 喚 の 際 に 和 め 要 と な る 沈 
気 と エネ ルギー を 採集 し て い だ 。 ベ ンタ ウ ァ の 王国 を 毅 つ だ 大 波 の 原因 は それ だ 
つ だ の で ある 。 冷気 に よ つ て 凍り つい だ 洞窟 に 潜入 し 、 趣 の 修道 似 と な つ だ ソン 
ラム の 、 邪 悪 な る 実験 を 阻止 し な けれ ね ば な ら な い 。 さ も な けれ ば 、 国 に 再び 暖か 
な 日 々 が 訪れ る 事 は な い だ ろ う ……。 





1 3d 


ーー 登場 アイ テム ー 


・ プ レー ト 
氷 の 洞窟 の 内 部 に は 、 い ぐつ か 
の プレ ー ト が は め ら れ て いる 。 そ 
し て 、 そ の 表面 に は 、 様 々 な アル 
ファ ベッ ト が 彫 ら れ て いる 。 
・ て ご こ 
大 形 の 釘 抜き の 様 な も の と 考え 
て も ら え ば 良い 。 だ が 、 ご この 氷 の 
河 選 で いつ だ い 何 の 役に立つ と い 
う の だ ろう か ……。 








・ 風 の 涙 

ば の か が に 青白 ぐ 発 光 す る 魔法 の 
石 で あめ る 。 し か し 、 そ の 魔法 が ど 
ん な 効力 を 発揮 する の か は 、 全 く 
知ら れ て いな い 。 





ー 登 場 モ ンス ター 一 


・ ス ノー トロ ー ル 

ソフ クラ ム に よ つ て 改造 され だ 、 
永 の 皮膚 を 持つ トロ ー ル 。 氷 の 洒 
窟 の 冷気 の 中 で も 活動 能力 が 落ち 
ざ 、 厚 ぐ 強 固 な 氷 の 皮膚 は 、 高 い 
防御 力 を 備え て いる 。 ガ な り の の 強 
敵 と 言え る だ ろう 。 





・ ス ノー ボー ル 

ソ ク ラ ム に よっ て 巨大 化 さ れ だ 
雪 の 結晶 が 、 ス ノー ボー ル で ある 。 
その 周 量 に は 、 少 し 小さ め の 結 曲 
が 絶え ず 回 つて お り 、 敵 に 会 つ だ 
時 に は 、 そ れ を ぷ ぶつ け て ダメ ー ジ 
を ラ え る 。 





1 5U 


・ ボ フイ ト ベ ア 
この 地 万 で は 見 られ な い 白 熊 だ 
が 、 こ れ は ソフ ラム の 狂 つ だ 実験 
に よ つ て 生み 出さ れ だ も の で ある 。 
ダン ジョ ン の 中 を 常時 パト ロー 
ル し て お り 、 優 入 者 を 発見 する と 
すぐ さま 陽 い ガ ガ つ て ぐる 。 





・ キ ラー スネ ー フ 

ププ ラム は 数 々 の 了 邪神 と 接触 し 
て いる 。 そ の 中 の ひと り 、 イ グ と 
いう つ 召 の 蛇 の 神 は 、 ソ フラ ム の 忌 
わし き 実 験 を 誉め だ だ え 、 自 分 の 
部 下 で ある キラ ー ス ネー フク を 彼 に 
ラ え だ の で ある 。 






・ 悪 の 修道 師 

ー 冊 の 魔道 書 に よ つ て 政教 に 魅 
せら れ だ ソフ ラム は 、 死 者 を 蘇ら 
せ 、 忌 わし き 了 邪神 を 復活 させ る ペ 
く 、 趣 の 修道 師 こ と な つ だ 。 現在 の 
人 彼 は 多 ぐ の 術 を 習得 し て あり 、 中 
で も 分 身 の 術 を 得意 と する 。 





"エエ キム" 
悪 の 修道 師 ソ フラ ム ハ が 召喚 し 、 
氷 の 洞窟 に 閉じ 込め だ 風 の 魔 神 で 、 
その 下半身 は 絶え ず 風 に 包ま れ て es 
いる 。 竜 巻 を 自由 自在 に 作り 操る ン タク 
事 が で き 、 そ れ に よっ つて 冒険 者 を る 
巻き 上 げ 、 地 上 に 叩き つけ る の だ 。 
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" 和 ス デ ユー サ の 自 。 
ーー プロ ローグ ーー 


0 大 麦 の 穂 が び 風 に 揺らい で いる 。 少 し 離れ だ 丘 の 上 で は 、 同 じ 風 を 受け だ 風車 
が 、 ゆ つっ こり と 回 つて いた だ 。 春 風 は 誰 に で も 平等 だ 。 幾 多 の 皿 の 洗礼 を 受け て い 
る 私 達 に で こえ 、 新 緑 の 香り を 運ん ゎ で これ る の だ か ら 。 目前 に 広がる 田園 の の ご 
か ご さ は 、 ま る で それ が 風 景 画 な の だ と 錯覚 させ る ほど で あつ だ 。 

麦畑 を 抜け る と 、 私 達 の 目的 地 で ある 村 が 視界 に 入 つ て きだ 。 も ちろ ん 、 出 迎 
えな ど あ ろう 等 が な い 。 ひ つ そ り と 静 ま り ガ えつ た だ 村 に は 、 人 の 気配 が 全 ぐ 感じ 
られ な か つた だ 。 春 だ と いう の に 寒々 と し だ 周辺 ひら は 物音 ひと つ せ ず 、 較 こえ て 
こる の は 、 私 達 を 据 い か け て きだ 春風 の そよ ぐ 音 だ け だ つた だ 。 

私 は 、 い ちば ん 近い 民家 に ノッ ク も せ ざ 入 つ て み だ 。 家 の 中 に は 施 ひ と り い な 
い 。 生 活 の 匂い は 感じ られ る も の の 、 主 の 姿 が 見え ぬ 部 屋 は 暗 ぐ 、 寂 し か つ だ 。 
了 刀 の 炎 は あか あか と 燃え 続け て いて 、 村 を 華 つ だ 恐 逢 が 突然 の 事 だ つ だ と 、 は 
の が ガ に 暗示 し て い だ 。 

他 の 家 を 調べ だ 仲間 の 見 た も の も 、 私 が 目 に し だ 光景 と た いし て 違わ な か が つ だ 。 
どの 家 に も 村人 の 姿 は 見 あな ら な い の だ が 、 つ いし 先刻 まで 彼ら が ザ そ こ ご に い だ 、 そ 
ん な 気配 が する と いう 。 そ う 感 じ さ せる の は 、 テ ー ブ ル に 置か れ だ まつ か ず の 良 
事 だ つ だ り 、 和 干し ガ け の 洗濯 物 だ つた だ り 、 家 に よ つ て 様々 だ つ だ 。 

村人 が 避難 し レ て いる の は "Y そう 考え だ 私 達 は 、 村 は ずれ に 残さ れ だ 廃 纏 に 足 
を 運ん だ 。 そ の 場 を 満た し だ 痢 を だ いま つの ※ で 切り 裂き な が ら 、 匠 道 を 興 へ 敵 
へ と 進ん で ゆこ 。 ど れ ほ ど 歩 いた ろう や 私 は ふと 、 前 万 の 暗 間 に 気配 を 感じ だ 。 
その 時 、 先 頭 に 立つ て 進ん で い だ 者 が 、 急 に 歩み を 止め た の だ 。 村 人 が い だ の が 、 
そう つう 声 を か が け よ うと し だ 私 は 、 彼 の 足 が 、 腕 が 、 頭 が 、 みる みる うち に 石 と 化し 
て いこ の を 見 だ 。 メ デコ ユー サ だ ! みん な 逃げろ 、 そ う 叫 ん だ 私 の 腫 に 、 妖 し く 鋭 
いぶ ふた つの 眼光 が 飛び 込 り で きだ 。 や は り メ デュ ユー サ が い だ の だ 。 薄れ ゆめ ぐ 臣 識 
の 中 で 、 私 は その 事 を 身 を 持つ て 知 つ だ の で ある や ……* 


一 冒険 の 目的 一 


メデ ユー サ 。 鬼 女 の 上 半身 と みず ちの 下半身 を 持つ 怪物 で ある 。 そ れ は 、 書 和英 
を むき 出す 書 早 の 回 と 、 全 て の 生き 物 を 石化 する 眼光 を 放つ 瞳 と を 、 そ の 体 に 有 有 
する 地上 最悪 の 魔物 で も ある 。 も し 、 そ の 個体 数 が 少な く な か つっ だ ら 、 こ の 世界 
に は メデ ュー サ 以 外 の 生き 物 の 次 は な か な っ だ だ ろう 。 

ベン タウ アァ の と ある 村 に 、 メ デ ユ ー サ が 出現 し た 。 つ まり 、 考 え う る 最悪 の 恐 
怖 が 村 を 前 つ だ の で ある 。 近隣 の 村 や 町 の 人 々 は 我 先 に 逃げ 出し 、 突 然 の 事態 に 
対局 でき な か つっ だ その 村 か ら は 、 連 絡 が 途絶 えて し まつ だ 。 国 の 命運 を も 左右 し 
な ね な いこ の 重大 事 は 、 ペ ンタ ダウ ァ の 王 都 に だ だ ち に 伝え られ だ 。 

少数 の 精鋭 で メデ ユー サ に 対す る の が 最も 良い 策 だ ろう 、 そ う 考 え だ 国 王 は だ 
だ ち に 精鋭 部 隊 を 村 に 派遣 し た 。 し か し 、 彼 ら は 戻 つ て こ な か つた 。 彼 ら も また だ 、 
妖 し き メデ ユー サ の 眼光 に よ つ て 石 に され て し まつ だ の で あろ う ガ 。 ご こう な る こと 、 
頼り に な る の は 、 様 々 な 戦い を 経験 し て いる 冒険 者 達 だ け だ ……。 
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筑 O 眉 

メデ アデ ユー サ の 眼光 は 鏡 に よ つ て 
跳ね 返す 事 が で きる 。 ご この 慎 な ら 
充分 、 眼 光 を 跳ね 返せ る が 、 そ れ 
だ け で は らち が あな い の だ ……-。 


・ プ ルー リボ ポン 

か つて 、 古 き 沼 の 主 と 村 人 と の 
間 に か みわ され だ 契約 の 証し で ある 。 
契約 は 、 村 に 危機 が 訪れ だ 際 、 沼 
の 主 が 力 を 代 す 、 と いう 内 容 だ 。 


. 中 和 章 
全 この 中 和 剤 は 飲む 者 の 血液 を 、 
LN どん な 書 蛇 の 猛 考 に も 耐え ろ られ る 
ーー よう 、 書 を 中 和 す る 性 錦 に 変え て 
こぐ れる と 言わ れ て いる 。 








登場 モ ンス ター 一 


・ ジ ャ イア ント ピー トル 
メデ ユー サ の 体 か ら 抜 け 溢 ち だ 
ウロ コ と 、 彼 女 の 凄 まじ い 邪 坊 に 
より 生ま れ だ 、 巨 大 な か ぶ と 中 。 
し な や か な 鋭い 角 で 相手 を な ぎ 
倒し 、 そ の 上 に の し が が ガ つて 喉 に 
賠 み つぐ と いつ 。 





・ ギ ルマン 

巨大 な 魚の 体 と 人 間 の 手足 を 持 
つ だ 、 古 き 沼 を 守る 半 魚 人 で ある 。 * 
沼 の 周囲 に 足 を 踏み 入れ る も の が 
いる と 、 水 中 か ら 突 如 そ の 姿 を 現 
し 、 手 に た ず さ え だ 鋭利 な モリ で 
侵入 者 の 体 を 綱 き 刺す の だ 。 


メデ ユー サザ” 


世界 の 誕生 以来 いる 、 鬼 女 の 上 
半身 と 大 蛇 の 下 半身 を 持つ モン ス 
ツー。 固体 数 が 極め て 少な ぐ 、 こ 
の 魔物 ガザ や ぐい だ ら 、 昭 ん だ 相 ま 
を 石化 し て し まう 眼光 で 、 こ の 世 
究 は 石 の 世界 に じ に な つて い だ だ ろう 。 


(0 
NN 












上 半身 ザワ シ 、 下 半身 ザラ イオ 
ン の 次 の 狂 早 な モン スタ ー。 事 件 
に あつ だ 村 の 上 空 を 絶え ず 飛 び か 
い 、 侵 入 者 を 発見 する と 人 急降下 し 
て ぐる 。 そ し て 、 そ の 鋭い 爪 と 牙 
を 用 いて 彼ら を 撃退 する の だ 。 
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『 囚 われ だ 魔法 使い 
ー プ ロロ ー グ ーー 


その 魔法 使い が 、 い つ ペ ンタ ウ ァ の 王国 ひら 次 を 消し だ の か は 誰 も 知ら な か つ 
だ 。 隣人 に 言 付 け を 残し て は いな か ガ つ だ し 、 館 の 扉 に 『 旅 行 中 』」 の 居 紙 を し て も 
いな か つ だ 。 も つと も 、 ご この 国 で そん な お 張 紙 を する の は 、 盗 み に 入 つ て ぐれ と 頼 
ん で いる の に 等 し い が 。 ペ ンタ ウデ アァ の 人 々 は 国 ガ ら 消え る 者 に 対し て 無関心 だ が 、 
その 魔法 使い が 消え だ 事 は 国 中 の 鳴 に な つて い だ 。 な ぜ な ら 和 は 王 直 属 の 、 今 ま 
で 国 を 守護 し て い だ 偉 大 な る 魔法 使い ど つ だ の だ か ら 。 

ペン タウ ァ の 王国 に 住む 魔法 使い 達 の 中 で 、 他 の 者 を 超越 する 魔力 を 秘め て い 
だ り 、 類 いま れ な 魔法 の オ 能 を 有する 者 は 、 王 の 元 へ と 召し 上 げ ら れる 。 彼ら は 、 
悪意 に 満ち だ 呪文 や 邪悪 な 魔物 が 国 を 侵さ ぬ よ うに 結界 を 張 つ だり 、 疫 病 に か 
つ だ 人 ん 々 を 魔法 に よ つ て 癒し た り と いつ だ 、 国 を 守護 する 重要 な 役目 を は だ し て 
いる 。 以前 は 、 複 数 の 魔法 使い が この 仕事 に 就 い て い だ が 、 ご ご 数 年 ベン ダウ ァ 
の 王国 に は 力 あ る 魔法 使い が いな か つっ だ 。 消 え だ 魔 法 使い は 、 現 在 こ の 仕事 に 就 
いて いる 唯一 の 人 物 だ つ だ の だ 。 

王 も の 根拠 を 持 だ ぬ 噌 が 、 国 の い だ る と ころ で 臨み が みれ て い だ 。 中 で も 、 彼 の 結 
界 に よっ て 国 へ の 侵入 を 妨げ られ だ 魔物 達 が 、 何ら か の 手段 を 用 いて 彼 を 誘拐 し 、 
炎 山 の ふも と に ある 渦 窟 へ と 連れ 去 つ だ の だ 、 と いう 鳴 が 最も 信濃 竹 が 高く 、 多 
ぐ の 国 の 人 々 に 信じ られ て いた だ 。 奇怪 な 只 の わき だ つ な ガ で 、 人 々 の 届 を 次 第 に 
支配 し て いつ だ の は 、 守護 者 を 失 つ だ ベン タウ ァ の 王国 に 対す る 不安 感 だ つ だ 。 
時 間 が だ つ に つれ 、 重 苦し い 空 気 が 国 に 満ち あて いつ だ ……。 

王 に よっ て 出さ れ だ 魔法 使い を 救出 せよ と いう 布 令 は 、 多 額 の 報 直 金 の 魅力 も 
あっ て 、 多 く の 填 険 者 を 旅 立 だ せ だ 。 魔 法 使 い を 早く 助け だ さ ね ば 、 因 は 破滅 へ 
の 道 を だ な どる だ ろう 。 魔法 使い を 救う 事 は 、 国 を 救う 事 で も ある の だ 。 意気 揚々 
と 旅立つ 冒険 者 達 を 見 送 つ だ 国 で は 、 小 さ な お 疑問 が 持ち 上 ザ つ てい だ 。 な せ ぜ 彼 は 
どの 魔法 使 い が 、 や す や す と 魔物 達 に 囚われ て し まつ だ の だ ろう …… o 


一 冒険 の 目的 一 


ベン タウ ァ の 王国 を 守護 する 魔法 使い が 行 太 不明 に な つて し まつ だ 。 彼 の 正 催 
な 居場所 は 定 ひ で な い が 、 鳴 に よれ ば 火山 の ふも と に ある ダン ジョ ン に 、 彼 に 憎 
悪 の 心 を 抱く モン スタ ー 達 に よっ て 幽閉 され て いる らし い 。 有 今 ま で 、 彼 の 魔法 に 
よっ つて 作ら れ だ 結界 の お か な げ で 、 逆 悪 な モン スタ ダー 達 が 国 に 侵入 する の を 未然 に 
防げ だ の だ し 、 彼 の 治癒 の 魔法 が あっ だ か ガ ら こそ 、 多 く の 疫 病 が 国 中 に 広がら ず 
に 済ん だ の だ 。 そ の 彼 を 失 つ だ 国 は 、 生 まれ だ ば がかり の 赤子 より も 無防備 (こなつ 
て し まつ だ 。 今 、 大 き な お 災厄 が くれ ば 、 国 は ひと だ まり も な い だ ろ う 。 一 鹿 も 早 
こ ダ ンジ ョ ン へ 旅立ち 、 消 え だ 魔 法 使い の 行方 を つか ひみ 、 も し 彼 ザ モン ス ダ ー 送 
に 囚われ て いる の な ら 助 け 出さ な けれ ば な ら な い 。 そ れ が 、 ベ ンタ ウ ァ の 王国 を 
救う 唯一 の 旋法 で ある し 、 こ れ ま で 国 を 守 つ て ぐれ だ 農法 使い に 対す る 団 返 し と 
な る だ ろう 。 彼 ほど の 魔法 使い が びあ つけ な ぐ 囚 われ ね だ の だ 、 ダ ンジ ョ ン に 待ち 受 
ける モン スタ ダー 達 は 、 か なり の 強敵 に 違い な い ……。 
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ー 登 場 ア イ テ ム ー 


・ 赤 い 宝 石 
ダン ジョ ヨン 内 の 閉ざさ れ だ 扉 を 
開く 鍵 と な る 。 し か し レ し 、 ご この 宝石 
に 触れ よう と し だ 者 は 、 な ぜ ガ ま ぼ 
ひど い 火 傷 を 負っ つて し まう と いう 。 
・ 婦 の 水 曲 
赤い 宝石 同様 、 開 ざさ れ だ 扉 を 
開く 鍵 と な る 。 和 熟 の 溶岩 の 中 で 
も 燃え 尽き な いと ころ か ら 、 ご この 
名 前 が 付け られ だ らし い 。 
ーー ニシ ジ シグ ・ ス ター 


ペン 幾 本 も の トゲ が 付い だ 鉄 球 を 、 
し いえ 鎖 で 棒 に つない だ 武器 。 破壊 力 は 
ぐ S 高く 、 こ の ダン ジョ ン で は 重要 な 

役割 を は だ す 事 に な る 。 


ーー 登場 モン スタ ーー 





・ ウェア ラッ ト 

ウエ ェ エア ラット は 獣 人 の 一 種 で 、 
必 だ ん は 人 間 の 次 だ が 、 路 要 に 砲 
じ て ネ ズミ に 変身 する 事 が で きる 。 
ご この ダン ジョ ン の 中 で は 中 間 の 姿 
を と つて いる 場合 が 多く ご 、 槍 を だ 
ざさ え 冒 険 者 を 攻撃 する 。 





< オー ガー 

人 間 を 上 回 る 大 き さ の 、 大 型 の 
鬼 族 で ある 。 彼ら は 人 喰い 鬼 で 、 
タン ジョ ン の 中 で 冒険 者 に 出会え 
ば 見 境 い な ぐ 襲 い ガ ひつ て ぐる 。 
オー ガ こ と の 戦い に 敗れ れ ば 、 彼 ら 
の 次 の 食事 に され て し まう だ ろう 。 





ーー ニン ニノ ルリ ナー 

外見 は スラ イム に 似 て いる が 、 
単細胞 生物 の アメ ー バ ー が 巨大 化 
し レ した だ モンス ダー で ある 。 獲物 を 見 
つけ る と 、 体 の 下 に ある 口 で 消化 
する 。 体 の 中 届 に ある 核 を 潰し て 
し レ ま えば 楽に 倒せ る だ ろう 。 


一 






人 間 並 の 大 き さ を 持つ 、 巨 大 な 
ンプ モ で ある 。 ダ ンジ ョ ン に 上 巣 を 張 
り 、 獲 物 が か か る の を 待つ て いる 
も の が 多い が 、 中 に は 巣 を 持 だ ず 、 
擬 物 に 直接 攻撃 を し ひか け て ぐる 独 
獲 な も の も いる の で 注意 すべ きだ 。 


人 間 の 女性 の 上 半身 と 、 ハ ゲタ 
カ の 下半身 を 持つ モン スタ ヤー で あ 
る 。 性 質 は 狂 凌 で 、 非 常に 交戦 的 
で あり 、 上 自分 の 汚物 を 落と し だ り の 、 
説い で 攻撃 し て ぐる の で 、 冒険 
者 に は か な り の 強敵 だ ろう つ 。 


・ ホ ーネット 

ダン ジョ ヨン に 上 巣 を 持つ スズ メ バ 
チ で ある 。 尻尾 に は 、 ミ ツバ チ と 
違 つ て 何 度 で も 氷 せ る 、 鋭 い 毒 針 
が ある 。 そ の 毒 針 を 用 いて 、 し か 
も 集団 で 龍 い か ガ な つて ぐる の で 、 
あな どれ な い 相 手 だ 。 





“ファ イヤ ー エ レ メ ン ト " 

灼热 0) 溶 岩 水 羽生 未 机 左 火 0 精 
が フイ ヤー エレ メン ト だ 。 五大 
元素 の ひと つ で ある 、 火 を 司る も 
の だ け あ つて プラ イド が 高 ご 、 自 
ら の 領域 を 優し だ も の に は 、 容 衣 
な ぐ 災 の 攻撃 を し ガ け て ぐる 。 








169 


1 ZD 


5 不 老 长 寿 OD 水 。 
ーー プロ ロー グー 


まだ 日 没 前 だ と いう の に 、 酒 場 の テー プル に は すでに 空き ま ザ な か つ だ 。 ご この 時 
間 に な つて 店 に 足 を 運ん だ 飲ん ベ え 達 は 、 愚 狗 を こぼし な が ら 狭 苦しい カ ウン ツタ 
ー に 腰 を 降ろ し て い だ 。 い つも と 変わ ら ず 、 酒 場 を 満 を し て いる の は 騒 々 し い 空 
気 だ つた だ 。 笑い声 、 怒 鳴り 声 、 泣 き 声 が 店 中 に 綿 き 渡 り 、 い つ 建 物 が 上 明 れ て も 不 
選 議 で は な か つた だ 。 中 で も 、 西端 の テー ブル に 構え る 3 人 の 農夫 達 の 声 は 、 店 の 
外 か ら で も 聞こ える 位 に つる さか つ だ 。 

「 つ だ こく 、 い つ に な つ だ ら 土 が 元気 に な る ん だ よ 。 あ ん な や せ だ 土地 じゃ 、 雑 
草 だ つて 枯れ ちまう ぜ 、 な あ 、 マ リン 」 

「 ミ ズ キ エ 、 お まえ の 言う 通り だ 。 畑 を な こし た 農夫 な ん て 、 子 供 ガ ザ 生 め な い 女 
み だ い な も ん だ か ら な 7。 

「 で も さあ 、 不 老 長寿 の 水 が びあ れ ば 、 土 地 が 元 通り に な る ん で し よ 。 そ の 水 を 
探し に 、 名 高い 戦士 が 旅立つ っ だ つて いう じゃ な い 。 も うし ば ぱ ばら ぐ の 斑 抱 よ お 」 

「 ラ ミヤ 、 頼 びな けら 女 み て ぇ な 陣 り 方 し ね え で ぐれ 。 酔い が 覚め ちまう 」 

「 な に 言 つ て る ん だ 。 お まえ の 、 し ら ぬ の 時 と 酔 つ て いる 時 の 違い な ん て 、 過 
ぐ 息 が 酒 臭い か そう じゃ な いか つて 事 こ らい の も ん だ 」 

「 早 ぐ 不 老 長 寿 の 水 、 見 つか ひれ ば いい の に な あぁ 。 今 の まま じゃ 、 野 菜 も 何 も 作 
れ な いも ん ね え 」 

他 の テー ブル の 客 達 の 会 話 も 、 声 が び も つと 小さ い 以 外 は 3 人 の 農夫 達 の 会 話 と 
大 差 な ひつ だ 。 レ し ばら ぐ 前 ひら ペン ダウ ァ の 土地 ザ や せ 始 め 、 王 の 病 令 を 受け だ 
戦士 が 不老 長寿 の 水 を 探し に 出 た の だ が 、 目 的 の 物 を 見 つけ だ と いう 便り を 最後 
に 、 消 息 を 総 つ っ て し まっ だ の だ 。 こ の まま で は 、 国 の 農地 は 全部 だ め に な つて し 
まう だ ろう 。 酒場 に いる 者 達 は 知る よし も な が か つ だ が 、 そ の 頃 都 の 広場 は 酒場 以 
上 の 騒 々 し さだ つっ だ 。 旅 に 出 だ た 戦士 と 不老 長寿 の 水 の 行 方 を 追っ つて 欲し い 、 と い 
う 王 の 布 久 が 張り 出さ れ ね だ の で ある ……。 
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し ば ぱら ぐ 前 か ら 、 ペ ンタ ウ ァ の 土地 が 次 第 に や せ 始 め て お り 、 敷 物 や 野菜 の 育 
ち が 悪 こなつ て いた 。 国 を 守護 する 魔法 使い の 語 で は 、 事 件 の 原因 は 不明 だ が 、 
この 事態 を 打開 する に は 不老 長寿 の 水 が 和 め 要 だ と いう 。 不 老 長 寿 の 水 は 人 ガロ に 
すれ ば 若返り の 、 や せ だ 土地 に まけ ば 豊か な 土 在 に な る と いう 、 伝 説 の 聖水 で ある 。 
し ガレ 、 そ の 水 が 隠さ れ て いる と 言わ れる ダン ジョ ン は 、 今 だ か つて 生き て 出 だ 
者 が いな い 、 危 険 と 謎 に 満ち だ 場所 だ つ だ 。 

王 の 命令 に よ つ て 、 一 人 の 戦士 びそ の 地 へ と 走 い た 。 数 日 後 、 不 長寿 の 水 を 
見 つけ だ と いう 微 の 便り が 、 王 の 元 へ と 届い た 。 が 、 何 日 た つて も 戦士 は 帰 選 レ 
な が かつ だ 。 事 態 を 重く 見 だ 王 は 、 消 恩 を 絶つ だ 戦士 お よび 不老 長寿 の 行方 を 追っ 
て 欲し い 、 と いう 布 令 を 国 に 出し だ の で ある 。 は だ し て 、 布 令 を 見 て 旅立つ だ 財 
険 者 達 は 、 戦 士 と 不老 長寿 の 水 を 探し 出し て 、 無 事 に 戻っ て くる の だ ろう か 。 そ 
れ と も 、 消 え だ 戦 士 と 同じ 事 を 繰り 返し て し まう の だ ろう か ……。 
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登場 アイ テム ー 


・ 水 曲 の バル プ 
この 冒険 の 舞台 と な る ダン ジョ 
ン は 生き て お り の 、 そ の 内 部 に は 収 
臓 す ら 持 つて いる 。 水 公 の バ パルプ 
を 出 臓 に 対し て 用 いる と 、 何 ら か 
の 変化 が ザ ダ ザン ジョ ン に 起き る 。 
・ 銀 色 の 音叉 
音叉 と いう の は 、 音 の 高 さ を 知 
る 為 の 道具 だ 。 ご この 銀色 の 音叉 は 、 
消え だ 戦士 ガ ダ ン ジョ ヨン に 残し だ 
唯一 の 手 掛 り で ある 。 
・ 不 老 長 寿 の 水 
認 む 者 を 若返ら せ 、 湿 らし だ 土 
を 良 士 に する と 言わ れ て いる 、 伝 
説 の 聖水 。 今 だ 、 こ の 品 を 持つ て 
ダン ジョ ン を 出 だ 者 は いな い 。 









ーー 登場 モ ンス ター 一 


・ キ ャ リオ ンク ロー ラー 


巨大 な イモ ムシ で ある この モン A 
スタ ー は 、 ロ ロカ ら の び だ 無数 の 般 7 
チ に よ つ て 旨 物 を 捕え て 仙 り 中 うっ 。 ーー プ ノリ 人 后 
その 触手 に は 寺 が あり 、 そ れ に よ 。  ,7.(/4/ 
つて 触手 か ら 逃 れ だ 獲物 に さえ 、 ルンルン マク 
死 を 与え て し まう の だ 。 





・ ス ラッ グ 

スラ ッ グ と は ナメ クジ の 事 で 、 
ダン ジョ ン に 生息 する 種類 は か な 
り の 大き な も の で ある 。 塩 に よる 攻 
撃 に 弱い が ガザ 、 大 ナメ クジ を 溶かす 
ほど の 多量 の 塩 を 、 普 通 の 冒険 者 
は 持ち 歩い て いな い だ ろ う 。 
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・ ド ッ ツ ベ ル ゲ ン ガ ー 

こ ご この モン スタ ヤー の 持つ 恐る べき 
能力 は 、 出 会 つっ た を 人 間 に 化 けら れ 
る 事 だ 。 自分 の パー ティ ー に 注意 
レ ろ 。 いつ の 間 に こ か ガ 奴 と 入れ 違い 
に な つて いる か ガ も 知れ な いか ら だ 。 


・ ヒ ル 

暗く 混 つ だ ダン ジョ ン を 歩 ぐ 時 
は 、 天 井 に 注意 し だ 万 が いい 。 い 
つ ヒ ル が 落ち て き て 、 息 を 吸い な 
が ら 和 病気 な ど を 与え て くれ る が ガ わ 
な ら な いな か なら だ 。 し か も それ が 特 
別 大 き な ビ ヒル だ つ だ り し だ ら …… 















日 血球 

この ダン ショ ン は 生き て いる の 
で 、 当 然 巨大 な 日 皿 形 な ども 存在 
し て いる 。 絶 えさ ず ダ ンジ ョ ン ガ が ガ ら 
分 泌 さ れ て 、 侵 入 者 を 発見 する と 、 
それ を 自分 の 体内 に 取り 込ん で 破 
壊し よう と する 。 





"ブル ・ デ ビル ズ " 


想像 を 絶する ほど の 昔 、 時 を 同 
じ く し て この 地 に 生ま れ だ 双子 の 
悪魔 で ある 。 以 前 、 こ の ダン ジョ 
ン に 足 を 踏み 入れ だ 勇者 に よ つ て 
柱 に 閉じ 込め られ だ が 、 今 な お 破 
壌 的 な 眼光 を 持つ っ て いる と いう 。 





173 


174 


メモ 
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CREDITS 
Game Design 木屋 善夫 


Scenario 五 十 必 哲 也 富 一 成 
山根 と も お 都築 和彦 


Map Design 都築 和彦 山根 と も お 
古代 彩乃 


Character Design 山根 と も お 都築 和彦 
大 浦 孝浩 佐藤 善 美 
古代 彩乃 

Music Compose 古代 祐三 石川 三 惠子 
竹林 令子 水田 英哉 


Produce 加藤 正幸 


STAFF 


井上 忠信 宮本 恒 之 橋本 卓 哉 
立川 敏 男 人 主 山 孝一 秋葉 紀 好 
萩谷 あき 子 冨 極 克美 中 島 博 
桶谷 正剛 宮崎 友好 倉田 佳音 
金井 静夫 


MANUAL INSTRUCTION 


魔法 の 書 ………… マー ク ・ 矢 崎 ノ 本 織 小 星 
胃 険 の 書 ………… 福田 英幸 
イラ スト ………… 小林 誠 


Software Technolpgy & Commwrcetpn 


この ソフ トウ エア プロ グラ ム と マニ ユア ル は 、 当社 が 創作 ・ 開 発し だ 
閉 作 物 で す 。 レ ンタ ル や 無断 コピ ー を 行う と 、 閉 作 権 法 に より 厳し ぐ く 
処 入 され ます 。 当社 は ソフ トレ ンタ ヤル に 対す る 許可 は 一 切 し て お ありま 
せん の で ご 注意 下さ い 。 ソフ ト の 内 容 、 画 面 の 一 部 は 、 都 合 に より 予告 
な ぐ 変 更 す る 場合 が ありま す 。 


② 〇 日 本 ファ ルコ ム 
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